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生徒より

特
集  

授
業
が
進
化
！
　学
び
が
深
化
！
「
１
人
１
台
端
末
」最
前
線

自
分
の
力
で

自
信
を
持
っ
て

進
め
る
よ
う
に

卒
業
後
、生
徒
の
約
６
割
が
就
職
、約
４
割

が
大
学
や
専
門
学
校
に
進
学
す
る
本
校

で
は
、
希
望
者
の
み
が
模
擬
試
験
を
受
験
し
て

い
ま
し
た
が
、高
校
生
の
習
得
す
べ
き
学
力
を
測

る
た
め
、２
０
２
０
年
度
か
ら
全
員
で「
基
礎
力

診
断
テ
ス
ト
」を
受
験
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

教
務
担
当
と
し
て
、
生
徒
が
学
び
に
自
信
を
持

て
る
機
会
に
し
よ
う
と
、
全
国
の
実
践
事
例
を

参
考
に
、
事
前
教
材
の
取
り
組
み
状
況
や
試
験

の
点
数
な
ど
に
応
じ
て
付
与
す
る
ポ
イ
ン
ト
を

シ
ー
ル
に
し
て
、教
室
内
に
掲
示
す
る
こ
と
を
始

め
ま
し
た
。
生
徒
個
々
の
努
力
が
可
視
化
さ
れ

る
と
、教
師
が「
頑
張
っ
て
い
る
ね
」な
ど
と
声
を

か
け
る
こ
と
が
増
え
ま
し
た
。
生
徒
は
そ
れ
に

応
え
る
よ
う
に
さ
ら
に
頑
張
り
、そ
の
努
力
は
結

果
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
の
日
本
学

校
農
業
ク
ラ
ブ
の
全
国
大
会
に
は
８
人
の
生
徒

が
出
場
し
ま
し
た
が
、
日
々
の
活
動
を
通
じ
て

自
信
が
つ
い
た
か
ら
こ
そ
挑
戦

で
き
た
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
英
語
科
担
当
と
し
て
は
、
農

業
に
い
そ
し
む
生
徒
が
、
英
語

も
意
欲
的
に
学
ぶ
た
め
の
ヒ

ン
ト
が
得
ら
れ
れ
ば
と
、
２
年

前
、
海
外
農
業
研
修
の
引
率
教

員
に
応
募
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
の
農
業
現
場
で
感
じ
た
の

は
、
英
語
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ツ
ー
ル
で
あ
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
帰
国
後
は
活
動
中
心
の

授
業
に
転
換
し
、
自
分
の
思
い

を
他
者
に
伝
え
た
い
と
い
う
姿

勢
の
育
成
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。
将
来
海
外
の
人
と
の
対
話

が
必
要
に
な
っ
た
時
、
自
ら
英

語
を
話
そ
う
と
い
う
意
欲
に
つ

な
が
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
春
に
は
３
年
間
受
け
持
っ
た
生
徒
た
ち
が
卒

業
し
ま
す
。
全
員
が
自
分
で
や
り
た
い
こ
と
を

見
つ
け
、
就
職
活
動
や
入
試
を
頑
張
り
ま
し
た
。

自
分
の
力
で
前
に
進
ん
で
い
く
生
徒
た
ち
を
、

笑
顔
で
送
り
出
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

牛
の
世
話
に
比
べ
る
と
、
正
直

勉
強
は
苦
手
で
す
。で
も
、ポ

イ
ン
ト
シ
ー
ル
制
に
よ
っ
て
、自
分
で

目
標
を
設
定
し
や
す
く
な
り
、シ
ー

ル
が
貼
ら
れ
る
こ
と
や
先
生
方
か
ら

褒
め
ら
れ
る
こ
と
が
励
み
に
な
っ
て

い
ま
す
。
先
生
方
の
後
押
し
が
あ
っ

た
か
ら
、農
業
ク
ラ
ブ
の
全
国
大
会

も
全
力
を
出
し
切
れ
て
、第
１
志
望

の
帯
広
畜
産
大
学
に
合
格
で
き
ま
し

た
。「
社
会
で
は
信
用
が
第
一
」と
、提

出
日
や
ル
ー
ル
に
厳
し
い
千
田
先
生

で
す
が
、
悩
ん
だ
時
は
い
つ
も
そ
ば

で
励
ま
し
て
く
れ
ま
し
た
。卒
業
し

て
先
生
が
常
に
応
援
し
て
く
れ
る
環

境
で
な
く
な
っ
て
も
、
自
分
の
力
で

目
標
に
向
け
て
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。
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学校の今に寄り添い、先生方とともに未来を描く
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学
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デ
ザ
イ
ン
」

静
岡
県
立
沼
津
工
業
高
校

発
問
・
課
題
設
定
を
キ
ー
に
見
る

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
授
業
実
践

英
語

東
京
都
立
福ふ

っ
生さ

高
校

内
野
良よ

し

あ

き昭

富
山
県
立

中
央
農
業
高
校

1KVOL6

せ
ん
だ
・
な
つ
き
　
教
職
歴
４
年
。
同
校
に
赴

任
し
て
５
年
目
。
教
務
部
。
英
語
科
。
３
学
年

担
任
。

富
山
県
立
中
央
農
業
高
校

　

全
日
制
／
生
物
生
産
科
・
園
芸
デ
ザ
イ
ン
科
・

バ
イ
オ
技
術
科
／
共
学
／
１
学
年
約
50
人
／

２
０
２
１
年
度
進
路
実
績
（
現
役
の
み
）
４

年
制
大
は
、
富
山
国
際
大
、
長
浜
バ
イ
オ
大
、

南
九
州
大
に
３
人
が
合
格
。
短
大
・
専
門
学

校
進
学
13
人
。
就
職
31
人
。

Senda N
atsuki

千
田
な
つ
紀
先
生

富
山
県
立
中
央
農
業
高
校

生
物

宮
城
県
古ふ

る
か
わ川
黎れ

い
め
い明
高
校

千
葉
美
智
雄
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読者の先生方がご存知の「イノベーティブな生徒たち」をご推薦ください！
ご推薦いただける場合は、右の２次元コードをスマートフォン等で読み取っていただき、フォームに沿ってご推薦内容を
ご入力ください。

高校生だからこそできる
社会貢献活動は
何だろう？

隣
の
公
立
小
学
校
の
「
放
課
後
子

ど
も
教
室
」
に
参
加
し
、
勉
強
を

教
え
る
東
京
都
立
南
多
摩
中
等
教
育
学
校

の
チ
ー
ム
「
ｏ
ｎ
ｅ
ｓ
」。
チ
ー
ム
の
発

足
は
２
０
２
０
年
６
月
で
、
社
会
問
題
に

関
心
を
持
つ
当
時
4
年
生（
高
校
１
年
生
）

の
3
人
が
結
成
し
た
。
そ
の
う
ち
の
１
人

の
村
野
佑う

恭き
ょ
う

さ
ん
が
、「
高
校
生
に
な
っ

た
の
だ
か
ら
、
社
会
貢
献
に
つ
な
が
る
活

動
に
挑
戦
し
て
み
よ
う
」
と
同
級
生
に
声

を
か
け
た
の
が
始
ま
り
だ
。

　「
横
田（
蒼そ

う

太た

）く
ん
、渡
邉（
澄す

み

）さ
ん
、

そ
し
て
私
の
３
人
が
関
心
を
寄
せ
る
共
通

の
社
会
問
題
が
、子
ど
も
の
貧
困
で
し
た
。

貧
困
は
、
子
ど
も
本
人
に
原
因
は
な
い
の

に
、
子
ど
も
の
力
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な

い
問
題
で
す
。
２
人
と
一
緒
に
こ
の
難
題

に
取
り
組
ん
だ
ら
、
き
っ
と
や
り
が
い
が

あ
る
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
し
た
」

　
20
年
の
夏
季
休
業
中
に
、
３
人
は
地
元

の
八
王
子
市
役
所
を
訪
問
し
、
市
内
に
お

け
る
子
ど
も
の
貧
困
の
状
況
を
聞
い
た
。

さ
ら
に
、
経
済
的
に
苦
し
い
家
庭
の
中
高

生
の
た
め
に
無
料
の
学
習
支
援
を
行
う
Ｎ

Ｐ
Ｏ
団
体
を
訪
ね
、
教
育
の
重
要
性
に
つ

い
て
も
学
ん
だ
。
だ
が
、
子
ど
も
の
貧
困

と
い
う
大
き
な
問
題
に
対
し
て
、
具
体
的

に
何
を
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
ま
だ
３
人
に

近

「他者のために何かをしたい！」
たどり着いたのは、小学生への学習支援

oワ ン ズnes
村野佑

う

恭
きょう

さん・５年生／横田蒼
そ う

太
た

さん・５年生／渡邉　澄
す み

さん・５年生

中島紀穂さん・５年生／花田優太さん・５年生
東京都立南多摩中等教育学校

未来を描く！ 創る！

イノベーティブな
生徒たち

第5 回
写真右から花田さん、横田さん、村野さん、
中島さん、渡邉さん。

編集部からのお知らせ

今号の「発問・課題設定をキーに見る　主体的・対話的で深い学び　
授業実践」で紹介した、宮城県古

ふるかわ

川黎
れいめい

明高校・千葉美智雄先生の生物
の授業を、ダイジェスト動画でご覧いただけます。

I N F O R M A T I O N

「VIEW n-express」では、最新の教育現場の状況や取り組み、今求められている情報、
現場の教師や識者のオピニオンなどを「express ＝速達」でお伝えします。

誌面で紹介した授業が動画で見られる！

 のウェブサイトが、4月15日にオープン

ベネッセ教育総合研究所ウェブサイト内のコーナー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リリース

最新の教育情報や教育へのオピニオンを発信する のウェブサイトを新設します。
本サイトでは、 高校版のバックナンバーもご覧いただけます。

ニューコンテンツ、続々

千葉先生の授業では、各単元
で学んだ知識を結びつける発
問によって、生徒が生命につ
いて統合的にイメージしてい
く様子が分かります。

アクセスは
こちら！

開催日時 2022年3月26日（土）　
 13時00分〜15時00分

形式	 オンライン（ライブ配信）
	 ※お申し込みいただいた方に、
	 詳しい参加方法をご案内します。

参加申し込み方法

右の２次元コード、または下記URLから登録してください。
https://enquete.benesse.ne.jp/forms/o/we65f5fef6/form.php

参加申し込み締め切り　2022年３月21日（月）　
参加費	 無料

本誌をお送りした封書に、詳しいご案内を同封しております。
ご案内は右の２次元コード、または下記URLからもご確認いただけます。ぜひご覧ください。

https://berd.benesse.jp/magazine/express/images/express_20220215.pdf

勉
強
会
の
主
な
内
容

❶	基調講演 「マイグループワーク紹介」
	 ２人のゲスト講師と、企画者が、自身が実践するグループワークについて語ります。

❷	グループリフレクション 「こんなグループワークをやってみた＆やってみたい」
	 参加者が３人程度のグループに分かれて、「グループワーク」をテーマに語り合います。質問や悩みの相談もOK！

静岡県立小山高校  美
み な

那川
が わ

雄一
教職歴18年。地理歴史・公民科（世界史）。
論述を題材としたグループワークを実践。
（授業実践は、2020年10月号 P.12～14で紹介）

記事へのアクセスはこちら！

大分県立大分舞鶴高校  佐藤秀信
教職歴35年。国語科。
知識構成型ジグソー法を実践。
（授業実践は、2021年12月号P.44～47で紹介）

記事へのアクセスはこちら！
ゲ
ス
ト
講
師

「実践を聞き、語り、深め合う！　マイ・ベスト・グループワーク」
企画：山口県立山口高校　教諭　石田純一 	教職歴10年。理科（化学）。ICTを活用したグループワークを実践。

「若手教師・教育創造Ｍ
ミーティング

ＴＧ」メンバーが企画するオンライン勉強会です。
どなたでも参加できます。

若手教師が企画！ オンライン勉強会のご案内
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学
校
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

イノベーションの芽を育てる

教師たち

づ
く
り
の
要
素
を
盛
り
込
む
な
ど
、
高
校

生
ら
し
い
ア
イ
デ
ア
で
、
子
ど
も
た
ち
が

自
然
に
「
学
び
は
楽
し
い
」
と
実
感
で
き

る
活
動
を
追
求
し
た
い
と
３
人
は
語
る
。

　「『
ｏ
ｎ
ｅ
ｓ
』
に
は
新
た
に
２
人
の
メ

ン
バ
ー
が
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。ま
た
、

小
学
生
へ
の
学
習
支
援
を
手
伝
い
た
い
と

い
う
生
徒
を
、『
ｏ
ｎ
ｅ
ｓ
サ
ポ
ー
タ
ー
』

と
し
て
校
内
で
組
織
化
す
る
こ
と
も
で
き

ま
し
た
。
今
後
の
活
動
を
引
き
継
い
で
も

ら
う
後
輩
の
育
成
も
進
め
、
活
動
が
自
分

た
ち
の
代
だ
け
で
終
わ
ら
な
い
よ
う
に
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」（
村
野
さ
ん
）

　
チ
ー
ム
名
の
「
ｏ
ｎ
ｅ
ｓ
」
に
は
、
困

難
を
抱
え
る
人
々
の
、
一
人
ひ
と
り
の
事

情
や
思
い
に
寄
り
添
い
た
い
と
い
う
思
い

が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
か
け
が
え
の
な
い

個
が
集
う
社
会
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め
の

高
校
生
の
挑
戦
は
、
こ
れ
か
ら
も
続
く
。

は
見
え
て
い
な
か
っ
た
。

機
と
な
っ
た
の
は
、
顧
問
の
橋
本

瑠る

美み

子こ

先
生
か
ら
勧
め
ら
れ
た
、

八
王
子
市
主
催
の
「
高
校
生
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
提
案
発
表
会
」
へ
の
参
加
だ
。
高

校
生
の
立
場
で
子
ど
も
の
貧
困
と
い
う
社

会
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ

り
、
経
済
的
な
支
援
だ
け
で
は
根
本
的
な

解
決
に
は
な
ら
な
い
と
気
づ
い
た
３
人

は
、
今
ま
で
調
査
し
て
き
た
こ
と
と
、
自

分
た
ち
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
を
照
ら

し
合
わ
せ
て
話
し
合
っ
た
結
果
、
子
ど
も

の
将
来
に
つ
な
が
る
学
習
の
支
援
に
た
ど

り
着
い
た
。21
年
２
月
の
同
発
表
会
で
は
、

小
学
生
や
保
護
者
、「
放
課
後
子
ど
も
教

室
」
の
活
動
拠
点
と
な
る
小
学
校
、
そ
し

て
活
動
に
参
加
す
る
高
校
生
、
そ
れ
ぞ
れ

に
と
っ
て
の
相
互
的
な
メ
リ
ッ
ト
を
訴
え

な
が
ら
、
高
校
生
に
よ
る
小
学
生
へ
の
学

習
支
援
と
い
う
政
策
を
提
案
し
た
。

　
そ
の
後
、八
王
子
市
の
後
押
し
を
得
て
、

21
年
７
月
の
第
１
回
以
降
、「
ｏ
ｎ
ｅ
ｓ
」

は
こ
れ
ま
で
に
３
度
小
学
校
を
訪
れ
、
学

習
支
援
を
行
っ
た
。
チ
ー
ム
の
発
足
か
ら

取
り
組
み
の
実
現
ま
で
の
１
年
間
を
、
渡

邉
さ
ん
は
、「
自
分
た
ち
で
意
思
決
定
で

き
た
か
ら
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持
し

続
け
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
振
り
返
る
。

　「
３
人
で
最
初
に
話
し
合
っ
た
時
に
、

先
生
に
活
動
の
レ
ー
ル
を
敷
い
て
も
ら
う

の
で
は
な
く
、
自
分
た
ち
が
主
体
と
な
っ

て
活
動
し
て
い
こ
う
と
確
認
し
ま
し
た
。

誰
か
に
や
ら
さ
れ
て
い
る
感
じ
が
な
か
っ

た
か
ら
こ
そ
、
紆
余
曲
折
が
あ
っ
て
も
続

け
ら
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
」

　
提
案
し
た
政
策
が
実
現
し
た
か
ら
こ

そ
、
課
題
も
見
え
て
き
た
と
横
田
さ
ん
。

　「
小
学
生
の
宿
題
を
見
て
あ
げ
る
だ
け

で
は
、
そ
の
子
の
人
生
に
十
分
な
影
響
を

与
え
ら
れ
ま
せ
ん
し
、
本
当
に
支
援
を
必

要
と
し
て
い
る
子
ど
も
の
助
け
に
な
っ
て

い
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
現
場
に
出
た
こ

と
で
、
学
習
へ
の
意
欲
が
低
い
小
学
生
の

様
子
が
分
か
っ
た
の
は
進
歩
で
す
が
、
子

ど
も
の
貧
困
の
問
題
の
解
決
と
い
う
、
活

動
の
本
来
の
目
的
に
対
し
て
何
が
で
き
る

の
か
、引
き
続
き
考
え
て
い
き
た
い
で
す
」

　
22
年
３
月
に
は
、
子
ど
も
た
ち
が
ク
イ

ズ
形
式
で
楽
し
み
な
が
ら
学
習
で
き
る
活

動
を
企
画
・
実
施
す
る
予
定
だ
。
た
だ
勉

強
を
教
え
る
の
で
は
な
く
、
遊
び
や
も
の

転

設
立	

１
９
０
８
（
明
治
41
）
年

形
態	

全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

生
徒
数	

１
学
年
約
１
６
０
人

２
０
２
１
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）　

国
公
立
大
は
、
北
海
道
大
、
東
北
大
、
東
京
工
業
大
、
一

橋
大
、
横
浜
国
立
大
、
京
都
大
な
ど
に
56
人
が
合
格
。
私

立
大
は
、
慶
應
義
塾
大
、
上
智
大
、
東
京
理
科
大
、
明
治

大
、
早
稲
田
大
な
ど
に
延
べ
３
９
９
人
が
合
格
。

　高校１年生になったばかりの３人
に、「子どもの貧困の問題の解決に
貢献する活動をしたいので、顧問に
なってほしい」と頼まれました。彼
らの熱意は伝わってきましたが、勉
強や部活動で忙しい彼らに、どこま
でのことができるのか、私には分か
りませんでした。しかし、彼らは、
定期的に図書室に集まり、話し合い
を続け、活動のアイデアを実現させ
ました。そして今、後輩にその活動
を引き継ごうとしています。彼らの
行動力や主体性は本当にすごいと思
います。他者のために、必ずしも自
分がしなければいけないことではな
いことを続けられたのは、同じ志を
持つ仲間がいたから、そして、提案
発表会というアウトプットの機会が
適切なタイミングであったからだと
思います。私自身、世界を変えるの
は彼らのような若者なのだと学びま
したし、生徒たちから未来への希望
をもらったような気がしています。

同志の存在が
熱意を行動に変えた

東京都立
南多摩中等教育学校
生徒部

橋本瑠
る

美
み

子
こ
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授業が進化！ 学びが深化！

「１人１台端末」
最前線
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＊１　文部科学省「端末利活用状況等の実態調査（令和３年７月末時点）（確定値）」
＊２　文部科学省「GIGAスクール構想における高等学校の学習者用コンピュータ端末の整備の促進について（通知）」

  P. 4	 課題整理 		
	 	 高校における「１人１台端末」の現状

  P. 7	 実践事例 1 		 群馬県立桐
き

生
りゅう

高校
	 	 「１人１台端末」で教育活動の質を高めるとともに、広報活動にもＩＣＴを効果的に活用

  P. 11	 実践事例 2 		愛知県・私立杜
と

若
じゃく

高校
	 	 答えが１つではない問いを投げかけ、生徒間の「共有」を活性化させる

  P. 15	 実践事例 3 		岡山県立高
たかはし

梁高校
	 	 様々な教育活動で端末を利用し、学校ぐるみでＩＣＴ活用のスキルを向上

  P. 19	 本特集テーマのnext 		
	 	 「個」と「集団」の一体的な学習を実現し、生徒が自ら学びの世界を広げる、次世代の教育へ
  内閣府 総合科学技術・イノベーション会議委員　
  東京都・私立広尾学園中学校・高校　医進・サイエンスコース統括長　木村健太

授業が進化！ 学びが深化！

「１人１台端末」
最前線

特 集

多様な子どもたちを誰１人取り残すことなく、公正に個別最
適化され、資質・能力が一層確実に育成できる教育 ICT 環
境の実現を目指す「GIGA スクール構想」。その方策の１つ
である、児童生徒 1人につき１台の端末（以下、「１人１台端
末」）の整備が、コロナ禍を受けて前倒しされ、2021年７

月末時点で、小・中学校の学習者用端末１台あたりの児童生徒数は1.0人となりました（＊１）。高校における「１人１
台端末」の整備状況は現在、地域や学校によって異なりますが、21年 12月末の文部科学省の通知（＊２）に「高等
学校段階においても１人１台の学習者用コンピュータ端末環境を早急に整備することが必要」とあるように、整備の
スピードは速まると予想されます。指導や支援の幅を広げる可能性を持つ「１人１台端末」。そのツールを、教師は自
校や自身の教育活動にどのように生かすとよいのでしょうか。今号の特集では、授業での活用を中心とした先進事例
を交えながら、生徒の学びを深める、「１人１台端末」の利活用の今とこれからについて考えます。

 編集部　統括責任者　柏木　崇	
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令
和
時
代
に
お
け
る
学
校
の
「
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
」
と
し
て
、
児
童
生
徒
１
人

に
つ
き
1
台
の
端
末
の
整
備
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。

　
文
部
科
学
省
の
「
端
末
利
活
用
状
況

習
者
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
端
末
の
整
備
の

促
進
に
つ
い
て
」
で
は
、
保
護
者
や
地

域
等
の
十
分
な
理
解
を
得
な
が
ら
、
高

校
に
お
い
て
も
「
１
人
１
台
端
末
」
を

「
早
急
に
整
備
す
る
こ
と
が
必
要
」
と

記
さ
れ
て
い
る
。

　
22
年
度
入
学
生
か
ら
年
次
進
行
で
実

施
さ
れ
る
高
校
の
新
学
習
指
導
要
領
で

は
、
情
報
活
用
能
力
が
学
習
の
基
盤
と

な
る
資
質
・
能
力
の
１
つ
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
る
と
と
も
に
、
情
報
科
に
お

け
る
共
通
必
履
修
科
目
「
情
報
Ⅰ
」
に

お
い
て
、
す
べ
て
の
生
徒
が
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
含
む

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
基

礎
等
に
つ
い
て
学
習
す
る
こ
と
に
な

る
。
そ
う
し
た
高
校
の
状
況
や
、
義
務

教
育
段
階
で
学
ん
だ
児
童
生
徒
が
高
校

に
お
い
て
も
切
れ
目
な
く
同
様
の
環
境

で
学
べ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
か
ら
、
高

校
で
の
「
１
人
１
台
端
末
」
の
整
備
が

急
が
れ
て
い
る
の
だ
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

を
受
け
た
臨
時
休
業
下
で
オ
ン
ラ
イ
ン

等
の
実
態
調
査
（
令
和
３
年
７
月
末
時

点
）（
確
定
値
）」
に
よ
る
と
、
21
年
７

月
の
時
点
で
、
全
国
の
公
立
の
小
・
中

学
校
の 

96
％
超
が
、
全
学
年
ま
た
は
一

部
の
学
年
で
端
末
の
利
活
用
を
開
始
し

て
い
る
。

　
同
調
査
で
は
、
義
務
教
育
段
階
に
お

け
る
学
習
者
用
端
末
１
台
あ
た
り
の
児

童
生
徒
数
は
１・
０
人
と
な
っ
て
い
る

こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
て
お
り
、
20
年

３
月
時
点
で
の
６・６
人
か
ら
、「
１
人

１
台
端
末
」
環
境
の
実
現
に
向
け
て
の

整
備
が
一
気
に
進
ん
だ
こ
と
が
分
か

る
。
23
年
度
ま
で
に
す
べ
て
の
小
・
中

学
校
に
「
１
人
１
台
端
末
」
と
校
内
通

信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整
備
し
、
こ
れ
ま

で
の
教
育
実
践
と
最
先
端
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
を
図
る
こ
と
で
、
教

師
・
児
童
生
徒
の
力
を
最
大
限
に
引
き

出
す
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
」（
図

１
）
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
、
小
・

中
学
校
に
お
い
て
は
大
き
く
前
倒
し
さ

れ
た
格
好
だ
。

　
ま
た
、
平
常
時
に
は
、
小
・
中
学
校

の
26
・
１
％
が
持
ち
帰
り
学
習
を
実
施

し
て
お
り
、
66
・
５
％
は
非
常
時
に
持

ち
帰
り
が
実
施
で
き
る
よ
う
な
準
備
が

完
了
し
て
い
る
こ
と
も
、
同
調
査
で
明

ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

　
高
校
に
お
い
て
も
、「
１
人
１
台
端

末
」
の
整
備
が
急
が
れ
て
い
る
。
21
年

12
月
に
、
文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育

局
か
ら
各
都
道
府
県
教
育
委
員
会
教
育

長
な
ど
に
通
知
さ
れ
た
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
に
お
け
る
高
等
学
校
の
学

ＧＩＧＡスクール構想図１

これまでの
教育実践の蓄積

学習活動の一層の充実
主体的・対話的で深い学びの
視点からの授業改善

ＩＣＴ× =

◎１人１台端末と、高速大容量の通信ネットワークを一体的に整備することで、特別な支援
を必要とする子どもを含め、多様な子どもたちを誰１人取り残すことなく、公正に個別最適
化され、資質・能力が一層確実に育成できる教育ＩＣＴ環境を実現する

◎これまでの我が国の教育実践と最先端のＩＣＴのベストミックスを図ることにより、教師・
児童生徒の力を最大限に引き出す

高校における
「1人１台端末」の現状

「ＧＩＧＡスクール構想」の実現に向けた方策の１つとして推進されている、
児童生徒１人につき1台の端末（以下、「１人 1台端末」）の整備。

ここでは、高校における「１人 1台端末」の整備状況と、
整備済みの学校の活用実態を、データや実践者の声を基に整理する。

理整題課

※文部科学省「GIGAスクール構想の実現へ」を基に編集部で作成。

「
情
報
Ⅰ
」
の
新
設
な
ど
か
ら
も

高
ま
る
「
１
人
１
台
端
末
」
の
必
要
性

「
端
末
で
授
業
が
活
性
化
」

先
進
校
は
活
用
に
手
応
え
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授
業
を
行
う
な
ど
、
学
び
を
止
め
な
い

た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
、
高
校
現
場
で

も
端
末
の
活
用
が
広
が
っ
て
い
る
。
ベ

ネ
ッ
セ
教
育
総
合
研
究
所
の
調
査（
＊
）

に
よ
る
と
、「
１
人
１
台
端
末
」
の
整

備
が
完
了
し
て
い
る
高
校
は
３
校
に
１

校
に
上
る
（
図
２
上
）。
ま
た
、
端
末

を
「
授
業
で
は
全
く
使
わ
な
い
」
と
い

う
高
校
は
約
21
％
で
あ
り
、
８
割
近
く

の
高
校
が
授
業
で
端
末
を
利
用
し
て
い

る
（
図
２
下
）。

　
端
末
の
用
途
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
用
い
た
情
報
収
集
に
と
ど
ま
ら
ず
、

資
料
作
成
や
作
品
制
作
、
グ
ル
ー
プ
や

学
級
全
体
で
の
発
表
・
話
し
合
い
な
ど
、

多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
（
図
３
）。
ま

た
、
端
末
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
教
師

は
、「
授
業
が
活
性
化
さ
れ
る
」「
指
導

の
効
果
が
高
ま
り
、
授
業
の
質
が
上
が

る
」
と
い
っ
た
教
育
効
果
を
感
じ
て
お

り
、
そ
の
割
合
は
７
割
を
超
え
て
い
る

（
図
４
）。

　「
１
人
１
台
端
末
」
が
整
備
さ
れ
た

こ
と
に
よ
っ
て
実
現
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
た
授
業
に
つ
い
て
、『
Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ 

ｎ

ｅ
ｘ
ｔ
』
高
校
版
の
読
者
モ
ニ
タ
ー
に

ア
ン
ケ
ー
ト
で
聞
い
た
と
こ
ろ
、
様
々

な
実
践
が
寄
せ
ら
れ
た
（
Ｐ
．６
下
囲

み
）。
一
方
で
、「
教
師
に
よ
る
指
導
の

格
差
が
大
き
く
な
る
」
と
い
っ
た
懸
念

も
現
場
か
ら
は
指
摘
さ
れ
、「
授
業
準

備
に
時
間
が
か
か
る
」「
授
業
中
の
機

器
の
操
作
が
大
変
」
と
い
っ
た
点
を
心

配
す
る
声
も
上
が
っ
て
い
る
（
図
４
）。

『
Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ 

ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
』
高
校
版
の
読

者
モ
ニ
タ
ー
か
ら
は
、「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
不

高校での端末の活用図２

高校全体

公立

私立

1人1台の
可動式専用端末

生徒数人に1台の
可動式共用端末

専用教室に
共用端末 その他

公
私
別

33.3

27.4 30.2 38.8 3.6

47.5 13.6 33.1 5.8

25.0 37.3 4.4

高校全体

7割以上の授業で使う
1割程度の
授業で使う

1割未満の
授業で使う

授業では
全く
使わない

14.7

半分程度の授業で使う
2～3割程度の授業で使う

11.5 18.6 15.0 18.7 21.4

■生徒がデジタル端末を授業で使う頻度

■デジタル端末の利用環境

生徒による１人１台端末の用途（上位５項目を掲載）図３

インターネットを用いて
情報収集を行う

資料を作成したり、
作品を制作したりする
写真や動画を撮影して

学習に活用する
グループや学級全体での
発表・話し合いを行う
学習した成果や考えた

プロセスを記録・保管する

0 20 40 60 80（％）

71.6

52.7

51.0

48.8

48.6

教師にとってのデジタル化の影響図4

コロナ禍による休業の時にも指導ができる

不登校の生徒にも指導ができる

授業が活性化される

指導の効果が高まり、授業の質が上がる

生徒の学習状況を把握しやすくなる

学習履歴によって生徒を評価しやすくなる

指導の効率がよくなり、負担が減る

生徒一人ひとりの習熟度に合わせやすくなる

生徒とコミュニケーションが取りやすくなる

0 20 40 60 80 100（％）

プ
ラ
ス
の
影
響

教師による指導の格差が大きくなる

授業準備に時間がかかる

学校の情報セキュリティーのリスクが心配

授業の進め方を変えるのが大変

授業中の機器の操作が大変

指導計画を立てにくくなる

マ
イ
ナ
ス
の
影
響

92.8

77.2

75.8

73.1

67.8

59.1

52.7

47.4

46.5

87.7

82.4

66.4

57.3

55.8

26.5

＊　図２〜５は、ベネッセ教育総合研究所「高等学校の学習指導に関する調査 2021」（2021 年８〜９月実施、回答者数 3,214 人）を基に編集部で作成。

※「よく行っている」+「時々行っている」の比率（％）

※「とてもそう思う」 「まあそう思う」の比率（％）

授業が進化！ 学びが深化！「１人１台端末」最前線
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「1人1台端末」が整備されたことで実現できた授業

慣
れ
な
同
僚
を
サ
ポ
ー
ト
し
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
自
分
の
仕
事
が
で
き
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
、
自
身
が
直
面

し
て
い
る
問
題
を
打
ち
明
け
る
声
も
寄

せ
ら
れ
た
。

　
そ
う
し
た
懸
念
の
解
消
や
問
題
の
解

決
の
鍵
を
握
る
こ
と
と
し
て
考
え
ら
れ

る
の
が
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の
共
有
や
研
修
の

実
施
だ
が
、
そ
う
し
た
環
境
が
充
実
し

て
い
る
と
考
え
る
教
師
は
ま
だ
少
な
い

（
図
５
）。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
向
け
た
組
織

的
な
取
り
組
み
が
、
今
後
も
求
め
ら
れ

る
。

　
次
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、「
１
人
１
台
端

末
」
が
整
備
さ
れ
た
か
ら
こ
そ
実
現
で

き
た
、
授
業
を
中
心
と
す
る
実
践
事
例

を
紹
介
す
る
。
多
様
な
教
科
の
取
り
組

み
や
活
用
の
工
夫
と
と
も
に
、
組
織
的

な
実
践
に
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
視

点
や
仕
組
み
に
つ
い
て
見
て
い
く
。

探究学習

英語

数学

物理

教科書の内容に対する自分の意見を英語でスピーチし、その音声データを端末からサー
バーにアップして、クラス内で共有させています。ほかの生徒のスピーチを、自由に、
何度でも聞けるようになりました。→生徒のアウトプットの共有が容易に！

端末を使って生徒が議論し、教え合い、考えを練り上げ、それをプレゼンテーション
ソフト上で共有しています。協働的に思考し、アウトプット物をつくる学習活動でも、「1
人1台端末」は非常に効果的です。→協働の機会が増加！

デジタル端末を利用する環境の充実度図５

安定した高速ネットワーク環境

校務支援システムの整備・運用

様々な環境整備のための予算

0 20 40 60（％）

シ
ス
テ
ム

51.8

49.7

29.2

ＩＣＴ活用促進のための分掌・組織の設置

ＩＣＴ機器の活用を推進する計画の立案

ＩＣＴ支援員の配置

組
織
・
計
画

40.7

30.8

26.3

学習ツールやソフトの整備

デジタル教科書や教材の活用

ツ
ー
ル

36.9

31.0

教師間の活用ノウハウの共有

ＩＣＴ機器を活用した教科指導に関する研修

授業準備に使える時間

他校や他自治体の取り組み事例の共有

教
師

31.3

28.9

20.8

15.4

生徒それぞれの理解度に応じた家庭学習課題を配信しています。自分に合った質・量
の課題が自分の端末に送られてくることで、生徒は安心して学習に取り組み、手応え
を感じているようです。→学習者一人ひとりに最適な学習が実現！

波動実験装置の動きを自分の端末で撮影し、分かりづらい波動の動きをコマ送りして
観察させました。今まで理解しにくかった現象を、自分が納得いくまで確認できるよ
うになりました。→抽象的でイメージしづらかった事象が生徒の手元で具体化！

上記のような「1人1台端末」の効果的な活用を、
組織的に実現している３校の具体的な実践を次ページから紹介

「1人1台端末」の整備によって、教師や生徒の「したい」が「できる」に変わる

出典 /『VIEW next』高校版読者モニターへのアンケート結果（アンケートは、2021 年 12 月にウェブとファクスで実施）

※「とても充実している」+「まあ充実している」の比率（％）
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群
馬
県
立
桐
生
高
校
は
、
２
０
２
１

年
４
月
、
と
も
に
１
０
０
年
を
超
え
る

伝
統
を
持
つ
旧
桐
生
高
校
と
旧
桐
生
女

子
高
校
が
統
合
し
て
開
校
し
た
。
生
徒

が
生
き
生
き
と
活
発
に
過
ご
せ
る
魅
力

あ
る
学
校
づ
く
り
に
取
り
組
む
中
で
、

竹
内
敏
彦
校
長
は
、ス
ロ
ー
ガ
ン
に「
ワ

ン
チ
ー
ム
」
を
掲
げ
た
。

　「
教
師
や
生
徒
に
は
、
心
を
１
つ
に

す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
繰
り
返
し
伝
え

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
が
収
ま
ら
な
い
難

し
い
時
期
に
開
校
し
ま
し
た
が
、
次
第

に
ワ
ン
チ
ー
ム
と
い
う
言
葉
が
浸
透

し
、
一
体
感
が
生
ま
れ
て
よ
い
ス
タ
ー

ト
が
切
れ
ま
し
た
」

　
魅
力
あ
る
教
育
活
動
を
推
進
す
る
た

め
に
重
要
な
ツ
ー
ル
と
し
て
位
置
づ
け

て
い
る
の
が
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
だ
。
群
馬
県
は
、

全
県
立
高
校
に
対
し
て
、「
１
人
１
台

端
末
」や
校
内
の
通
信
環
境
の
整
備
を
、

20
年
度
中
に
完
了
し
た
。
同
校
は
、
そ

の
環
境
を
生
か
し
て
、
学
校
全
体
の
教

育
力
の
底
上
げ
を
図
っ
て
い
る
。

　
統
合
前
か
ら
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
き
た
旧
桐
生
高
校
で

は
、
16
年
度
に
「Classi

」
を
導
入
し
、

生
徒
・
保
護
者
と
の
連
絡
や
ポ
ー
ト

フ
ォ
リ
オ
の
作
成
な
ど
、
様
々
な
シ
ー

ン
で
活
用
。
17
年
度
に
は
、
生
徒
が
授

業
な
ど
で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
活
用
で

き
る
環
境
を
整
え
た
。

　「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
関
す
る
校
内

規
定
を
、
校
内
で
の
原
則
使
用
禁
止
か

ら
、
教
師
の
指
示
の
範
囲
内
で
積
極
的

に
使
え
る
よ
う
に
改
訂
し
ま
し
た
。『
１

人
１
台
端
末
』
の
配
備
以
前
か
ら
、
授

業
中
に
様
々
な
活
用
が
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
」（
星
野
亨と

お
る

教
頭
）

　
21
年
１
月
に
、「
１
人
１
台
端
末
」

が
配
備
さ
れ
て
か
ら
は
、
情
報
部
が
中

心
と
な
っ
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
を
推
進
し

て
い
る
。
同
部
は
、
群
馬
県
が
教
育

活
動
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
例
を
示
し

た
「
県
立
高
校
等
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
モ
デ
ル

～G
unm

a M
odel Basic

～
」
を
基

に
、
機
器
の
操
作
や
活
用
に
関
す
る
研

修
を
実
施
し
た
り
、
教
師
個
々
の
実
践

＊１　株式会社ベネッセホールディングスとソフトバンク株式会社の合弁会社であるClassi株式会社が提供する、学校教育でのICT活用を総合的に支援するサービス。

数学の授業では、冒頭で「Classi」（＊１）のWeb テスト機
能を使って、前時の内容を復習。生徒が解答を端末に入力
すると、即座に正答率が表示される。その結果に応じて、補
足説明をする。

ICT環境	 学習者用端末：ノート型パソコン
	 通信環境：無線 LAN
	 通信速度：120Mbps
	 その他のICT機器：プロジェクター

「１人１台端末」で教育活動の質を高めるとともに、
広報活動にもＩＣＴを効果的に活用

群馬県立桐
き

生
りゅう

高校
2020 年度に、生徒１人につき１台の端末（以下、「１人１台端末」）が

整備された群馬県立桐生高校。
校内の情報部を中心に活用を推進し、
学校全体の教育活動の質を高めている。

学校の広報活動でも、
生徒による学校紹介の動画の製作などでＩＣＴを活用し、

好調な生徒募集につなげている。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
重
要
な
ツ
ー
ル
と
位
置
づ
け
、

魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
を
推
進

Ｉ
Ｃ
Ｔ
整
備
の
背
景
・
目
的

Pick Up!

1例事践実

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
実
施
を
機
に
、

教
師
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
率
が
向
上

教
育
活
動
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
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を
支
援
し
た
り
し
て
い
る
。情
報
部
で
、

県
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
委
員
も
務
め
る
平ひ

ら
ざ
き崎

幸ゆ
き
の
り則
先
生
は
、「
情
報
部
の
教
師
が
授

業
な
ど
で
率
先
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使
い
、

よ
い
と
実
感
し
た
活
用
法
を
校
内
に
広

げ
て
い
ま
す
」
と
説
明
す
る
。

　
21
年
度
は
、
教
科
横
断
で
授
業
を
見

学
し
合
う
「
授
業
公
開
週
間
」
を
２
回

行
っ
た
。「
全
教
師
が
互
い
の
授
業
を

見
合
っ
た
こ
と
で
、
授
業
づ
く
り
に
関

す
る
情
報
交
換
が
活
性
化
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
特
に
公
開
期
間
を
設
け
な
く

て
も
、
い
つ
で
も
授
業
を
見
学
で
き
る

体
制
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
」
と
、
星
野
教
頭
は
語
る
。

　
21
年
度
の
夏
季
休
業
明
け
、
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
で
分
散
登
校
と
な
っ
た
際
に

は
、
生
徒
の
半
分
は
教
室
で
授
業
を
受

け
、
残
り
の
半
分
は
自
宅
で
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
を
受
け
る
と
い
う
「
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
型
」
の
授
業
を
行
っ
た
。
情
報

部
の
丁
寧
な
支
援
も
あ
り
、
非
常
勤
講

師
を
含
む
全
教
師
が
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

を
実
施
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
以
前

は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
苦
手
意
識
を
持
つ
教
師

も
い
た
が
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
Ｉ
Ｃ

Ｔ
活
用
へ
の
積
極
性
が
高
ま
っ
た
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
方
針
は
、現
時
点
で

は
、各
教
師
の
で
き
る
範
囲
と
し
て
お

り
、ス
キ
ル
の
違
い
な
ど
に
よ
っ
て
教

師
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
度
は
様
々
だ
。教
科

学
習
で
は
、共
同
編
集
ソ
フ
ト
を
使
っ

て
生
徒
間
で
互
い
の
考
え
を
交
換
し
た

り
、
プ
リ
ン
ト
を
デ
ー
タ
化
し
て
生
徒

の
端
末
に
配
信
し
、
生
徒
と
の
や
り
取

り
を
効
率
化
し
た
り
と
、
多
様
な
活
用

法
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
。

　
Ｓ
Ｓ
Ｈ
（
＊
２
）
の
指
定
校
の
同
校

は
、
探
究
学
習
に
も
精
力
的
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
学
び

を
充
実
さ
せ
て
い
る
。情
報
科
の
天あ

ま
が
わ川

一か
ず

真ま

先
生
は
、「
探
究
学
習
で
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
の
活
用
を
強
く
意
識
し
、
情
報
科
の

授
業
で
は
、
デ
ー
タ
の
収
集
や
分
析
の

方
法
、
発
表
資
料
の
作
成
に
必
要
な
ス

キ
ル
を
教
え
て
い
ま
す
」
と
述
べ
る
。

　
探
究
学
習
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
目
的

の
１
つ
に
、
協
働
的
な
学
び
の
充
実
が

あ
る
。
メ
ン
バ
ー
間
で
同
一
の
ス
ラ
イ

ド
を
共
有
し
て
情
報
を
蓄
積
し
た
り
、

メ
ン
バ
ー
が
担
当
項
目
に
つ
い
て
書
き

込
み
を
し
て
共
有
し
た
り
す
る
と
い
っ

た
活
用
法
が
挙
げ
ら
れ
る
。
デ
ー
タ
は

教
師
も
確
認
し
、「
こ
の
部
分
の
記
述

を
厚
く
し
た
方
が
よ
い
の
で
は
」
な
ど

と
、
適
宜
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
る
。

　「
ど
の
生
徒
が
い
つ
デ
ー
タ
を
編
集

＊２　文部科学省「スーパーサイエンスハイスクール」。

教
務
部
、
生
徒
指
導
部

天
川
一
真　

あ
ま
が
わ
・
か
ず
ま

教
職
歴
6
年
。
数
学
科
、
情
報

科
。

教
務
主
任

七
原
　登　

な
な
は
ら
・
の
ぼ
る

教
職
歴
33
年
。
国
語
科
。

教
務
部

阿
久
澤
早
織　

あ
く
ざ
わ
・
さ
お
り

教
職
歴
10
年
。
国
語
科
。

教
務
部

大
澤
瑞
穂　

お
お
さ
わ
・
み
ず
ほ

教
職
歴
29
年
。
家
庭
科
。

進
路
指
導
部

生
方
雅
貴　

う
ぶ
か
た
・
ま
さ
き

教
職
歴
8
年
。
国
語
科
。

教
頭星野

亨　

ほ
し
の
・
と
お
る

教
職
歴
30
年
。

生
徒
指
導
部
、

資
質
・
能
力
育
成
部

亀
田
絵
理　

か
め
だ
・
え
り

教
職
歴
5
年
。
理
科
（
化
学
）。

校
長竹内

敏
彦　

た
け
う
ち
・
と
し
ひ
こ

教
職
歴
38
年
。

情
報
部

平
崎
幸
則　

ひ
ら
ざ
き
・
ゆ
き
の
り

教
職
歴
10
年
。
数
学
科
。

生
徒
指
導
部

渡
邉
佐
希
恵　

わ
た
な
べ
・
さ
き
え

教
職
歴
25
年
。
地
理
歴
史
科
。

情
報
部

福
島
悠
子　

ふ
く
し
ま
・
ゆ
う
こ

教
職
歴
14
年
。
地
理
歴
史
科
。

※
同
校
は
統
合
１
年
目
で
あ
る
た
め
、
全
教
師
が
赴
任
１
年
目
。

設
立
　
２
０
２
１
（
令
和
３
）
年
（
群
馬
県
立
桐
生
高

校
と
同
桐
生
女
子
高
校
の
統
合
に
よ
り
開
校
）

形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
・
理
数
科
／
共
学

生
徒
数
　
１
学
年
約
３
２
０
人
、２
・
３
学
年
約
４
０
０
人

２
０
２
１
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）　
国
公

立
大
は
、
北
海
道
大
、
東
北
大
、
筑
波
大
、
宇
都
宮
大
、

群
馬
大
、
東
京
外
国
語
大
、
東
京
工
業
大
、
高
崎
経

済
大
な
ど
に
１
４
１
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
青
山

学
院
大
、
学
習
院
大
、
慶
應
義
塾
大
、
東
京
理
科
大
、

法
政
大
、
明
治
大
、
立
教
大
、
早
稲
田
大
な
ど
に
延

べ
７
１
１
人
が
合
格
。

学
校
概
要

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
よ
っ
て
、教
科
学
習
や

探
究
学
習
な
ど
で
学
び
が
深
化
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教科の授業での「1人1台端末」活用例

し
た
か
と
い
っ
た
取
り
組
み
の
過
程
の

情
報
も
す
べ
て
蓄
積
さ
れ
る
た
め
、
今

後
は
そ
れ
ら
の
情
報
を
基
に
し
た
評
価

方
法
を
検
討
予
定
で
す
」（
平
崎
先
生
）

　
同
校
は
、
中
学
生
と
そ
の
保
護
者
、

地
域
住
民
な
ど
に
、
統
合
後
の
新
た
な

自
校
の
状
況
を
知
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
、
学
校
の
広
報
活
動
に
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

積
極
的
に
活
用
し
て
い
る
。

　
ま
ず
、
学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の

情
報
発
信
を
強
化
し
た
。以
前
は
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
情
報
を
掲
載
す
る
際
、
掲

載
内
容
を
紙
に
印
刷
し
、
校
長
や
教
頭

の
確
認
・
承
認
を
得
る
必
要
が
あ
り
、

掲
載
ま
で
に
数
日
を
要
し
た
。そ
こ
で
、

21
年
度
か
ら
は
、
星
野
教
頭
が
端
末
で

掲
載
内
容
を
確
認
後
、
す
ぐ
に
掲
載
で

き
る
体
制
に
変
更
し
た
。
そ
う
し
た
手

続
き
の
簡
素
化
も
あ
り
、
多
い
日
に
は

１
日
５
回
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
更
新
。

タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
発
信
が
行
え
て
い

る
。
情
報
部
を
中
心
に
情
報
を
集
め
、

学
校
の
日
常
や
学
校
行
事
の
様
子
な
ど

＊３　オンライン上で使える表計算ソフト。

の
動
画
も
頻
繁
に
配
信
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
21
年
度
は
、
生
徒
に
よ
る
学

校
紹
介
の
動
画
を
初
め
て
製
作
し
た
。

教
務
主
任
の
七な

な
は
ら原
登
先
生
は
、「
生
徒

は
、
授
業
な
ど
を
通
じ
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
扱

い
に
は
慣
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
ス
キ
ル

を
授
業
外
で
も
生
か
し
て
ほ
し
い
と
い

う
思
い
か
ら
、
動
画
の
製
作
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
も
ら
い
ま
し
た
」
と
話
す
。

　
動
画
は
、「
桐き

り
た
か高

の
１
日
体
験
」
を

コ
ン
セ
プ
ト
と
し
、
生
徒
会
を
中
心
に

動
画
の
製
作
に
関
心
の
あ
る
生
徒
が
集

ま
り
、
シ
ナ
リ
オ
の
作
成
や
撮
影
、
編

集
な
ど
の
作
業
を
分
担
し
た
。
シ
ナ
リ

オ
の
作
成
を
支
援
し
た
生う

ぶ
か
た方
雅ま

さ

貴き

先
生

は
、「
生
徒
と
相
談
し
た
結
果
、
朝
の

通
学
に
始
ま
り
、
授
業
や
休
み
時
間
、

部
活
動
な
ど
、１
日
の
流
れ
で
構
成
し
、

見
た
人
が
本
校
に
入
学
し
た
気
持
ち
に

な
れ
る
よ
う
な
動
画
の
製
作
を
目
指
す

こ
と
に
し
ま
し
た
。『
こ
こ
に
テ
ロ
ッ

プ
を
入
れ
る
と
伝
わ
り
や
す
い
』
な
ど

と
、
生
徒
が
自
ら
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て

製
作
を
進
め
る
姿
に
、
頼
も
し
さ
を
感

じ
ま
し
た
」
と
語
る
。

　
動
画
の
製
作
過
程
で
は
、
生
徒
と
教

師
の
間
で
頻
繁
に
や
り
取
り
が
あ
っ
た

が
、
教
務
部
の
阿あ

久く

澤ざ
わ

早さ

織お
り

先
生
は
、

渡邉先生は、生徒が入力した論述に、返信機能で添削などのフィード
バックをしている。入力するその場で論述を読めるようになり、生徒
の理解度を確認し、授業の進め方を修正できるようにもなった。
（Ⓒ Google）

授業の振り返りのデータを蓄積し、
思考の変化を捉え、理解度を把握

生徒の端末画面をリアルタイムで共有、
論述演習に学び合いを導入

数学科の平崎先生は、指導者用端末の画面をスクリーンと
学習者用端末に映し、それを板書として授業を行ってい
る。また、授業の最後には、Googleスプレッドシート（＊３）
に本時の振り返りを書かせている。「ＩＣＴを活用すると、
振り返りの保存や蓄積が容易になりました。生徒の思考の
変化を振り返りやすくなり、理解度を把握して指導に生か
しています」（平崎先生）

世界史を担当する渡邉佐希恵先生は、論述演習で、生徒が
記述中の端末の画面をリアルタイムでスクリーンに映し、
ほかの生徒の論述を見ることができるようにした。「自分
が論を組み立てる際に他者の考えを参考にすることで、生
徒は思考をより広げて論述するようになりました。私が論
述をその場で見て、添削もしています」（渡邉先生）

授
業
で
培
っ
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ル
で
、

生
徒
が
学
校
紹
介
の
動
画
を
製
作

広
報
活
動
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

写真左／授業の板書
は、指導者用端末に書
き込み、それをスク
リーンと学習者用端末
に映して行う。

写真右／振り返りは一
覧表にして、生徒の思
考の変容を追ってい
る。（Ⓒ Google）
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「
主
に
夏
季
休
業
中
に
作
業
を
し
ま
し

た
が
、
１
人
１
台
端
末
を
持
っ
て
い
る

の
で
、
直
接
顔
を
合
わ
せ
な
く
て
も
、

動
画
製
作
の
作
業
や
『Classi

』
上
で

の
意
見
交
換
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
ま
し

た
」
と
語
る
。

　
動
画
は
、
上
映
予
定
だ
っ
た
学
校
説

明
会
が
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
中
止
と

な
っ
た
た
め
、
急
き
ょ
オ
ン
ラ
イ
ン
で

配
信
。
さ
ら
に
、
10
月
に
同
校
で
実
施

し
た
中
学
生
対
象
の
部
活
動
公
開
で

は
、
新
た
に
生
徒
が
製
作
し
た
部
活
動

紹
介
の
動
画
を
配
信
し
た
。
生
徒
指
導

部
の
亀
田
絵
理
先
生
は
、「
活
動
見
学

の
ほ
か
に
、
各
部
活
動
の
特
徴
を
伝
え

る
動
画
を
各
教
室
に
配
信
し
ま
し
た
。

当
日
参
加
で
き
な
か
っ
た
中
学
生
も
視

聴
で
き
る
よ
う
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

そ
の
動
画
を
公
開
し
ま
し
た
」と
語
る
。

　
今
年
度
の
部
活
動
公
開
で
は
、
例
年

に
比
べ
て
申
し
込
み
者
の
欠
席
率
が
大

幅
に
低
下
し
た
と
、七
原
先
生
は
話
す
。

　「
前
年
度
ま
で
は
、
各
中
学
校
に
参

加
申
し
込
み
を
取
り
ま
と
め
て
も
ら
っ

て
い
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
、
県
内
の

公
立
中
学
校
で
『
１
人
１
台
端
末
』
が

整
備
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込
ん
で
も
ら
う
形
に

し
ま
し
た
。
中
学
生
が
自
分
で
直
接
申

し
込
ん
だ
か
ら
こ
そ
、
当
日
の
欠
席
者

が
少
な
か
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
」

　
以
上
の
よ
う
な
広
報
活
動
に
よ
っ
て

自
校
の
魅
力
を
十
分
に
伝
え
ら
れ
て
い

る
と
、教
師
は
手
応
え
を
感
じ
て
い
る
。

21
年
12
月
に
公
表
さ
れ
た
県
内
中
学
生

の
最
終
の
進
路
希
望
調
査
で
は
、
同
校

が
最
も
高
い
志
願
者
倍
率
と
な
っ
た
。

　「
ま
さ
に
、教
師
と
生
徒
が
ワ
ン
チ
ー

ム
に
な
っ
た
こ
と
で
好
結
果
が
得
ら
れ

ま
し
た
。
今
後
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
重
要
な

ツ
ー
ル
の
１
つ
と
し
て
位
置
づ
け
、
地

域
の
中
核
校
と
し
て
、
生
徒
個
々
の
希

望
進
路
を
実
現
で
き
る
学
校
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
」（
竹
内
校
長
）

＊４　茨城県立並木中等教育学校が開発したまとめの方法で、学習内容のまとめの文章を、接続詞でつないだ２文、かつ 80字以内で書く。その取り組みは、『VIEW21』
高校版 2018 年 12 月号 P.28-31 参照。　＊５　１つのテーマについて９つの事柄を挙げ、それらを各自が大切だと思う順に並べた上で、それを基に話し合うとい
う方法。　＊６　教師が出す課題の管理をサポートするツールで、課題の配信と採点、フィードバックの提供などの機能がある。

広
報
活
動
が
実
を
結
び
、

進
路
希
望
調
査
で
は
高
倍
率
に

論述や振り返りも書き直しが容易で、
頻繁に行うように

思考ツールを活用し、思考を可視化
生徒間で考えを共有しやすく

夏季休業中の課題についての質問に、
チャット機能で個別に対応

日本史を担当する福島悠子先生は、80 字で自分の考えや
振り返りを記述する「R80」（＊４）を授業で実施。その
ねらいは、思考を整理し、自分の言葉で表現する力を養う
ことだ。「以前は紙に書かせていましたが、端末を使うこ
とで文字数の確認や書き直しが容易になり、生徒は、より
よい文章を書こうとする意欲を高めています」（福島先生）

地理を担当する園田祥
さち

恵
え

先生は、端末上の思考ツールを活
用している。例えば、環境問題の考察では、「ダイヤモン
ドランキング」（＊５）で各自、考えを整理し、解決の優先
度が高いと思う順に問題を並べ、生徒間で優先度を比較し
た。「生徒個々の思考を可視化でき、協働的な学びが深ま
りやすいのが、『１人１台端末』の大きな利点です」（園田先生）

家庭科を担当する大澤瑞
みず

穂
ほ

先生は、家庭で見つけた問題の
解決に取り組むという内容の夏季休業中の課題において、
Google Classroom（＊６）を活用。「チャット機能で生徒
の質問にこまめに対応できたため、取り組みの質が高まり
ました。レポートはデータでの提出としたところ、生徒間
でレポートを見せ合う活動も容易に行えました」（大澤先生）

生徒が製作した学校・部活動紹介の動画。
生徒が登場する動画は肖像権に配慮して限
定公開とし、教職員による学校説明の動画
は一般公開とした。

生徒から提出された課題は、設問ごとに一覧表にできるため、生徒が
書いた内容を俯瞰して確認。生徒の理解度を把握することができ、つ
まずく点にも気づきやすくなった。（Ⓒ Google）
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愛
知
県
・
私
立
杜
若
高
校
は
、
国
公

立
大
学
を
始
め
と
す
る
難
関
大
学
へ

の
進
学
を
目
指
す
文
理
コ
ー
ス
、
部

活
動
や
自
身
の
興
味
・
関
心
の
あ
る

活
動
に
も
力
を
入
れ
な
が
ら
、
大
学
な

ど
へ
の
進
学
を
目
指
す
特
進
コ
ー
ス
、

そ
し
て
、
探
究
的
な
学
び
を
通
し
て
、

自
分
に
合
っ
た
進
路
を
追
究
し
て
い

く
創
造
コ
ー
ス
の
３
コ
ー
ス
を
設
置
。

２
０
２
１
年
度
は
、
創
造
コ
ー
ス
が
３

学
年
と
も
、
文
理
コ
ー
ス
、
特
進
コ
ー

ス
で
は
１・２
学
年
で
、「
１
人
１
台
端

末
」
を
活
用
し
て
い
る
。

　
最
も
早
く
「
１
人
１
台
端
末
」
を
整

備
し
た
創
造
コ
ー
ス
で
は
、
探
究
学
習

を
中
心
に
、「Classi

」（
＊
１
）を
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
積
極

的
に
活
用
し
て
き
た
。
例
え
ば
、
生
徒

が
仮
想
の
市
役
所
の
職
員
と
な
り
、
地

元
・
豊
田
市
を
よ
り
よ
く
し
て
い
く
た

め
に
、
教
育
、
福
祉
、
ま
ち
づ
く
り
な

ど
の
課
題
に
つ
い
て
改
善
点
を
提
案
す

る
「
バ
ー
チ
ャ
ル
市
役
所
」
で
は
、
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
や
校
外
の
社
会
人
と
の

連
絡
な
ど
で
端
末
を
活
用
し
て
き
た
。

　
創
造
コ
ー
ス
の
教
科
の
授
業
に
お
け

る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
は
、
家
庭
学
習
課
題
の

配
信
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。
創
造
コ
ー

ス
の
前
身
で
あ
る
総
合
コ
ー
ス
に
は
、

学
力
や
希
望
進
路
が
多
様
な
生
徒
が
集

ま
っ
て
お
り
、学
習
習
慣
が
未
定
着
で
、

課
題
な
ど
の
配
布
物
の
管
理
が
苦
手
な

生
徒
も
い
た
た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
用
い
て

課
題
の
配
信
や
提
出
の
管
理
を
す
る
こ

と
で
、
生
徒
の
学
習
を
支
援
し
た
。
さ

ら
に
、
朝
学
習
の
時
間
に
ウ
ェ
ブ
テ
ス

ト
に
取
り
組
ま
せ
る
な
ど
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

利
便
性
を
生
か
し
て
き
た
が
、
そ
う
し

た
歩
み
に
つ
い
て
、
創
造
コ
ー
ス
部
長

の
廣
藤
浩
先
生
は
、「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
可
能

性
を
生
か
し
き
れ
て
は
い
な
か
っ
た
」

と
振
り
返
る
。

　「
私
自
身
、
授
業
で
も
早
く
か
ら
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
い
ま
し
た
が
、
授
業

中
に
板
書
を
す
る
代
わ
り
に
、
あ
ら
か

じ
め
作
成
し
た
ス
ラ
イ
ド
を
投
影
す
る

く
ら
い
で
し
た
。
板
書
に
充
て
る
時
間

が
少
な
く
な
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
は
あ

り
ま
し
た
が
、
授
業
の
本
質
的
な
改
善

に
結
び
つ
い
て
い
る
と
い
う
実
感
は
乏

し
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
」

　
転
機
と
な
っ
た
の
は
、
タ
ッ
チ
ペ
ン

＊1　株式会社ベネッセホールディングスとソフトバンク株式会社の合弁会社であるClassi株式会社が提供する、学校教育での ICT活用を総合的に支援するサービス。

「論語」の授業では、孔子や高弟の人物像に迫るとともに、
彼らの言葉は現代の「つぶやき」という設定で、生徒は「つ
ぶやき」にコメントを返したり、「いいね」と評価したりした。

ICT環境	 学習者用端末：iPad（セルラーモデル）、
	 ApplePencil
	 その他のICT機器：プロジェクター

答えが１つではない問いを投げかけ、
生徒間の「共有」を活性化させる

愛知県・私立杜
と

若
じゃく

高校
愛知県・私立杜若高校では、２０１６年に

生徒１人につき１台の端末（以下、「１人１台端末」）を整備して以来、
授業や探究学習など、様々な教育活動で活用している。
同校でのＩＣＴの活用はどのように進化してきたのか、

3人の教師に話を聞いた。

課
題
配
信
ツ
ー
ル
か
ら

考
え
の
共
有
ツ
ー
ル
へ
と
進
化

Ｉ
Ｃ
Ｔ
整
備
の
背
景
・
目
的

Pick Up!

2例事践実
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教科の授業での「１人１台端末」活用例

が
利
用
可
能
な
端
末
に
切
り
替
え
た
こ

と
だ
。
そ
れ
ま
で
授
業
中
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活

用
は
、
教
材
や
資
料
の
投
影
・
配
信
が

中
心
だ
っ
た
が
、
ペ
ン
入
力
に
よ
り
表

現
が
多
様
に
な
り
、
生
徒
の
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
主
目
的
に

な
っ
た
。

　「『
１
人
１
台
端
末
』
と
い
う
環
境
を

生
か
し
て
、
一
人
ひ
と
り
の
生
徒
が
多

様
な
意
見
や
価
値
観
を
発
信
し
、
そ
れ

を
教
室
の
中
で
共
有
す
る
授
業
へ
と
転

換
し
て
い
き
ま
し
た
」（
廣
藤
先
生
）

　
廣
藤
先
生
は
、
自
身
の
国
語
の
授
業

を
常
に
オ
ー
プ
ン
に
し
て
、
他
の
教
師

に
見
学
し
て
も
ら
い
、「
配
信
ド
リ
ル

に
取
り
組
ま
せ
る
だ
け
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

授
業
で
は
な
く
Ｉ
Ｔ
授
業
」
と
訴
え
て

い
っ
た
。
家
庭
科
の
及お

よ

部べ

美
沙
希
先
生

は
、「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
ポ
イ
ン
ト
は
Ｃ
、

つ
ま
り
、
生
徒
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
で
あ
り
、
意
見
の
共
有
な
の
だ

と
、廣
藤
先
生
の
言
葉
で
気
が
つ
い
た
」

と
振
り
返
る
。

　「
こ
れ
ま
で
の
授
業
で
は
、
生
徒
た

ち
は
ノ
ー
ト
や
プ
リ
ン
ト
に
大
切
な
こ

と
を
ま
と
め
て
も
、
時
間
の
関
係
で
、

教
師
が
指
名
し
た
ご
く
少
数
の
生
徒
が

発
表
を
す
る
だ
け
で
終
わ
っ
て
し
ま
う

こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

『
１
人
１
台
端
末
』
を
使
え
ば
、
す
べ
て

の
生
徒
の
考
え
を
即
座
に
共
有
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
教
師
か
ら
指
名
さ
れ

創
造
コ
ー
ス
副
部
長

及
部
美
沙
希　

お
よ
べ
・
み
さ
き

教
職
歴
４
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
４
年
目
。
家
庭
科
。

創
造
コ
ー
ス
部
長

廣
藤
　浩　

ひ
ろ
ふ
じ
・
ひ
ろ
し

教
職
歴
32
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
32
年
目
。
国
語
科
。

香
川
真
以　

か
が
わ
・
ま
い

教
職
歴
３
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
３
年
目
。地
理
歴
史・公
民
科
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

重
視
し
た
授
業
展
開
を
追
究

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
推
進
ポ
イ
ン
ト

　音声や動画を使って、
作品をどのように解釈したのかを表現

Twitter形式で「論語」についての
意見や感想を共有

現代文で、絵や写真に文章を添えて登場人物の心情など
を表す「絵コンテづくり」。廣藤先生が長年取り組んでき
た活動だが、ＩＣＴを活用するようになって、絵や写真だ
けでなく、音声や動画を盛り込めるようになった。生徒は、
多彩な表現手段を有したことで、作品についての解釈を、
より豊かに他者に伝えることができるようになった。

１年生の国語の授業で「論語」を扱った際、孔子やその
高弟の言行をTwitter 形式で表示。生徒は自分の意見や感
想を「Classi」上に投稿し、生徒同士で共有した。「論語」
という、生徒にとってはなじみが薄い古典を、それぞれの
生徒が親しみを感じながら解釈し、クラス全体で鑑賞を楽
しんでいくことを目指した取り組みだ。

設
立
　
１
９
７
６
（
昭
和
51
）
年

形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

生
徒
数
　
１
学
年
約
２
４
０
人

２
０
２
１
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）　
国
公

立
大
は
、
金
沢
大
、
山
梨
大
、
信
州
大
、
愛
知
教
育

大
、名
古
屋
工
業
大
な
ど
に
20
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、

青
山
学
院
大
、
同
志
社
大
、
立
命
館
大
、
関
西
学
院

大
な
ど
に
延
べ
２
６
２
人
が
合
格
。

学
校
概
要
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て
発
表
す
る
の
が
苦
手
な
生
徒
は
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
端
末
を
介
せ
ば
、

自
分
の
意
見
を
他
者
に
伝
え
る
こ
と
に

は
抵
抗
感
が
な
い
と
い
う
生
徒
も
多
く
、

む
し
ろ
そ
う
し
た
方
法
で
あ
れ
ば
、
自

分
の
考
え
を
発
表
す
る
の
は
う
れ
し
い

と
思
っ
て
い
る
こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。

廣
藤
先
生
の
『
論
語tweet

』
の
実
践

な
ど
を
参
考
に
、
生
徒
が
気
軽
に
自
分

の
意
見
を
発
信
し
、そ
れ
を
互
い
に
『
い

い
ね
』
と
評
価
し
合
え
る
よ
う
な
授
業

を
つ
く
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
し
た
」

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
よ
り

異
質
で
、
多
様
な
意
見
を
生
徒
が
思
い

切
っ
て
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
し
や
す
く
な
る

と
考
え
た
の
は
、
香
川
真ま

以い

先
生
だ
。

　「
授
業
の
焦
点
を
意
見
の
共
有
に
置

い
た
こ
と
で
、
答
え
が
１
つ
で
は
な
い

問
い
を
厳
選
し
た
い
と
一
層
考
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
先
日
は
、
豊
田
市

の
交
通
事
情
を
調
べ
る
こ
と
で
、
地
理

的
な
距
離
で
は
な
く
、
移
動
時
間
で
日

本
地
図
を
描
き
直
す
と
い
う
授
業
に
挑

戦
し
ま
し
た
。
描
き
直
し
た
地
図
は
、

『Classi note

』（
＊
２
）
で
、
生
徒
同

士
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
単

に
記
憶
し
た
だ
け
の
知
識
で
は
対
処
で

き
な
い
課
題
で
あ
り
、
描
き
直
す
過
程

も
『Classi note

』
上
で
確
認
で
き
る

の
で
、
生
徒
た
ち
は
ク
ラ
ス
の
ほ
か
の

人
の
答
え
を
興
味
深
そ
う
に
見
て
、
そ

れ
を
自
分
の
答
え
に
反
映
さ
せ
、
よ
り

よ
い
解
答
を
つ
く
っ
て
い
ま
し
た
」

　
香
川
先
生
の
授
業
で
は
、
正
解
が
１

つ
し
か
な
い
穴
埋
め
問
題
を
配
信
す
る

こ
と
が
減
り
、
そ
の
代
わ
り
に
、
生
徒

同
士
の
話
し
合
い
に
必
要
な
資
料
を
配

信
す
る
こ
と
が
増
え
た
と
い
う
。

　「
共
有
」
を
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
主
目
的

に
据
え
た
こ
と
で
、
授
業
の
中
で
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ
の
使
い
方
で
大
き
く
変
わ
っ
た
こ

と
が
あ
る
と
、
及
部
先
生
は
語
る
。

　「
以
前
は
、
授
業
の
ポ
イ
ン
ト
を
ま

と
め
た
投
影
資
料
の
配
信
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

活
用
す
る
こ
と
が
少
な
く
な
か
っ
た
の

で
す
が
、
最
近
は
、
授
業
の
標
題
や
教

師
か
ら
の
問
い
だ
け
を
記
載
し
た
状
態

で
配
信
し
、
生
徒
に
タ
ッ
チ
ペ
ン
を

使
っ
て
書
き
込
ま
せ
る
授
業
を
増
や
し

て
い
ま
す
（
Ｐ
．14
図
）」

　
そ
の
日
の
授
業
で
習
得
す
べ
き
内
容

を
生
徒
が
押
さ
え
て
い
れ
ば
、
同
じ
授

業
内
容
で
も
何
が
深
く
心
に
残
る
か

＊ 2　Classi の連携サービス。生徒のアウトプットや協働学習を、リアルタイムで先生・生徒間で確認できる授業支援ツール。

他
者
の
考
え
を
知
る
た
め
の

素
材
を
端
末
で
共
有
す
る

端末を使って、
ジグソー法をさらに活性化

社会問題の解決のアイデアなど、
多様な意見を共有する

２年生の地理では、世界地図の様々な図法を学ぶ際に、ジ
グソー法の手法を取り入れた。生徒は端末を使って、自分
が担当する投影法についてまとめ、グループの中で発表し
た。大勢の前で発表するのが苦手な生徒も、端末を介する
ことで発表がしやすくなった。授業は、グループでの意思
疎通を活性化させた上で、「新しい地図の発明」へと、さ
らに協働的な内容に進んだ。

家庭科の授業では、自分の意見や気づきを、生徒が端末を
使って１枚のスライドにまとめ、「Classi」に投稿して共
有する時間を設けている。特に、社会問題を解決するため
に自分にできることは何かといったような、単元で学んだ
ことを踏まえて提案する新しいアイデアなど、生徒によっ
て答えが多様になるテーマについては、自由に考えを書か
せて、授業中に「Classi」上で共有するようにしている。
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は
、
ク
ラ
ス
や
生
徒
に
よ
っ
て
違
っ
て

い
て
も
よ
い
と
、廣
藤
先
生
は
考
え
る
。

　「
国
語
の
授
業
で
も
、
教
師
の
発
問

に
対
す
る
生
徒
の
意
見
を
ク
ラ
ス
全
体

で
共
有
し
な
が
ら
授
業
を
進
め
る
と
、

生
徒
の
授
業
へ
の
集
中
力
は
高
ま
り
ま

す
。
そ
の
一
方
で
、
教
師
が
模
範
解
答

を
提
示
し
、
ポ
イ
ン
ト
を
整
理
し
て
説

明
す
る
授
業
と
は
違
っ
て
、
ク
ラ
ス
に

よ
っ
て
授
業
が
盛
り
上
が
る
ポ
イ
ン
ト

は
異
な
り
ま
す
。
私
は
そ
れ
で
よ
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
生
徒
か
ら
出
て
こ
な

か
っ
た
事
項
や
観
点
が
あ
れ
ば
、
教
師

が
補
足
す
れ
ば
よ
い
の
で
す
」

　
及
部
先
生
は
、「『
１
人
１
台
端
末
』

に
よ
っ
て
、
教
室
の
中
の
生
徒
同
士
が

つ
な
が
り
、互
い
に『
ほ
か
の
人
の
学
び
』

を
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
語
る
。

　「
生
徒
が
『Classi

』
上
で
共
有
し
た

様
々
な
考
え
や
意
見
を
、
教
室
の
モ
ニ

タ
ー
に
表
示
し
て
お
け
ば
、
生
徒
は
モ

ニ
タ
ー
を
通
し
て
、
好
き
な
時
に
仲
間

か
ら
気
づ
き
や
ヒ
ン
ト
を
も
ら
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。『
１
人
１
台
端
末
』
に

よ
っ
て
、
学
び
に
お
け
る
発
信
と
受
信

が
主
体
的
に
行
え
る
授
業
で
は
、
生
徒

た
ち
は
学
び
合
う
喜
び
を
こ
れ
ま
で
以

上
に
味
わ
え
る
と
思
い
ま
す
。
正
解
は

教
科
書
や
教
師
が
教
え
て
も
よ
い
で
す

が
、
視
野
を
広
げ
た
り
、
思
考
を
深
め

た
り
す
る
き
っ
か
け
は
、
同
じ
教
室
の

仲
間
か
ら
、
で
き
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
席

も
離
れ
て
い
て
、
あ
ま
り
親
し
く
し
て

こ
な
か
っ
た
仲
間
か
ら
も
ら
っ
た
方

が
、価
値
が
大
き
い
よ
う
に
思
い
ま
す
」

　
授
業
中
の
「
共
有
」
に
力
を
入
れ
始

め
た
こ
と
で
、
授
業
の
課
題
も
見
え
て

き
た
と
、
香
川
先
生
は
話
す
。

　「
せ
っ
か
く
生
徒
同
士
の
共
有
の
機

会
が
増
え
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
生
徒

同
士
で
の
評
価
の
機
会
も
も
っ
と
充
実

さ
せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、

自
分
で
は
気
づ
け
な
い
自
分
の
よ
か
っ

た
点
を
、
生
徒
が
互
い
に
発
見
し
、
次

の
学
び
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な
げ

ら
れ
る
仕
か
け
を
つ
く
り
た
い
で
す
。

『
よ
い
気
づ
き
だ
ね
！
』
と
い
っ
た
言

葉
も
、
教
師
か
ら
と
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
か

ら
と
で
は
、
言
わ
れ
た
時
の
喜
び
の
質

が
違
う
と
思
い
ま
す
し
、
生
徒
に
は
ど

ち
ら
も
必
要
で
す
」

　
ま
た
、「
１
人
１
台
端
末
」
だ
か
ら
こ

そ
、
学
び
の
過
程
で
の
多
様
な
評
価
が

可
能
に
な
る
と
、
及
部
先
生
は
考
え
る
。

　「
こ
れ
ま
で
の
調
理
実
習
で
は
、
グ

ル
ー
プ
で
完
成
さ
せ
た
料
理
が
評
価
の

対
象
で
し
た
。
し
か
し
、
端
末
を
使
っ

て
、
調
理
の
各
工
程
を
写
真
に
残
す
な

ど
す
れ
ば
、
工
程
の
一
つ
ひ
と
つ
や
各

工
程
を
担
当
し
た
生
徒
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
評
価
の
対
象
と
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
思
い
ま
す
」

　「
１
人
１
台
端
末
」
の
学
習
で
は
、
Ａ

Ｉ
に
よ
る
個
別
最
適
化
さ
れ
た
教
材
の

提
供
な
ど
も
進
み
、
生
徒
に
よ
っ
て
学

習
のペ
ー
ス
や
理
解
の
深
さ
が
さ
ら
に
多

様
に
な
る
と
、
廣
藤
先
生
は
指
摘
す
る
。

　「
端
末
を
使
う
こ
と
で
意
欲
が
高

ま
っ
た
生
徒
は
、
高
校
の
学
習
範
囲
を

も
超
え
、
自
分
が
望
む
学
習
に
取
り
組

み
や
す
く
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
生

徒
の
主
体
的
な
学
び
を
見
取
る
力
も
教

師
に
は
求
め
ら
れ
ま
す
。
評
価
と
い
う

営
み
は
、
教
師
に
と
っ
て
今
後
ま
す
ま

す
奥
深
い
も
の
に
な
る
と
思
い
ま
す
」

授業を大切にしたくなる投影資料の工夫図

ＩＣＴを授業に
活用し始めた頃今では……

今日の授業のポイント
•フードマイレージとは　
　　　　の　　　　　　距
離という意味である

•　　　　　　に伴って
　　　　　　　が発生する
点で環境に影響を……

今日の授業のポイント
•フードマイレージとは
　何か

•何が問題なのか

❶

❷

❷

❸

学
習
の
ペ
ー
ス
や
理
解
の
深
さ
が

ま
す
ま
す
多
様
に

展
望
と
課
題

以前は、その日の授業のポイントを空欄にしたものを、生徒に解説
資料として示し、授業後に空欄を埋めた形で生徒に配布していたが、
「授業後に資料を見ればよい」と考え、授業に集中しない生徒が見ら
れた。そこで、答えが１つの空欄補充ではなく、様々な答えが考え
られる問いを投げかけ、考えたことを生徒自身にまとめさせるよう
にしたところ、生徒は授業への集中力を落とさなくなった。

※学校への取材を基に編集部で作成。
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空欄を埋めたプリントが後
で配られるから、それを
見れば授業に集中しなく
ても大丈夫！

問いがあるだけで、答え
は自分で書かなければ
いけない！ 授業に集中
しなくちゃ！
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岡
山
県
立
高
梁
高
校
が
、G

oogle 

の
教
育
支
援
サ
ー
ビ
ス
「G

oogle 
W

orkspace for Education

」の
学

校
ア
カ
ウ
ン
ト
を
取
得
し
、
全
生
徒
の

ア
カ
ウ
ン
ト
登
録
を
行
っ
た
の
は
、

２
０
１
９
年
11
月
の
こ
と
。
県
内
で
先

駆
的
に
「
１
人
１
台
端
末
」
の
整
備
を

開
始
し
た
岡
山
県
立
林
野
高
校
の
取
り

組
み
な
ど
を
視
察
し
た
高
梁
高
校
の
教

師
が
、「
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
生
き
る

力
を
育
む
た
め
に
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用

が
不
可
欠
」
と
考
え
、
校
内
で
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
教
育
の
第
一
歩
と
し
て
、G

oogle

の

生
徒
ア
カ
ウ
ン
ト
の
取
得
を
決
め
た
。

　
生
徒
ア
カ
ウ
ン
ト
を
初
め
て
教
育
活

動
に
活
用
し
た
の
は
、
翌
20
年
２
月
。

高
校
入
試
で
登
校
禁
止
と
な
っ
た
３
年

生
に
向
け
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
行

い
た
い
と
い
う
３
学
年
団
の
教
師
か
ら

の
提
案
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。
そ
の
期

間
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
授
業
や
小
論
文

指
導
な
ど
を
行
っ
た
経
験
が
、
約
１
か

月
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
を
受
け
た
臨
時
休
業
中
の
速
や
か

な
対
応
に
つ
な
が
っ
た
と
、
指
導
教
諭

の
西
村
能よ

し

昌ま
さ

先
生
は
振
り
返
る
。

　「
臨
時
休
業
下
で
も
、
先
生
方
か
ら
、

『
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
生
徒
を
支
援
し

て
い
こ
う
』
と
い
っ
た
声
が
自
然
に
上

が
り
ま
し
た
」

　
３
月
中
に
は
臨
時
休
業
中
の
時
間
割

を
作
成
し
、
遠
隔
授
業
を
実
施
。
課
題

を
配
信
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
授
業
を

記
録
し
た
動
画
を
配
信
し
た
り
、
一
方

的
な
説
明
だ
け
の
授
業
に
な
ら
な
い
よ

う
に
、
チ
ャ
ッ
ト
や
質
問
フ
ォ
ー
ム
を

利
用
し
て
双
方
向
性
を
高
め
る
工
夫
を

し
た
り
す
る
教
師
も
増
え
て
い
っ
た
。

　「
毎
回
の
授
業
の
板
書
を
撮
影
し
て

保
存
し
て
お
く
と
、
理
解
が
不
十
分
な

生
徒
が
納
得
い
く
ま
で
繰
り
返
し
視
聴

で
き
る
こ
と
、
対
面
授
業
で
は
発
言
が

苦
手
な
生
徒
も
、
チ
ャ
ッ
ト
や
メ
ー
ル

な
ど
で
発
言
を
促
す
と
、
比
較
的
意
見

を
出
そ
う
と
す
る
よ
う
に
な
る
こ
と
な

ど
、
授
業
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
メ
リ
ッ

ト
を
私
た
ち
が
理
解
し
始
め
た
の
も
こ

の
頃
で
す
」（
西
村
先
生
）

　
臨
時
休
業
中
の
経
験
か
ら
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

有
用
性
を
実
感
し
た
同
校
は
、
20
年
６

月
、
学
校
と
し
て
「
1
人
1
台
端
末
」

を
導
入
す
る
場
合
、ど
の
よ
う
な
端
末
、

『書道Ⅰ』では、共同作業が可能なデジタルホワイトボード
Jamboard で、手本や生徒の作品を共有している。作品への書
き込みは端末上で行うので、やり直しも容易だ。（Ⓒ Google）

ICT環境	 学習者用端末：Chromebook
	 通信環境：無線ＬＡＮ（校内どこでも通信

可能）
	 通信速度：100Mbps／台以上
	 その他のICT機器：実物投影機、単焦点

プロジェクター、ワイヤレス映像受信機

様 な々教育活動で端末を利用し、
学校ぐるみでＩＣＴ活用のスキルを向上

岡山県立高
た か

梁
は し

高校
2021年度に、生徒１人につき１台の端末（以下、「１人１台端末」）が

導入された岡山県立高梁高校。
導入に向けての議論を20 年度から重ね、現在は多くの教科で

ＩＣＴを活用した授業を実践している。
PTAや学校事務職員の協力の下、学校全体として

「1人 1台端末」の活用を進めている。

臨
時
休
業
下
で
の
経
験
を
通
じ
て

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
有
用
性
を
実
感

Ｉ
Ｃ
Ｔ
整
備
の
背
景
・
目
的

Pick Up!

3例事践実

15  高校版  2022 February

授業が進化！ 学びが深化！「１人１台端末」最前線
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教科の授業での「1人1台端末」活用例

通
信
環
境
が
望
ま
し
い
か
を
議
論
す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
発
足
さ
せ
た
。

そ
う
し
た
折
、
岡
山
県
が
21
年
度
及
び

22
年
度
か
ら
、
県
立
学
校
で
保
護
者
の

負
担
に
よ
り
「
1
人
1
台
端
末
」
を
導

入
す
る
こ
と
を
決
定
。
高
梁
高
校
は
21

年
度
入
学
生
か
ら
の
導
入
と
な
っ
た
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
の
議
論
を

踏
ま
え
、
ペ
ン
入
力
が
可
能
な
端
末
を

導
入
す
る
こ
と
と
し
、Chrom

ebook

を
選
択
し
た
。
情
報
推
進
室
の
池
畑
陽

介
先
生
は
、「
ペ
ン
入
力
を
採
用
す
る

こ
と
で
、
従
来
の
授
業
ス
タ
イ
ル
を
土

台
に
、
無
理
な
く
各
授
業
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

活
用
が
進
む
と
考
え
た
」
と
語
る
。

　「
数
式
や
記
号
は
、
キ
ー
ボ
ー
ド
で

入
力
す
る
よ
り
も
ペ
ン
入
力
の
方
が
簡

単
で
あ
る
な
ど
、
生
徒
に
と
っ
て
も
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
生
徒
、
教
師
が

ス
ム
ー
ズ
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
た
め

に
も
、
ペ
ン
入
力
は
必
須
だ
と
考
え
ま

し
た
」（
池
畑
先
生
）

　
導
入
に
向
け
て
の
準
備
が
円
滑
に
進

ん
だ
の
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
学
校
事
務
職
員

の
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
と
、
西
村

先
生
は
謝
意
を
述
べ
る
。

　「
20
年
度
に
立
ち
上
が
っ
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
は
、
事
務
職
員
も

メ
ン
バ
ー
に
加
わ
っ
て
も
ら
い
、
校
内

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
研
修
に
も
参
加
し
て
い

ま
し
た
。『
1
人
1
台
端
末
』
を
使
っ

た
授
業
を
実
際
に
行
う
た
め
に
は
、
ど

の
よ
う
な
環
境
整
備
が
必
要
な
の
か
、

学
校
事
務
職
員
か
ら
助
言
を
も
ら
う
こ

と
も
よ
く
あ
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、
本

校
は
、県
が
整
備
し
た
も
の
と
は
別
に
、

指
導
教
諭
・
情
報
推
進
室

西
村
能
昌　

に
し
む
ら
・
よ
し
ま
さ

教
職
歴
28
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
３
年
目
。
数
学
科
。

情
報
推
進
室

池
畑
陽
介　

い
け
は
た
・
よ
う
す
け

教
職
歴
17
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
２
年
目
。
情
報
科
、
数
学
科
。

1

2 3

紙
と
同
じ
感
覚
で
使
え
る

ペ
ン
入
力
を
採
用

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
推
進
ポ
イ
ン
ト

　課題の提出・添削を
オンラインで実施

クラウド上に
作品を共有し、批評し合う

『数学Ⅱ』では、週末課題の提出と添削をオンラインで実
施している。生徒は、課題に取り組んだノートを端末で撮
影し、Google Classroom を通じて提出。教師は、提出さ
れたノートの画像に直接書き込みを行って添削し、生徒に
返却する。提出状況の管理と添削の返却をスムーズに行う
ことができている。（Ⓒ Google）

『書道Ⅰ』では、課題についての解説動画を見ながら臨書
し（写真１）、自分の作品を撮影して Jamboard に貼りつ
ける（写真２）。モニターに作品を投影して教師が批評し
たり、生徒同士で Jamboard 上の作品のよい箇所に○を
つけたりする（写真３）。教師の指導をすぐに受けられる
ため、生徒は用筆・運筆法を習得しやすい。（Ⓒ Google）

設
立
　
１
８
８
１
（
明
治
14
）
年
　
　

形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
・
家
政
科
／
共
学

生
徒
数
　
１
学
年
約
１
６
０
人

２
０
２
１
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）　
国
公
立

大
は
、
北
海
道
大
、
岡
山
大
、
広
島
大
、
鳥
取
大
、

島
根
大
な
ど
に
48
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、同
志
社
大
、

立
命
館
大
、
関
西
大
、
近
畿
大
、
関
西
学
院
大
な
ど

に
延
べ
１
１
５
人
が
合
格
。

学
校
概
要
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学
校
独
自
で
校
内
の
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン

ト
を
拡
充
さ
せ
ま
し
た
が
、
そ
れ
も
事

務
職
員
か
ら
の
助
言
で
し
た
」

　
経
済
的
な
理
由
で
端
末
が
購
入
で
き

な
い
家
庭
の
生
徒
に
は
、
県
か
ら
端
末

が
貸
し
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た

が
、
そ
の
端
末
は
学
校
が
指
定
し
た
機

種
と
異
な
る
も
の
だ
っ
た
。

　「
ク
ラ
ス
の
中
で
皆
と
違
う
端
末
を

使
う
こ
と
で
、
家
庭
の
経
済
事
情
が
ほ

か
の
生
徒
に
知
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
に
相
談
し
て
、

学
校
指
定
の
機
種
を
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
予
算
で

数
台
購
入
し
て
い
た
だ
き
、
必
要
な
生

徒
に
は
学
校
か
ら
貸
与
で
き
る
よ
う
に

し
ま
し
た
」（
西
村
先
生
）

　
現
在
、
同
校
で
は
、
１
学
年
を
中
心

に
、多
く
の
教
師
が
「
1
人
1
台
端
末
」

を
活
用
し
た
授
業
を
実
践
し
て
い
る
。

　
毎
日
の
連
絡
事
項
も
、
朝
の
Ｓ
Ｈ
Ｒ

が
始
ま
る
前
にG

oogle

ド
キ
ュ
メ
ン

ト
で
共
有
し
て
お
く
こ
と
で
、
欠
席
者

は
自
宅
で
連
絡
事
項
を
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
、
教
室
で
は
、
教
師
が
短
時
間

の
Ｓ
Ｈ
Ｒ
を
、
生
徒
の
観
察
の
た
め
に

有
効
に
使
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。ま
た
、

紙
で
配
布
さ
れ
た
プ
リ
ン
ト
を
整
理
・

保
存
す
る
の
が
苦
手
な
生
徒
が
少
な
く

な
か
っ
た
が
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
に
し

て
教
科
別
や
分
掌
別
に
配
信
す
る
よ
う

に
し
た
こ
と
で
、
プ
リ
ン
ト
を
な
く
し

た
り
、
提
出
が
遅
れ
た
り
す
る
生
徒
は

少
な
く
な
っ
た
と
い
う
。

　「
１
人
１
台
端
末
」
に
よ
る
最
大
の

メ
リ
ッ
ト
は
、
生
徒
が
主
体
的
に
学
習

に
取
り
組
み
や
す
く
な
っ
た
こ
と
だ

と
、
池
畑
先
生
は
指
摘
す
る
。

　「
授
業
の
動
画
を
蓄
積
し
て
い
る
教

科
で
は
、
生
徒
は
理
解
が
曖
昧
だ
っ
た

授
業
の
動
画
を
、
理
解
で
き
る
ま
で
繰

り
返
し
視
聴
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
ま

た
、
多
く
の
教
科
で
、
課
題
を
紙
か
ら

Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
の
配
信
に
切
り
替
え

て
い
る
の
で
、
生
徒
自
身
の
端
末
か
ら

全
教
科
の
課
題
に
容
易
に
ア
ク
セ
ス
で

き
ま
す
。
わ
ざ
わ
ざ
机
や
ロ
ッ
カ
ー
の

中
か
ら
プ
リ
ン
ト
を
取
り
出
す
必
要
が

な
く
な
っ
た
こ
と
で
、
空
き
時
間
に
端

末
を
開
い
て
課
題
に
取
り
組
む
生
徒
が

明
ら
か
に
増
え
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
学

校
の
方
が
自
宅
よ
り
も
通
信
速
度
が
速

い
と
い
う
理
由
か
ら
、
課
題
は
休
み
時

端
末
を
開
け
ば
、

好
き
な
時
に
学
習
が
始
め
ら
れ
る

演習問題の正誤を即時に集計し、
解説の必要な問題を抽出

端末を用いて、
観察からレポート作成、提出まで実施

化学のマーク式問題の演習では、Google フォームのテス
ト機能を活用して、各問題の正答と配点を設定。解答
フォームを作成し、生徒に入力させることで、生徒の解答
を即座に採点し、正誤状況を確認できるようにしている。
正答率が 25 〜 50％の設問に絞って解説を行うなど、生
徒の実態を即座に把握し、解説が必要な問題を限られた時
間の中で的確に抽出して、効率的な解説を行うことができ
ている。（Ⓒ Google）

『生物基礎』の授業では、生徒は原核生物であるイシクラ
ゲを観察し、端末を使って校庭のイシクラゲを撮影。さら
に、光学顕微鏡で原核細胞を観察し、それを端末で撮影し
た。生徒は撮影した写真と考察などを、教師が Google ド
キュメントで作成したフォーマットに書き加えてレポー
トを完成させ、提出した。
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間
の
う
ち
に
取
り
組
み
終
え
よ
う
と
す

る
生
徒
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分

が
取
り
組
む
べ
き
学
習
を
、
い
つ
、
ど

こ
で
取
り
組
む
と
よ
い
の
か
を
、
生

徒
が
強
く
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の

も
、
１
人
１
台
端
末
環
境
に
よ
る
も
の

だ
と
思
い
ま
す
」

　　
授
業
や
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
な
ど
、
様
々

な
場
面
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
同
校
だ

が
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
「
で
き
る
こ
と
」
と
「
し

て
よ
い
こ
と
」
は
必
ず
し
も
一
致
し
な

い
と
実
感
す
る
こ
と
も
増
え
て
き
た
。

　「
学
校
祭
な
ど
で
は
、
楽
曲
な
ど
の

著
作
物
を
生
徒
が
演
奏
し
た
り
、
Ｂ
Ｇ

Ｍ
と
し
て
放
送
し
た
り
し
て
い
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
著
作
物
が
含

ま
れ
る
動
画
を
配
信
す
る
場
合
、
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
の
ス
ト
リ
ー
ミ
ン
グ
配
信

と
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
拡
散
さ
せ
る

こ
と
の
で
き
る
状
態
で
の
配
信
は
、
著

作
権
法
な
ど
の
法
律
上
で
の
取
り
扱
い

が
異
な
り
ま
す
。
多
く
の
教
師
が
、
実

際
に
そ
う
し
た
場
面
を
経
験
し
て
初
め

て
認
識
し
た
と
思
い
ま
す
。
教
師
や
生

徒
が
ア
イ
デ
ア
を
発
揮
し
な
が
ら
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
す
る
中
で
は
、
想
定
外
の
出

来
事
が
起
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

そ
れ
も
学
び
の
創
造
の
一
部
だ
と
捉
え

て
い
ま
す
。
文
部
科
学
省
や
県
が
示
す

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
順
守
し
、
校
内
研
修

で
周
知
し
て
い
く
こ
と
は
必
要
不
可
欠

で
す
が
、
ト
ラ
ブ
ル
を
恐
れ
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
使
用
を
過
度
に
制
限
し
な
い
よ
う
に

す
る
こ
と
に
も
、
留
意
し
て
い
ま
す
」

（
西
村
先
生
）

　
日
常
的
に
使
え
ば
使
う
ほ
ど
、
ト
ラ

ブ
ル
が
発
生
す
る
可
能
性
も
高
ま
る
。

ト
ラ
ブ
ル
の
発
生
を
ゼ
ロ
に
近
づ
け
る

こ
と
は
で
き
て
も
、
完
全
に
ゼ
ロ
に
す

る
こ
と
は
不
可
能
だ
か
ら
こ
そ
、
い
ざ

と
い
う
時
に
、
同
僚
や
管
理
職
に
す
ぐ

に
相
談
で
き
る
体
制
や
雰
囲
気
を
つ

く
っ
て
お
く
こ
と
が
大
切
だ
と
、
西
村

先
生
は
考
え
る
。

　「
端
末
を
手
に
、『
あ
れ
？
』
と
言
っ

て
い
る
同
僚
が
い
た
ら
、『
ど
う
し
ま

し
た
か
？
』
と
、
お
せ
っ
か
い
を
焼
く

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と

で
、
何
か
困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ら
あ

の
人
に
聞
け
ば
よ
い
と
、
皆
が
思
っ
て

く
れ
る
は
ず
で
す
」

　日
々
の
業
務
を
通
じ
て
、
教
師
が
端
末

の
活
用
に
慣
れ
る
こ
と
が
重
要
だ
と
、
西

村
先
生
は
語
る
。
高
梁
高
校
で
は
ま
ず
、

管
理
職
な
ど
の
校
内
の
コ
ア
メ
ン
バ
ー
が

参
加
す
る
会
議
で
、
必
要
な
書
類
は
Ｐ
Ｄ

Ｆ
フ
ァ
イ
ル
で
配
信
し
た
り
、G

oogle

ド

キ
ュ
メ
ン
ト
で
共
有
し
た
り
し
て
、
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
化
を
進
め
た
。
当
初
は
戸
惑
っ

て
い
た
教
師
も
い
た
が
、
次
第
に
慣
れ
、

会
議
に
端
末
を
持
参
す
る
の
が
あ
た
り
前

に
な
っ
て
い
っ
た
（
写
真
上
）。

　ま
た
、
端
末
の
操
作
や
ソ
フ
ト
の
活
用

に
つ
い
て
の
研
修
は
、
同
校
で
は
ほ
と
ん

ど
行
わ
な
い
一
方
で
、
授
業
で
端
末
を
積

極
的
に
活
用
し
て
い
る
教
師
に
、
自
身
の

実
践
内
容
を
短
時
間
で
話
し
て
も
ら
う
機

会
を
多
く
設
け
た
（
写
真
下
）。

　「同
僚
の
取
り
組
み
を
聞
い
て
、
面
白
そ

う
だ
な
、
自
分
も
や
っ
て
み
た
い
な
と
思
っ

た
教
師
が
、
自
ら
教
え
を
請
い
、
実
践
す

る
な
ど
、
端
末
の
活
用
が
校
内
に
広
が
っ

て
い
き
ま
し
た
」（
西
村
先
生
）

　「情
報
科
の
教
師
だ
け
で
は
な
く
、
情
報

科
以
外
の
教
科
の
教
師
の
実
践
内
容
も
紹

介
さ
れ
る
の
で
、『
自
分
で
も
で
き
る
か
も
』

と
思
え
る
の
で
し
ょ
う
」（
池
畑
先
生
）

使
う
ほ
ど
新
た
な
課
題
に
出
合
う

必
要
な
の
は
相
談
し
や
す
い
雰
囲
気

展
望
と
課
題

職員会議では、クラウド上の議事録フォーマットに、
出席した教師が意見などを書き込む。実際に使ってみ
ることで、授業の活用アイデアも生まれやすくなる。

授業での端末活用を同僚に発表する教師。同僚を生徒
役にして、実際に端末を使ってデモンストレーション
をする教師も多い。

職
員
会
議
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
で

端
末
の
活
用
ス
キ
ル
が
向
上

【
校
内
研
修
】
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
促
進
の
工
夫
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総
合
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

会
議
で
は
、「
一
人
ひ
と
り
の
多
様
な

幸
せ
（well-being

）
を
実
現
す
る
社

会Society5.0
」
を
目
指
す
こ
と
を
ビ

ジ
ョ
ン
の
１
つ
に
掲
げ
、
教
育
を
含
め

た
多
様
な
分
野
の
政
策
を
検
討
し
て
い

ま
す
。
教
育
現
場
に
お
け
る
「
１
人
１

台
端
末
」
の
整
備
は
、
そ
う
し
た
社
会

の
実
現
に
向
け
た
施
策
の
１
つ
に
位
置

づ
け
ら
れ
ま
す
。

　
元
々
、
子
ど
も
の
興
味
・
関
心
や
意

欲
は
様
々
で
あ
り
、
加
え
て
、
子
ど
も

を
取
り
巻
く
環
境
が
多
様
化
し
て
い
ま

す
。
一
斉
教
育
で
は
対
応
し
き
れ
て
い

な
い
現
状
を
改
善
す
る
た
め
に
は
、
子

ど
も
主
体
の
教
育
へ
の
移
行
が
必
須

で
、
必
然
的
に
「
個
別
最
適
な
学
び
」

の
実
現
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に

よ
っ
て
「
個
別
最
適
な
学
び
」
が
効
果

的
に
行
え
る
と
期
待
さ
れ
て
お
り
、

個
々
の
理
解
度
や
進
度
に
合
わ
せ
て
学

習
で
き
る
Ａ
Ｉ
ド
リ
ル
が
そ
の
例
の
１

つ
で
す
。
た
だ
、
最
も
重
要
な
の
は
、

Ａ
Ｉ
に
言
わ
れ
る
が
ま
ま
で
は
な
く
、

自
ら
学
び
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
、個
々

の
興
味
・
関
心
や
意
欲
に
応
じ
て
学
び

を
広
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
す
。

　「
１
人
１
台
端
末
」を
生
か
す
こ
と
で
、

生
徒
そ
れ
ぞ
れ
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

通
し
て
学
校
内
外
の
多
様
な
人
々
と
つ

な
が
り
、
知
識
や
技
術
、
思
い
や
価
値

観
な
ど
を
共
有
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
学
校
は
、
様
々
な
分
野・

内
閣
府 

総
合
科
学
技
術
・

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
会
議
委
員

東
京
都
・
私
立
広
尾
学
園
中
学
校
・
高
校
　

医
進
・
サ
イ
エ
ン
ス
コ
ー
ス
統
括
長

木
村
健
太
　
　
き
む
ら
・
け
ん
た

民
間
企
業
に
勤
務
後
、
学
術
の
楽
し
さ
を
伝
え
よ
う

と
教
師
に
転
身
。
２
０
１
１
年
度
、
同
校
に
新
設
さ

れ
た
医
進
・
サ
イ
エ
ン
ス
コ
ー
ス
の
立
ち
上
げ
か
ら

管
理
・
運
営
の
責
任
者
。
担
当
教
科
は
、理
科
（
生
物
）。

情
報
経
営
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
専
門
職
大
学
客
員
教
授
、

一
般
社
団
法
人
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ 

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
理
事
、
経

済
産
業
省
「
未
来
の
教
室
」
委
員
、
同
省
産
業
構
造

審
議
会
委
員
、
同
省
未
来
人
材
会
議
委
員
、
科
学
技

術
振
興
機
構
ジ
ュ
ニ
ア
ド
ク
タ
ー
育
成
塾
推
進
委
員

等
も
務
め
る
。

子どもの特性を重視した学びの「時間」と「空間」の多様化  目指すイメージ図

社会・民間の力
大学、高専、企業、ＮＰＯ、
研究機関、福祉機関、行政、
発達障害専門家等

「
個
」と
「
集
団
」
の
一
体
的
な
学
習
を
実
現
し
、

生
徒
が
自
ら
学
び
の
世
界
を
広
げ
る
、次
世
代
の
教
育
へ

生
徒
１
人
に
つ
き
１
台
の
端
末
（
以
下
、「
１
人
１
台
端
末
」）
の
整
備
を
始
め
、
教
育
現
場
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
が
推
進
さ
れ
る
こ
と
で
、

教
育
や
社
会
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
く
の
か
。
そ
し
て
、
学
校
や
教
師
に
は
ど
う
い
っ
た
役
割
が
よ
り
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
か
。

内
閣
府
の
総
合
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
会
議
委
員
を
務
め
る
東
京
都
・
私
立
広
尾
学
園
中
学
校
・
高
校
の
木
村
健
太
先
生
に
話
を
聞
い
た
。

「
１
人
１
台
端
末
」
は

教
育
や
社
会
を
大
き
く
変
え
る

本特集テーマのの

n e x t

※内閣府「Society5.0の実現に向けた教育・人材育成に関する政策パッケージ（中間まとめ）」（2021
年 12月）を基に編集部で作成。

１つの学校がすべての
分野・機能を担う状態

分野や機能ごとのレイヤー構造、様々なリソースを活用

子どもの状況に応じて
ウエイトづけは様々

部活動

福祉的・メンタル面のケア

活動（学校行事・生徒会等）

学習（協働的な学び）

学習（個別最適な学び）

部活動

福祉的・メンタル面のケア

活動（学校行事・生徒会等）

学習（協働的な学び）

学習（個別最適な学び）
学
級
・
学
年
の

縦
割
り

教
科
の

縦
割
り
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機
能
を
一
手
に
担
っ
て
き
ま
し
た
が
、

本
来
、
学
校
教
育
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
は
、
学
校
だ
け
で
な
く
、
大
学
や

企
業
、
自
治
体
な
ど
、
社
会
全
体
で
あ

り
、
次
世
代
の
教
育
は
、「
オ
ー
ル
ジ
ャ

パ
ン
」
で
支
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す

（
図
）。
多
様
な
リ
ソ
ー
ス
を
活
用
し
て

「
本
物
」
に
触
れ
る
機
会
が
増
え
る
こ

と
に
よ
り
、
生
徒
が
主
体
的
に
学
び
を

広
げ
て
い
く
こ
と
が
、「
１
人
１
台
端
末
」

の
整
備
の
大
き
な
意
義
と
言
え
ま
す
。

　
そ
う
し
た
学
び
を
実
現
す
る
た
め
に

教
師
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、生
徒
が
学

び
に
向
か
お
う
と
す
る
心
に
火
を
つ
け

る
こ
と
で
す
。授
業
を
通
じ
て
、「
も
っ

と
知
り
た
い
、学
び
た
い
」と
い
っ
た
思

い
を
引
き
出
す
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。

そ
の
た
め
に
重
要
な
の
は
、
何
よ
り
教

師
自
身
が
自
分
の
教
科
を
楽
し
み
、
そ

の
楽
し
さ
を
生
徒
と
共
有
す
る
こ
と
で

す
。
そ
の
結
果
、
各
教
科
の
本
質
、
す

な
わ
ち
、
各
教
科
の
見
方
・
考
え
方
が

生
徒
に
伝
わ
る
は
ず
で
す
。

　
同
時
に
、適
切
な
学
び
方
を
伝
え
る

こ
と
も
重
要
で
す
。教
材
選
び
は
、
専

門
性
を
有
す
る
教
師
が
進
め
る
べ
き
で

あ
り
、ウ
ェ
ブ
に
あ
ふ
れ
る
情
報
の
中

か
ら
信し

ん

憑ぴ
ょ
う

性
が
担
保
さ
れ
た
も
の
を
ど

の
よ
う
に
選
び
取
る
か
と
い
っ
た
リ
テ

ラ
シ
ー
も
伝
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
う
す
る
こ
と
で
生
徒
た
ち
は
、必
要
な

知
識
・
技
能
を
習
得
す
る
た
め
の
学
習

を
、
端
末
を
活
用
し
な
が
ら
、
主
体
的

に
家
庭
な
ど
で
個
々
に
取
り
組
む
よ
う

に
な
り
ま
す
。
授
業
で
は
、
各
教
科
の

本
質
的
な
内
容
を
伝
え
る
指
導
に
よ
り

多
く
の
時
間
を
充
て
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
で
し
ょ
う
。「
１
人
１
台
端
末
」
の
整

備
に
よ
っ
て
、
言
わ
ば
教
師
は
本
来
の

役
割
を
果
た
せ
る
よ
う
に
な
る
の
で
す
。

　
教
科
の
見
方
・
考
え
方
に
迫
る
学
習

活
動
に
は
、「
協
働
的
な
学
び
」
を
取

り
入
れ
る
こ
と
も
効
果
的
で
す
。
例
え

ば
、数
学
の
授
業
で
は
、ま
ず
は
自
力
で

課
題
に
取
り
組
ん
で
か
ら
、
グ
ル
ー
プ

に
な
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
が
考
え
た
解
法
を

説
明
し
合
う
活
動
を
行
い
ま
す
。そ
う

し
た
や
り
取
り
を
通
じ
て
生
徒
は
、数

学
と
は
、単
に
公
式
を
あ
て
は
め
て
答

え
を
出
す
の
で
は
な
く
、自
由
に
考
え

て
、客
観
的
に
説
明
す
る
こ
と
が
大
切

な
教
科
だ
と
気
づ
く
で
し
ょ
う
。

　
そ
し
て
、
話
し
合
い
が
十
分
に
深

ま
っ
た
ら
、
教
師
は
、「
こ
の
解
法
は

面
白
い
点
に
着
目
し
た
ね
」「
Ａ
さ
ん

の
解
法
と
Ｂ
さ
ん
の
解
法
は
違
う
よ
う

に
見
え
て
、
実
は
同
じ
だ
よ
ね
」
な

ど
と
、
教
科
の
専
門
家
と
し
て
の
視
点

か
ら
解
説
を
し
ま
す
。
生
徒
は
、
多
く

の
気
づ
き
を
得
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
数

学
の
本
質
を
実
感
で
き
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
教
師
も
自
分
の
解
法
を
共
有
し
、

一
緒
に
楽
し
み
ま
す
。
そ
う
し
た
学
習

プ
ロ
セ
ス
を
経
て
教
科
の
本
質
を
捉
え

た
生
徒
は
、
も
っ
と
学
び
た
い
と
い
う

意
欲
を
持
ち
、
自
ら
学
び
の
世
界
を
広

げ
て
い
く
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　
端
末
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
に

よ
っ
て
時
間
や
場
所
の
制
約
が
な
く
な

る
と
、
教
育
の
地
域
格
差
が
縮
小
す
る

こ
と
も
期
待
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
学
校
は
大
学
や
企
業
、
自
治
体
と

い
っ
た
、
外
部
の
教
育
リ
ソ
ー
ス
と
の

つ
な
が
り
を
充
実
さ
せ
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
そ
こ
で
重
要
に
な
る
の
が
、
ま

ず
は
教
師
自
身
が
外
の
世
界
に
関
心
を

持
っ
て
つ
な
が
る
こ
と
で
す
。
生
徒
と

と
も
に
楽
し
み
な
が
ら
、
学
び
の
世
界

を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
生
徒
が
多
様
な
人
々
と
つ
な
が
り
を

持
つ
こ
と
は
、評
価
の
多
様
化
に
も
結

び
つ
き
ま
す
。こ
れ
ま
で
は
多
く
の
場

合
、生
徒
を
評
価
す
る
の
は
教
師
で
し

た
が
、今
後
は
、
外
部
の
多
様
な
人
々

か
ら
、そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
視
点
で
認
め

ら
れ
た
り
、褒
め
ら
れ
た
り
す
る
こ
と

で
、生
徒
は
自
信
を
深
め
る
よ
う
に
な

る
で
し
ょ
う
。多
様
な
大
人
と
接
し
、そ

の
生
き
方
に
直
接
触
れ
る
こ
と
は
、キ
ャ

リ
ア
形
成
に
も
つ
な
が
る
は
ず
で
す
。

　「
１
人
１
台
端
末
」
の
整
備
は
、
教

育
の
可
能
性
を
無
限
に
広
げ
る
こ
と
が

で
き
る
施
策
だ
と
思
い
ま
す
。
授
業
で

使
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
っ
た
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
る
こ
と
も
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、「
１
人
１
台
端
末
」

の
価
値
は
、
授
業
以
外
の
学
び
に
お
い

て
も
大
い
に
発
揮
さ
れ
る
も
の
で
す
。

分
か
ら
な
い
こ
と
は
生
徒
に
相
談
し
な

が
ら
、
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま

し
ょ
う
。
教
師
と
生
徒
が
一
緒
に
問
題

を
解
決
し
、
教
育
の
未
来
を
創
っ
て
い

く
と
い
う
思
い
で
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
が
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

生
徒
と
教
師
が
と
も
に
、

新
た
な
教
育
を
創
造
す
る

教
科
の
本
質
を
伝
え
る
こ
と
で
、

自
ら
学
び
を
広
げ
る
意
欲
を
育
む

20 高校版  2022 February

0-01-J-22513-001 2021 年度 VIEW next 高校版 2 月号 20 頁 ＣＭ
ＹＫ

念
校

02/04
引寺

念
追

02/04
引寺

念
追
々

02/04
引寺 − −/−

− − −/−
−

P19-20_view-next-koukou-2g.indd   20P19-20_view-next-koukou-2g.indd   20 2022/02/04   14:572022/02/04   14:57



進路担当お勧めの分掌

▲

お勧めの分掌

▲

お勧めの分掌

▲

お勧めの分掌

▲

お勧めの分掌

▲

教務担当管理職

教務担当管理職

進路担当教務担当管理職

担任学年団

管理職

P. 22

P. 26

P. 30

P. 34

P. 38

学校改革や組織運営に役立つ
事例や情報を、
先生方の思いを乗せてお届けする

新課程で求められるカリキュラム・マネジメントの
視点での学校づくりとは？

新課程初年度に向けた自校の計画・実践に
つながる事例や解説記事を提供

その時、教師は何を考え、どう動いたか。
学校改革の過程を当事者の言葉で追う

学年経営に悩む先生方に！　
チームづくりの秘訣を掘り下げる

指導変革の軌跡

学校
危機管理
基 礎 講 座

静岡県立沼津工業高校

生徒が成長のサイクルを回せるよう、卒業までの
到達目標を基に自己評価を行う仕組みを構築

「総合的な探究の時間」に向けた準備
ウェブセミナー　新課程１期生入学に向けた学びの設計と実践　第７回

生徒のやりたい！を引き出す探究的な学び
実践の第一歩【第２弾】

岡山県・私立倉敷高校

スクール・ミッションに基づく学校改革
「倉敷クエスト」による組織・教育改革で、
地域に貢献できる主体的な生徒の育成を目指す

沖縄県立開邦高校　２学年団

コロナ禍で孤立した生徒たちを
学年団一丸となったきめ細かな面談で支える

いざという時の対応は平時の準備で決まる。学校危機管理の専門家が解説

教職員の不祥事

新課程に向けて描く
「学校教育デザイン」

輝く
学年団を訪ねて
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２
０
２
０
年
度
、
静
岡
県
立
沼
津
工

業
高
校
は
、
管
理
職
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
の
下
、
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
と
グ
ラ

デ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
（
以
下
、

Ｇ
Ｐ
）
の
作
成
に
着
手
し
た
。

　
ま
ず
、
全
教
師
を
対
象
に
、
生
徒
の

強
み
と
弱
み
に
関
す
る
自
由
記
述
形
式

の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
回
答
を
テ

キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ
（
＊
１
）
で
分
析
。

そ
の
結
果
か
ら
、強
み
は
「
素
直
」「
元

気
な
挨
拶
が
で
き
る
」、
弱
み
は
「
積

極
性
に
欠
け
る
」「
基
礎
学
力
が
定
着

し
て
い
な
い
」
と
い
っ
た
生
徒
像
が
浮

か
び
上
が
っ
た
。

　
次
に
、
保
護
者
や
同
窓
会
、
地
元
企

業
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。「
表

現・発
信
力
」「
行
動
力
」「
知
力・学
力
」

な
ど
、
一
般
的
に
重
要
と
さ
れ
る
16
の

資
質
・
能
力
を
示
し
、
同
校
の
卒
業
生

に
求
め
る
度
合
い
を
そ
れ
ぞ
れ
４
段
階

で
回
答
し
て
も
ら
っ
た
。
校
内
で
も
、

教
科
団
ご
と
に
議
論
し
た
上
で
、
各
資

質
・
能
力
の
必
要
度
を
４
段
階
で
示
し

た
。

　
そ
れ
ら
の
結
果
を
踏
ま
え
、目
指
す

生
徒
像
を
、「
21
世
紀
を
生
き
る
有
徳
の

エ
ン
ジ
ニ
ア
の
育
成
～
他
人
の
た
め
に

汗
を
流
せ
る
人
に
な
る
～
」と
定
め
、グ

ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン（
＊
２
）を
作
成
。Ｇ

Ｐ
に
盛
り
込
む
資
質
・
能
力
は
、ア
ン

ケ
ー
ト
で
上
位
だ
っ
た
資
質
・
能
力
を

参
考
に
、「
自
己
管
理
力
」「
Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｕ

Ｔ・Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｐ
Ｕ
Ｔ
力
」「
協
働
力
」「
行

動
力
」「
職
業
人
倫
理
観
」「
進
路
基
礎

学
力
」と
し
た
。学
校
外
に
も
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
た
理
由
を
、教
務
主
任
の

篠
田
直
弥
先
生
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
本
校
で
は
近
年
、
志
願
者
の
確
保
が

課
題
で
す
。
本
校
の
魅
力
が
低
下
し
て

い
る
要
因
に
は
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
と
本

校
の
教
育
と
の
間
に
ず
れ
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
推
測
し
、
地
域
が
本
校
に

求
め
て
い
る
こ
と
を
正
確
に
把
握
し
て

Ｇ
Ｐ
に
反
映
し
よ
う
と
考
え
ま
し
た
」

　
実
際
、
地
元
企
業
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
を
見
る
と
、
教
師
が
最
も
重
要
視

し
て
い
た「
知
力・学
力
」は
最
下
位
で
、

上
位
に
は
「
協
働
力
」
が
上
が
っ
て
い

た
。
た
だ
、
学
力
と
採
用
率
に
は
相
関

が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
企
業
が
一
定

以
上
の
学
力
を
求
め
て
い
る
こ
と
は
明

＊１　テキストデータの分析方法の１つ。文章の中の単語や文節を判別・分類し、定量的な要素を抽出したり、相関関係を見いだしたりする。　＊２　グランドデザイ
ンは、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイト（https://berd.benesse.jp/）からダウンロードできます。「HOME →教育情報→高校向け」でご覧ください。

生徒が成長のサイクルを回せるよう、卒業までの
到達目標を基に自己評価を行う仕組みを構築

静岡県立沼津工業高校

新課程に向けて描く
「学校教育デザイン」

ア
ウ
ト
ラ
イ
ン

Ｇ
Ｐ
を
策
定
し
、指
導
改
善
に
生
か
す

地
域
の
要
望
を
聞
き
取
り
、

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
と
Ｇ
Ｐ
に
反
映

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・

指
導
計
画

学
校
教
育
目
標

授
業
・
指
導
実
践

評
価
・
検
証

授
業
・
指
導
改
善

紹介

紹介

紹介

紹介
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ら
か
で
あ
る
た
め
、
Ｇ
Ｐ
に
「
進
路
基

礎
学
力
」
も
盛
り
込
ん
だ
。

　
21
年
度
は
、
Ｇ
Ｐ
と
し
て
設
定
し
た

６
つ
の
資
質
・
能
力
の
卒
業
ま
で
の
到

達
目
標
を
示
す「
沼
工
Ｇ
Ｐ
自
己
評
価
」

を
作
成
し
た
。
冬
季
休
業
前
に
は
、
生

徒
に
試
行
版（
図
１
）を
提
示
。生
徒
は
、

各
目
標
の
自
身
の
到
達
度
を
３
段
階
で

評
価
し
た
。
渡わ

た
も
り森
和
彦
副
校
長
は
、
そ

の
ね
ら
い
を
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「
生
徒
が
自
身
の
現
状
を
認
識
す
る

こ
と
で
課
題
を
明
ら
か
に
し
、そ
れ
を

意
識
し
て
日
々
の
学
習
に
取
り
組
み
、

生
活
を
送
る
こ
と
で
、成
長
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
サ
イ
ク
ル
を
自
分
で
回
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。そ
し
て
そ

れ
が
、
Ｇ
Ｐ
に
定
め
た
『
自
己
管
理

力
』
の
育
成
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
今
後
、『
沼
工
Ｇ
Ｐ
自
己
評
価
』

を
用
い
た
自
己
評
価
を
定
期
的
に
実
施

す
る
予
定
で
す
。
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
ポ
ー

ト
も
、
こ
の
自
己
評
価
を
基
に
す
る
こ

と
で
記
入
し
や
す
く
な
る
で
し
ょ
う
」

　
生
徒
の
自
己
評
価
の
結
果
は
デ
ー
タ

化
し
、
教
師
が
変
容
を
分
析
し
て
、
自

身
の
指
導
を
振
り
返
る
ツ
ー
ル
と
し
て

も
活
用
す
る
予
定
だ
。

　
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
活
動
や
学
校
行
事
な

ど
の
特
別
活
動
に
つ
い
て
も
、
育
成
を

目
指
す
資
質
・
能
力
を
設
定
し
、「
教

育
課
程
編
成
表
」
を
作
成
し
た
。
そ
れ

は
、
Ｇ
Ｐ
に
掲
げ
た
６
つ
の
資
質
・
能

力
に
、「
課
題
発
見
力
」「
課
題
解
決
力
」

「
創
造
力
」
な
ど
を
加
え
、
各
活
動
で

ど
の
資
質
・
能
力
を
伸
ば
す
の
か
、
そ

の
関
係
を
示
し
た
一
覧
表（
Ｐ
．24
図
２
）

で
あ
り
、
22
年
度
か
ら
運
用
予
定
だ
。

　「
こ
れ
ま
で
も
学
校
行
事
な
ど
の
実

施
後
に
は
、
担
当
教
師
が
集
ま
っ
て
振

り
返
り
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
こ

で
話
題
に
な
る
の
は
、
活
動
を
滞
り
な

く
進
行
で
き
た
か
と
い
っ
た
運
営
面
が

中
心
で
し
た
。
本
表
で
、
各
活
動
で
育

成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を
明
確
に
し

た
こ
と
に
よ
り
、
今
後
は
、
そ
れ
ら
の

「沼工ＧＰ自己評価」（試行版、記入例）図１

設立	 1939（昭和14）年

形態	 全日制・定時制／機械科、電気科、
電子ロボット科、建築科、都市環
境工学科／共学

生徒数	 １学年約 200人（全日制）

2021年度進路実績（現役のみ）　
国公立大は、長岡技術科学大、鹿児島大に２人が合格。私立大は、
東海大、東京工科大、東京都市大、神奈川工科大、神奈川大な
どに延べ29人が合格。短大・専門学校進学16人。就職143人。

School Profile

「
沼
工
Ｇ
Ｐ
自
己
評
価
」
で

成
長
サ
イ
ク
ル
を
自
分
で
回
す

各
特
別
活
動
で
育
成
し
た
い

資
質
・
能
力
を
明
確
に
し
、一
覧
化

※学校資料をそのまま掲載。上図の全体像は、ベネッセ教育総合研究所
のウェブサイト（https://berd.benesse.jp/）からダウンロードできます。
「HOME →教育情報→高校向け」でご覧ください。

お
勧
め
の
分
掌
▼

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

学
年
団

担
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グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
と
Ｇ
Ｐ
の
作
成

に
着
手
し
た
20
年
度
の
初
め
は
、
臨
時

休
業
と
重
な
っ
た
。
大
半
の
教
師
が
在

宅
勤
務
と
な
る
中
、
渡
森
副
校
長
は
、

新
学
習
指
導
要
領
の
目
的
や
ポ
イ
ン
ト

を
解
説
し
た
職
員
室
通
信
を
３
回
に
わ

た
っ
てG

oogle Classroom

（
＊
４
）

で
配
信
。
教
師
か
ら
の
感
想
や
質
問
も

学
校
全
体
に
共
有
し
た
。

　「
新
学
習
指
導
要
領
で
求
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
を
教
育
活
動
の
中
で
具
現
化
す

る
た
め
に
は
、
教
師
一
人
ひ
と
り
が
そ

の
目
的
を
し
っ
か
り
と
理
解
し
、
意
欲

的
に
取
り
組
む
こ
と
が
鍵
に
な
る
と
考

え
、
配
信
し
ま
し
た
」（
渡
森
副
校
長
）

　
学
校
再
開
後
の
職
員
室
通
信
に
は
、

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
を
実
践

す
る
授
業
を
紹
介
し
、
新
学
習
指
導
要

領
で
求
め
ら
れ
る
授
業
を
具
体
的
に
イ

メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
現
在
は
、

静
岡
県
立
裾す

そ

野の

高
校
、
同
掛か

け
が
わ川
工
業
高

校
と
合
同
の
職
員
室
通
信
を
配
信
し
、

学
校
を
超
え
て
先
進
的
な
授
業
を
共
有

し
て
い
る
。
教
務
部
の
伊い

郷ご
う

明あ
き
と
し敏
先
生

は
、
訪
問
し
な
く
て
も
他
校
の
事
例
を

知
る
こ
と
が
で
き
て
有
益
だ
と
語
る
。

　「
例
え
ば
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
課
題

の
提
示
の
方
法
な
ど
、
本
校
で
は
行
っ

て
い
な
い
工
夫
が
分
か
り
、
自
身
の
授

業
改
善
の
参
考
に
し
て
い
ま
す
」

　
職
員
室
に
は
、
渡
森
副
校
長
が
自
ら

「
デ
ィ
ス
カ
ス
ボ
ー
ド
」（
以
下
、ボ
ー
ド
）

と
名
づ
け
た
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
を
設
置

し
た
。「
進
路
指
導
」「
成
年
年
齢
引
き

下
げ
」
な
ど
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
各

資
質
・
能
力
を
意
識
し
た
活
動
計
画
の

立
案
と
実
施
後
の
振
り
返
り
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。特
別
活
動
の
質
も
、

コ
ン
テ
ン
ツ
重
視
か
ら
コ
ン
ピ
テ
ン

シ
ー
重
視
へ
と
転
換
を
図
っ
て
い
き
ま

す
」（
渡
森
副
校
長
）

　
22
年
度
入
学
生
か
ら
は
、
指
導
要
録

の
特
別
活
動
に
関
す
る
記
入
欄
が
変
更

に
な
る
（
＊
３
）
が
、「
教
育
課
程
編

成
表
」
を
活
用
し
て
活
動
・
学
校
行
事

ご
と
の
評
価
の
観
点
を
設
定
し
、
生
徒

に
も
適
切
に
自
己
評
価
さ
せ
て
い
く
考

え
だ
。

　
ま
た
、
20
年
度
の
臨
時
休
業
の
よ
う

に
、
教
育
活
動
の
精
選
が
必
要
と
な
る

事
態
が
起
き
た
と
し
て
も
、
同
表
を
踏

ま
え
れ
ば
活
動
の
精
選
を
適
切
に
で
き

る
と
、
篠
田
先
生
は
語
る
。

　「
資
源
が
限
ら
れ
る
中
、生
徒
の
様
々

な
資
質
・
能
力
を
育
む
た
め
に
は
、
複

数
の
目
標
の
達
成
を
目
指
せ
る
よ
う
な

活
動
に
絞
る
こ
と
も
必
要
で
す
。
生
徒

も
、
１
つ
の
活
動
で
多
様
な
資
質
・
能

力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
分

か
れ
ば
、
活
動
へ
の
意
欲
が
高
ま
る
の

で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
ま
す
」

＊３　各校が設定した評価の観点を記入した上で、活動・学校行事ごとにその観点に照らし合わせて、十分満足できると判断されれば○印を記入する形式となる。　
＊４　教師が出す課題の管理をサポートするツールで、課題の配信と採点、フィードバックの提供などの機能がある。

新
学
習
指
導
要
領
の
目
的
や
ポ
イ
ン
ト
を

職
員
室
通
信
で
解
説
し
、浸
透
を
図
る

ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー

情
報
共
有
の
ボ
ー
ド
で
同
僚
性
を
醸
成

教
師
の
同
僚
性
を
醸
成
し
、

教
育
の
質
を
高
め
て
い
く

２学年　教育課程編成表　特別活動（抜粋）図２

※学校資料を抜粋して掲載。上図の全体像は、ベネッセ教育総合研究所のウェ
ブサイト（https://berd.benesse.jp/）からダウンロードできます。「HOME →
教育情報→高校向け」でご覧ください。
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今
後
は
、
地
域
連
携
に
一
層
力
を
入

れ
て
い
く
。
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課

程
の
一
環
と
し
て
、
22
年
度
、
学
校
運

営
協
議
会
を
発
足
さ
せ
、
地
域
の
人
々

が
学
校
運
営
に
よ
り
深
く
か
か
わ
る
仕

組
み
を
整
備
す
る
予
定
だ
。

　
そ
し
て
、
高
校
も
地
域
を
構
成
す
る

一
員
と
し
て
、
地
域
学
校
協
働
活
動
へ

の
積
極
的
な
参
画
も
進
め
て
い
く
。
例

え
ば
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
よ

り
、
小
学
校
に
は
児
童
１
人
に
つ
き
１

台
の
端
末
が
配
備
さ
れ
た
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

リ
テ
ラ
シ
ー
が
高
い
同
校
の
生
徒
が
、

放
課
後
の
学
童
ク
ラ
ブ
に
出
向
き
、
小

学
生
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
方
法
を
教
え
る

と
い
っ
た
こ
と
を
検
討
中
だ
。

　「
地
域
の
多
様
な
人
材
を
本
校
に
招

い
て
、
教
育
活
動
を
充
実
さ
せ
る
と
と

も
に
、
生
徒
が
地
域
に
出
て
活
動
し
、

貢
献
す
る
こ
と
で
、
地
域
と
学
校
が
一

体
と
な
っ
て
生
徒
を
育
む
環
境
を
創
出

す
る
と
い
う
構
想
を
描
い
て
い
ま
す
」

（
渡
森
副
校
長
）

　
他
校
と
の
連
携
も
推
進
し
て
い
き
た

い
と
、
渡
森
副
校
長
は
語
る
。

　「
現
在
、各
学
校
が
、ス
ク
ー
ル・ミ
ッ

シ
ョ
ン
や
ス
ク
ー
ル・ポ
リ
シ
ー
を
検
討

教
科
・
学
年
・
分
掌
が
実
施
す
る
取
り

組
み
を
自
由
に
ボ
ー
ド
に
書
き
、
教
師

間
で
共
有
。
さ
ら
に
、
書
か
れ
た
内
容

を
整
理
し
、そ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
ど

の
時
期
に
、
ど
の
よ
う
な
学
習
を
行
っ

て
い
る
の
か
を
俯
瞰
す
る
教
科
横
断
型

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ッ
プ
を
作
成
し
て
い
る
。

今
後
、教
科
・
学
年
・
分
掌
間
で
、取
り

組
み
の
実
施
時
期
や
内
容
を
調
整
し
、

３
年
間
を
見
通
し
た
、
よ
り
系
統
的
な

教
育
活
動
へ
と
深
化
さ
せ
る
予
定
だ
。
　

　「
ボ
ー
ド
に
書
か
れ
た
内
容
を
見
る

と
、
先
生
方
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

工
夫
し
て
活
動
し
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。
自
分
が
担
当
す
る
学
年
や
教

科
、
分
掌
で
は
『
こ
ん
な
こ
と
が
で
き

そ
う
だ
』
と
気
づ
き
、
実
践
す
る
な
ど
、

視
野
を
広
げ
る
ツ
ー
ル
に
な
っ
て
い
ま

す
」（
伊
郷
先
生
）

　
渡
森
副
校
長
は
、
ボ
ー
ド
に
は
同
僚

性
を
醸
成
す
る
目
的
も
あ
る
と
い
う
。

　「
ボ
ー
ド
は
、
教
師
が
日
頃
集
ま
る
場

所
に
設
置
し
ま
し
た
。
隙
間
時
間
に
書

き
込
ま
れ
た
内
容
を
見
な
が
ら
雑
談
し
、

教
師
間
の
つ
な
が
り
が
深
ま
っ
た
り
、

新
た
な
発
想
に
つ
な
が
っ
た
り
す
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」

し
て
い
ま
す
が
、他
校
と
協
力
し
て
そ

う
い
っ
た
教
育
課
題
に
取
り
組
め
ば
、

他
校
の
優
れ
た
や
り
方
を
参
考
に
し
た

り
、考
え
を
よ
り
深
め
た
り
す
る
こ
と

が
で
き
、短
期
間
で
質
の
高
い
方
策
を

策
定
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
ま
す
。
今
後
も
、
市
内
外
の
高
校
と

連
携
し
、
教
育
活
動
に
関
す
る
様
々
な

情
報
の
共
有
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
」

副校長

渡森和彦
わたもり・かずひこ

教職歴34年。同校に赴任して２年目。

教務主任

篠田直弥
しのだ・なおや

教職歴26年。同校に赴任して３年目。
工業（電気）。

教務部

伊郷明敏　

いごう・あきとし

教職歴６年。同校に赴任して２年目。
保健体育科。

ア
ッ
プ
デ
ー
ト

地
域
と
一
体
と
な
っ
て
、生
徒
を
育
む

地
域
か
ら
人
材
を
招
く
と
と
も
に
、

生
徒
が
地
域
に
出
て
貢
献
す
る

新課程に向けて描く
「学校教育デザイン」

お
勧
め
の
分
掌
▼

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

学
年
団

担
任
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５
月
に
実
施
し
た
探
究
学
習
に
関
す

る
第
１
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
教
師
の

課
題
を
「
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
（
探
究
の

意
義
に
関
す
る
理
解
の
不
足
）」、「
ス

キ
ル
（
探
究
の
指
導
に
必
要
な
知
識
、

経
験
の
不
足
）」、「
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
（
探

究
に
深
ま
り
を
与
え
、
次
の
活
動
に
つ

な
げ
る
機
会
の
不
足
）」
の
３
つ
に
整

理
。
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、

教
師
の
役
割
の
明
確
化
や
⽬
的
・
ゴ
ー

ル
イ
メ
ー
ジ
の
共
有
、
ス
キ
ル
に
つ
い

て
は
、
ス
モ
ー
ル
ス
テ
ッ
プ
化
し
た
活

動
内
容
の
提
示
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
に
つ

い
て
は
、
外
部
の
取
り
組
み
の
活
用
な

ど
、
課
題
克
服
の
要
点
を
確
認
し
た
。

　
探
究
学
習
を
テ
ー
マ
と
し
た
２
回
⽬

と
な
る
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
教
師
の

具
体
的
な
困
り
事
の
解
決
に
つ
な
が
る

よ
う
、
参
加
者
へ
の
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト

か
ら
見
え
た
課
題
に
つ
い
て
、
講
師
で

あ
る
有
識
者
か
ら
助
言
を
も
ら
う
と
と

も
に
、全
国
の
実
践
事
例
を
紹
介
し
た
。

合
同
会
社
　

楽
し
い
学
校
コ
ン

サ
ル
タ
ン
トSecond 

代
表

前
田
健
志　

ま
え
だ
・
た
け
し

認
定
特
定
⾮
営
利
活
動
法
⼈

カ
タ
リ
バ

横
⼭
和
毅　

よ
こ
や
ま
・
ま
さ
き

数
多
く
の
学
校
で
探
究
活
動
な
ど
を
サ
ポ
ー
ト
。
⾦
沢

⼤
学
附
属
高
校
（W

W
L

）
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
、
⾦
沢
⼤
学
高
⼤
接
続
コ
ア
・
セ
ン
タ
ー
特
任
助

教
、
福
井
⼤
学
教
職
⼤
学
院
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
リ
サ
ー

チ
ャ
ー
、
仮
想
の
学
校
「
平
和
町
高
校
」
教
諭
。

講
師
紹
介

福
島
県
⽴
ふ
た
ば
未
来
学
園
中
学
校
・
高
校
に
て

学
校
⽀
援
統
括
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
活
動
。

２
０
１
１
年
カ
タ
リ
バ
⼊
職
。
対
話
型
キ
ャ
リ
ア
学
習

授
業
「
カ
タ
リ
場
」
の
事
業
リ
ー
ダ
ー
や
東
北
拠
点
で

実
践
型
探
究
学
習
「
マ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
伴
⾛
な

ど
に
従
事
。

探
究
に
関
す
る
困
り
事
に

有
識
者
が
ア
ド
バ
イ
ス

「総合的な探究の時間」に向けた準備

新学習指導要領の実施が 2022 年度に迫る中、21 年度は、新課程に
向けた計画とその実践を通じた授業と評価の改善が求められる。新
課程初年度に向け、実践事例や解説記事により現場の疑問や課題を
解決し、自校の計画・実践につながる情報を提供する。

テーマ

ウ
ェ
ブ
セ
ミ
ナ
ー
　
新
課
程
１
期
生
入
学
に
向
け
た
学
び
の
設
計
と
実
践
　
第
７
回

⽣
徒
の
や
り
た
い
！
を
引
き
出
す
探
究
的
な
学
び 

実
践
の
第
⼀
歩【
第
２
弾
】

新
学
習
指
導
要
領
の
移
行
措
置
を
受
け
、多
く
の
学
校
が
「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
を
既
に
実
施
し
て
い
る
。
現
在
は
、

２
０
２
２
年
度
入
学
生
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
探
究
的
な
学
び
を
進
め
て
い
く
か
、
各
校
で
そ
の
検
討
が

山
場
を
迎
え
て
い
る
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
ベ
ネ
ッ
セ
教
育
情
報
セ
ン
タ
ー
は
、
探
究
学
習
を
実
践
す
る
上
で
の
現
場

の
悩
み
に
つ
い
て
、
２
人
の
有
識
者
の
経
験
を
基
に
し
た
ア
ド
バ
イ
ス
と
全
国
の
実
践
事
例
か
ら
解
決
策
を
考
え
る
ウ
ェ

ブ
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
た
。

セミナーレポート

イベントアーカイブは
こちらから
ご視聴いただけます

h t t p s : // b h s o . b e n e s s e .
ne.jp/hs_online/shinkatei/
report/210016.html

セミナー動画と事例に関する資料
などをご覧いただけます。

ハイスクールオンライントップページ
＞新課程＞探究　よりチェック！
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　自
分
事
と
捉
え
ら
れ
る
よ
う
な
探
究

テ
ー
マ
を
設
定
す
る
た
め
に
は
、
好
き

な
こ
と
を
探
究
し
て
よ
い
と
い
う
「
心

理
的
安
全
性
」
が
必
要
だ
と
、
前
田
先

生
は
言
う
。
探
究
テ
ー
マ
を
検
討
す
る

過
程
で
、
漫
画
、
ア
イ
ド
ル
な
ど
、
生

徒
の
好
き
な
も
の
が
上
が
っ
た
時
、
そ

れ
を
教
師
が
否
定
し
な
い
こ
と
で
、「
自

分
自
身
を
出
し
て
よ
い
」
と
い
っ
た
安

心
感
に
つ
な
が
り
、「
自
分
事
」
の
問

い
を
生
み
出
す
基
盤
に
な
る
と
い
う
。

そ
の
上
で
、
例
え
ば
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

な
ど
、
身
近
な
事
象
か
ら
、「
何
で
で

き
て
い
る
の
か
」「
ど
の
よ
う
に
作
る

の
か
」「
い
つ
か
ら
あ
る
の
か
」な
ど
と
、

問
い
を
つ
く
る
練
習
を
勧
め
た
。

　横
山
氏
も
、
高
校
生
が
関
心
の
あ
る

　探
究
学
習
の
目
的
が
明
確
で
な
い

と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
終
わ

り
に
な
る
と
、
横
山
氏
は
言
う
。
そ
も

そ
も
、「
調
べ
る
」
と
ひ
と
口
に
言
っ

て
も
、
探
究
テ
ー
マ
に
関
す
る
「
原

因
」「
歴
史
」「
比
較
」「
事
例
」
な
ど
、

実
は
様
々
な
観
点
、
問
い
が
存
在
す

る
。
調
べ
る
際
に
は
、
そ
う
し
た
観
点

を
整
理
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
だ
と
説

明
し
た
。
ま
た
、
横
山
氏
は
、
調
べ
学

習
に
と
ど
ま
っ
て
思
考
の
深
ま
り
が
見

え
に
く
い
生
徒
に
は
、
反
対
意
見
を
集

め
さ
せ
る
の
が
よ
い
と
ア
ド
バ
イ
ス
を

し
た
。
例
え
ば
、
地
域
や
社
会
の
課
題

を
探
究
テ
ー
マ
に
据
え
た
場
合
、
そ
の

課
題
を
解
決
す
る
こ
と
で
、
む
し
ろ

困
っ
て
し
ま
う
人
は
い
な
い
か
を
考
え

事
項
を
出
発
点
に
、「
具
体
的
に
は
？
」

「
起
き
て
い
る
原
因
は
？
」「
関
連
し
そ

う
な
分
野
は
？
」
な
ど
と
、
小
さ
な
問

い
を
重
ね
て
い
く
過
程
で
、
自
分
ら
し

い
問
い
が
生
ま
れ
る
と
説
明
し
た
。

さ
せ
、
そ
の
人
た
ち
に
話
を
聞
く
こ
と

を
提
案
す
る
と
い
っ
た
指
導
が
考
え
ら

れ
る
。
教
師
の
そ
う
し
た
働
き
か
け
に

よ
っ
て
、
生
徒
は
課
題
を
多
角
的
に
見

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
探
究

が
深
ま
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

　両
講
師
が
指
摘
す
る
の
は
、「
生
徒

に『
探
究
学
習
は
調
べ
学
習
で
は
な
い
』

と
言
い
切
る
こ
と
」
の
重
要
性
だ
。
調

べ
学
習
は
、
事
実
を
調
べ
て
整
理
す
れ

ば
終
わ
り
だ
が
、
探
究
学
習
は
、
調
べ

た
こ
と
を
基
に
考
え
る
中
で
新
た
な
問

い
が
生
ま
れ
る
。
そ
の
よ
う
に
、
調
べ

学
習
と
探
究
学
習
の
違
い
を
確
認
さ
せ

る
こ
と
も
重
要
だ
。
前
田
先
生
は
、
生

徒
と
の
信
頼
関
係
を
前
提
に
、「
調
べ

学
習
で
終
わ
っ
て
い
る
生
徒
に
、 『
で
？
』

と
尋
ね
る
と
、
生
徒
自
身
が
深
ま
り
の

な
さ
に
気
づ
く
こ
と
が
あ
る
」
と
、
自

身
の
指
導
経
験
を
披
露
し
た
。

興
味
の
あ
る
事
柄
か
ら

問
い
を
練
り
上
げ
て
い
く

調
べ
学
習
と
探
究
学
習
の

違
い
を
生
徒
に
理
解
さ
せ
る

生
徒
に

「
⾃
分
事
」の
課
題
を

⾒
つ
け
て
ほ
し
い
が
…
…

調
べ
学
習
で
終
わ
っ
て
、

探
究
が
深
ま
ら
な
い

課
題

課
題

実践事例  1

1

2

•

探
究
を
⾃
分
事
と
し
て
捉
え
て
い
る
⽣

徒
が
少
な
い

•

と
り
あ
え
ず
や
っ
て
い
ま
す
と
い
う
⽣

徒
も
少
な
く
な
い

•

探
究
テ
ー
マ
が
な
か
な
か
決
ま
ら
な
い
。

と
に
か
く
時
間
が
か
か
る

•

ス
マ
ホ
を
使
っ
た
調
べ
学
習
し
か
し
て

い
な
い

•

コ
ピ
ー
ア
ン
ド
ペ
ー
ス
ト
を
し
た
り
、
信
頼

性
の
低
い
情
報
を
引
用
し
た
り
し
て
い
る

•

調
べ
学
習
か
ら
の
課
題
発
⾒
・
考
察
へ

向
け
て
の
指
導
が
難
し
い

教師の悩み

教師の悩み

東京都立葛
かつ

飾
しか

野
の

高校は、「Classi×マイプロジェクトサポート
（＊）」に取り組んでいる。探究テーマの検討に先立って、探
究に取り組んだ複数の先輩の事例動画を視聴して、探究の流
れを追体験する。さらに、自分と同じ高校生が探究テーマに
ついての思いを熱く語る様
子を見ることで、自分の興
味・関心から探究テーマを
設定すればよいことを、生
徒は実感する。

先輩の事例動画を視聴して、探究のイメージをつかむ

＊NPO法人カタリバとClassi 株式会社が共同開発した実践型探究学習教材

お
勧
め
の
分
掌
▼

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

学
年
団

担
任
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　探
究
学
習
の
成
果
を
、
論
文
や
ポ
ス

タ
ー
発
表
と
い
っ
た
形
で
ま
と
め
さ
せ

る
学
校
は
多
い
。
そ
の
中
で
、
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
の
よ
り
よ
い
形
を
模
索
し
て
い

る
学
校
も
少
な
く
な
い
。

　横
山
氏
は
、「
探
究
学
習
の
ゴ
ー
ル

は
、よ
い
発
表
を
す
る
こ
と
で
は
な
い
。

自
分
自
身
の
成
長
・
変
化
を
自
分
の
言

　専
門
の
教
師
が
い
な
い
「
総
合
的
な

探
究
の
時
間
」
で
は
、
探
究
学
習
に
熱

葉
で
語
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
一
番

大
切
だ
」と
指
摘
す
る
。そ
の
上
で
、「
よ

い
発
表
」
の
定
義
は
、
何
を
目
的
と
し

た
探
究
学
習
な
の
か
、
発
表
を
聞
い
て

い
る
の
は
誰
か
（
生
徒
、
教
師
、
大
学

教
授
、
民
間
企
業
な
ど
）
な
ど
、
評
価

基
準
や
評
価
者
に
よ
っ
て
変
わ
っ
て
く

る
と
語
っ
た
。
そ
の
た
め
、
発
表
を
評

価
す
る
場
合
、
生
徒
に
対
し
て
は
、「
発

表
に
お
け
る
基
準
で
の
評
価
結
果
で

あ
っ
て
、
探
究
学
習
そ
の
も
の
の
評
価

心
な
教
師
に
負
担
が
集
中
し
て
し
ま
う

こ
と
も
あ
る
。
そ
う
し
た
状
況
を
改
善

す
る
た
め
に
、
前
田
先
生
は
、「
教
師

間
の
人
間
関
係
の
構
築
」を
強
調
す
る
。

探
究
学
習
に
限
ら
ず
、
日
々
の
教
育
活

と
は
異
な
る
こ
と
を
伝
え
る
こ
と
が
重

要
」「
評
価
基
準
を
明
確
に
示
さ
な
い

と
、
発
表
後
、
生
徒
に
も
や
も
や
し
た

思
い
が
残
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
」

と
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
た
。

　探
究
学
習
で
は
な
ぜ
発
表
と
い
う
機

会
を
設
け
て
い
る
の
か
、
発
表
は
何
を

目
的
と
し
て
、
誰
に
、
何
を
伝
え
る
の

か
、
ど
の
よ
う
な
発
表
手
段
が
効
果
的

だ
と
考
え
ら
れ
る
の
か
を
、
生
徒
自
身

に
整
理
さ
せ
て
か
ら
発
表
の
準
備
に
取

り
組
ま
せ
る
こ
と
が
重
要
だ
ろ
う
。
そ

の
た
め
に
は
、
ま
ず
は
教
師
か
ら
、
発

表
の
場
を
通
じ
て
何
を
考
え
、
学
ん
で

ほ
し
い
の
か
を
生
徒
に
伝
え
る
こ
と
が

欠
か
せ
な
い
。
横
山
氏
は
、「
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ラ
ー
ニ
ン
グ
へ
の

発
想
の
転
換
が
必
要
。先
生
方
自
身
が
、

最
終
的
な
発
表
の
質
で
は
な
く
、
そ
の

発
表
に
至
る
ま
で
の
思
考
の
深
ま
り

や
、
準
備
を
通
し
た
成
長
に
価
値
を
置

い
て
ほ
し
い
」
と
訴
え
た
。

　な
お
、
発
表
を
生
徒
に
と
っ
て
よ
り

よ
い
経
験
と
す
る
た
め
に
は
、
外
部
の

コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
も
有
効
に
活
用
す
る

と
よ
い
と
、
横
山
氏
は
指
摘
し
た
。
外

部
コ
ン
テ
ス
ト
の
活
用
は
、
教
師
に

と
っ
て
は
発
表
の
場
づ
く
り
に
か
か
る

負
担
の
軽
減
に
も
つ
な
が
る
。

発
表
の
質
よ
り
も

思
考
の
深
ま
り
を
重
視

外
部
リ
ソ
ー
ス
を
活
用
す
る

仕
組
み
づ
く
り
を

発
表
な
ど
、⽣
徒
の

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
場
は

ど
の
よ
う
に
つ
く
る
？

特
定
の
教
師
に

負
担
が
か
か
る
。

忙
し
く
て
対
応
で
き
な
い

課
題

課
題

実践事例  2

3

4

•

発
表
会
が
ゴ
ー
ル
で
終
わ
っ
て
し
ま
う

•

調
べ
た
だ
け
で
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
や
問

題
意
識
を
⾒
い
だ
せ
る
こ
と
が
少
な
い

•

発
表
に
向
け
た
準
備
が
、
教
師
の
負
担

に
な
っ
て
い
る

•

教
師
間
で
取
り
組
み
へ
の
温
度
差
や
指

導
⼒
の
差
が
⼤
き
い

•

研
修
を
企
画
し
て
も
、
多
忙
を
⼝
実
に

参
加
し
て
も
ら
え
な
い

•

探
究
担
当
者
の
負
担
が
⼤
き
く
、
教
師

全
体
の
指
導
の
レ
ベ
ル
が
上
が
ら
な
い

教師の悩み

教師の悩み

愛媛県・私立聖カタリナ学園高校で
は、８月に開催された「全国高校生
マイプロジェクトフェス in Summer」
を中間発表の場として活用した。参
加した生徒たちは、他者からのアド
バイスを得ることで、自らの探究を
見つめ直し、軌道修正をする。また、
各学期末には、「マイプロジェクトルー
ブリック」を基にした振り返りと面談
を実施。自分がどのような成長をし
ているのかを実感させ、次のアクショ
ンを考えさせる機会にしている。

中間発表の場を設け、
ルーブリックで成長を実感
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前
田
先
生
は
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
作
成

で
意
識
し
た
い
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、「
自

分
が
生
徒
だ
っ
た
ら
、
こ
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
で
学
び
た
い
か
を
常
に
自
分
自
身

に
問
い
、
自
分
が
し
た
く
な
い
こ
と
を

無
理
に
入
れ
込
ま
な
い
」
こ
と
を
挙
げ

た
。
そ
の
上
で
、「
探
究
学
習
に
も
停

滞
期
、
つ
ま
ず
き
が
あ
る
こ
と
を
想
定

し
、
そ
の
時
期
に
生
徒
の
意
欲
を
高
め

る
起
爆
剤
と
な
る
活
動
を
用
意
し
て
お

き
た
い
」
と
語
っ
た
。

　
探
究
学
習
は
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

や
生
徒
同
士
の
対
話
が
重
要
な
活
動
と

な
る
た
め
に
コ
ロ
ナ
禍
で
大
き
な
影
響

を
受
け
た
教
育
活
動
だ
。
そ
う
し
た
予

測
困
難
な
事
態
の
発
生
も
念
頭
に
、
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
に
余
白
を
つ
く
っ
て
お
く
こ

と
の
大
切
さ
も
前
田
先
生
は
指
摘
し
た
。

同
時
に
、「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
だ

け
で
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
考
え
る
の
で
は

な
く
、
す
べ
て
の
教
育
活
動
を
俯
瞰
し
、

生
徒
が
無
理
な
く
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
学

ん
で
い
る
か
、
学
校
と
し
て
の
１
年
間

の
リ
ズ
ム
に
合
っ
た
形
に
な
っ
て
い
る

か
を
確
認
し
な
が
ら
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

組
む
こ
と
の
重
要
性
な
ど
を
訴
え
た
。

　
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
立
案
で
は
、
学
校

と
し
て
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
、

ス
ク
ー
ル
・
ポ
リ
シ
ー
を
踏
ま
え
る
こ

と
も
求
め
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
観
点
に

つ
い
て
は
、
後
日
開
催
し
た
「
探
究
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
制
作
勉
強
会
」
に
て
紹
介

さ
れ
て
い
る
の
で
、
ア
ー
カ
イ
ブ
を
ご

覧
い
た
だ
き
た
い
。

動
の
気
づ
き
に
つ
い
て
、
気
軽
に
対
話

で
き
る
雰
囲
気
を
つ
く
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
。
ま
た
、
探
究
学
習
を
推
進
す

る
リ
ー
ダ
ー
的
存
在
の
教
師
に
つ
い
て

は
、「
自
分
が
し
っ
か
り
し
な
く
て
は

と
、
完
璧
な
形
を
目
指
し
て
し
ま
い
が

ち
だ
が
、
実
は
多
少
の
『
隙
』
が
、
人

を
巻
き
込
む
上
で
は
ポ
イ
ン
ト
と
な

る
。
周
囲
は
、
ち
ょ
っ
と
心
配
だ
か
ら

助
け
て
あ
げ
よ
う
、
一
緒
に
や
っ
て
あ

げ
よ
う
と
思
う
も
の
だ
」と
、リ
ー
ダ
ー

と
し
て
の
「
助
け
て
も
ら
う
力
」
の
重

要
性
を
語
っ
た
。

　
横
山
氏
は
、「
す
べ
て
を
学
校
で
完

結
し
よ
う
と
せ
ず
、
外
部
リ
ソ
ー
ス
を

活
用
す
る
こ
と
が
教
師
の
負
担
軽
減
に

つ
な
が
る
」と
説
明
。「
そ
の
た
め
に
は
、

メ
デ
ィ
ア
を
利
用
し
た
い
。
プ
レ
ス
リ

リ
ー
ス
を
積
極
的
に
出
す
こ
と
で
、
地

元
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
、 

そ
れ

を
見
た
外
部
の
人
た
ち
か
ら
問
い
合
わ

せ
が
入
り
、
サ
ポ
ー
ト
に
つ
な
が
る

ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
」
と
ア
ド
バ
イ

ス
を
し
た
。
横
山
氏
に
よ
る
と
、
地
域

サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
と
い
う
登
録
制
度
を

つ
く
り
、
同
制
度
に
登
録
し
て
い
る
大

人
に
、
生
徒
が
直
接
連
絡
を
取
れ
る
仕

組
み
を
持
つ
学
校
も
あ
る
と
い
う
。

「探究カリキュラム制作勉強会」アーカイブ
https://bhso.benesse.ne.jp/hs_online/shinkatei/report/210017.html
カリキュラム制作を効率的に進めるポイントを6ステップで解説するセミナーを開催しました。

ハイスクールオンライントップページ＞新課程＞探究　よりチェック！

新課程に関する情報は、『ハイスクールオンライン』でお届けします！
• 新教育課程の参考になる特設コーナーを設置　• 過去のオンラインセミナーのアーカイブ動画・資料などを掲載

『ハイスクールオンライン』 トップページ＞新課程からアクセス

生
徒
の
立
場
に
立
っ
た

無
理
の
な
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は

ど
う
組
め
ば
よ
い
？

課
題

5

•

ど
の
よ
う
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
組
め
ば

よ
い
か
知
り
た
い

•

⽣
徒
た
ち
の
探
究
が
深
ま
る
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か

•

３
年
間
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
ど
の
よ
う

に
組
め
ば
よ
い
か

教師の悩み

https://bhso.benesse.ne.jp/hs_online/shinkatei/index.shtml
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岡
山
県
倉
敷
市
の
東
部
に
位
置
す
る
私
立
倉
敷
高

校
は
、
女
子
校
か
ら
の
共
学
化
、
普
通
科
の
設
置
、

福
祉
や
情
報
処
理
な
ど
の
コ
ー
ス
増
設
な
ど
、
地
域

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
な
が
ら
歴
史
を
重
ね
て
き
た
。
そ

う
し
た
中
、
十
数
年
前
、
大
き
な
課
題
に
直
面
し
た
。

清
水
俊
和
先
生
は
、
当
時
を
次
の
よ
う
に
振
り
返
る
。

　「
本
校
は
、
多
様
な
学
力
層
の
生
徒
を
迎
え
入
れ
、

学
力
を
し
っ
か
り
育
ん
で
社
会
に
送
り
出
す
こ
と
で
、

地
域
の
信
頼
を
得
て
き
ま
し
た
。
そ
の
信
頼
に
応
え

よ
う
と
、
学
校
と
し
て
さ
ら
に
飛
躍
す
る
べ
く
、
７

年
前
、
難
関
大
学
へ
の
進
学
指
導
に
も
力
を
入
れ
始

め
た
の
で
す
。し
か
し
、他
の
進
学
校
と
の
違
い
を
う

ま
く
打
ち
出
せ
ず
、入
学
者
数
は
低
迷
し
ま
し
た
。以

前
は
本
校
を
受
験
し
て
い
た
層
も
離
れ
て
い
き
、
全

校
生
徒
数
は
５
０
０
人
程
度
ま
で
減
少
し
ま
し
た
」

　
そ
の
後
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
導
入
や
生
徒
指
導
の
徹

底
、
資
格
・
検
定
試
験
対
策
の
強
化
、
国
公
立
大
学

へ
の
進
学
指
導
な
ど
を
次
々
に
推
進
。
校
舎
の
建
て

替
え
な
ど
、
学
習
環
境
も
整
備
し
た
。
そ
れ
ら
の
改

革
が
実
り
、
数
年
間
で
全
校
生
徒
数
は
１
０
０
０
人

台
に
回
復
し
た
。

　
次
の
一
手
と
し
て
２
０
１
９
年
度
に
始
め
た
の
が
、

学
校
改
革「
倉
敷
ク
エ
ス
ト
」だ
。
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン

事
業
部
長
の
井
上
茂
彦
先
生
は
、
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
ど
の
よ
う
な
生
徒
を
育
て
た
い
の
か
、
そ
の
た

め
に
学
校
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
と
い
っ
た
目
標
が
定

ま
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
、
過
去
の
低
迷
の
一
因

で
も
あ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
学
校
が

目
指
す
姿
を
明
確
に
し
、『
倉
敷
ク
エ
ス
ト
』
を
推
進

し
て
い
き
ま
し
た
」

　「
倉
敷
ク
エ
ス
ト
」は
、18
年
度
に
赴
任
し
た
守
安

大ひ
ろ

樹き

専
務
理
事
が
打
ち
出
し
た
学
校
改
革
の
総
称

だ
。「
よ
い
教
師
は
、
生
徒
や
保
護
者
だ
け
で
な
く
、

地
域
も
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
守
安
専
務

変
革
の

目
指
す
べ
き
生
徒
像
・
学
校
像
を
打
ち
出
し
、

地
域
の
信
頼
に
応
え
て
い
く

背
景

学校概要

◎設立	 1960（昭和35）年
◎形態	 全日制／普通科・商業科／共学
◎生徒数	 １学年約 350人
◎2021年度入試合格実績（現役のみ）　国公立大
は、岡山大、徳島大、香川大、下関市立大、高知工
科大などに９人が合格。私立大は、中央大、京都産
業大、立命館大、龍谷大、関西大、近畿大、関西
学院大、甲南大、松山大などに延べ167人が合格。

No.277
指導変革の軌跡

岡
山
県
・
私
立
倉
敷
高
校

ス
ク
ー
ル・ミ
ッ
ション
に
基
づ
く
学
校
改
革

「
倉
敷
ク
エ
ス
ト
」に
よ
る
組
織
・
教
育
改
革
で
、

地
域
に
貢
献
で
き
る
主
体
的
な
生
徒
の
育
成
を
目
指
す

事
業
部
制
を
導
入
し
、

教
師
自
身
が
学
科
・
コ
ー
ス
の
特
色
を
追
究

変
革
の
一
手
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理
事
の
信
念
の
下
、「
生
徒
が
学
ぶ
楽
し
さ
、
主
体

的
な
活
動
か
ら
得
る
自
己
肯
定
感
、
何
事
も
や
り
遂

げ
る
体
験
を
重
視
し
た
教
育
活
動
に
よ
り
、
生
徒
と

教
師
が
と
も
に
成
長
し
、
さ
ら
に
地
域
の
発
展
に
も

　
全
校
共
通
の
改
革
も
、
次
々
と
実
行
し
た
。

　
ま
ず
、
固
定
担
任
制
を
廃
止
し
、
事
業
部
内
の
教

師
が
チ
ー
ム
を
組
み
、
輪
番
で
各
ク
ラ
ス
の
ホ
ー
ム

ル
ー
ム
を
担
当
す
る
「
担
任
グ
ル
ー
プ
制
」
を
導
入
。

そ
う
す
る
こ
と
で
、
複
数
の
教
師
の
目
で
生
徒
を
見

取
れ
る
よ
う
に
し
た
。
二
者
面
談
・
三
者
面
談
な
ど

の
際
は
、
生
徒
が
、
自
身
の
成
長
の
た
め
に
は
、
ど

の
教
師
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
必
要
か
を
考
え
、
面

談
相
手
の
教
師
を
指
名
で
き
る
よ
う
に
し
、
生
徒
一

人
ひ
と
り
に
合
っ
た
指
導
を
す
る
体
制
を
実
現
し
た
。

　
商
業
科
中
心
だ
っ
た
資
格
・
検
定
試
験
の
受
験
支

援
も
、
学
校
全
体
で
取
り
組
む
。
放
課
後
や
土
曜
日

に
、
全
校
生
徒
対
象
の
各
種
資
格
・
検
定
試
験
の
対

策
講
座
を
開
講
。
普
通
科
の
生
徒
も
、
学
校
推
薦
型

選
抜
や
総
合
型
選
抜
に
備
え
ら
れ
る
体
制
と
し
た
。

　
最
も
大
き
な
改
革
は
、
単
元
ご
と
に
学
習
内
容
の

到
達
度
を
確
認
す
る
ユ
ニ
ッ
ト
・
モ
ジ
ュ
ー
ル
（
以

下
、Ｕ
＆
Ｍ
）
の
導
入
だ
。
普
通
科・商
業
科
と
も
に
、

年
５
回
行
っ
て
い
た
定
期
考
査
を
廃
止
し
、
各
教
科・

科
目
が
設
定
す
る
Ｕ
＆
Ｍ
単
元
ご
と
に
モ
ジ
ュ
ー
ル

テ
ス
ト
を
実
施
し
、
学
習
評
価
の
材
料
と
し
て
い
る
。

　
教
科
・
科
目
ご
と
に
年
間
授
業
計
画
を
作
成
し
、

各
学
期
で
学
ぶ
単
元
、
取
り
扱
う
内
容
、
習
得
目
標
、

評
価
規
準
、
例
題
な
ど
を
明
記
し
、
学
校
内
外
に
公

貢
献
す
る
」
こ
と
を
ス
ク
ー
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
掲

げ
て
、
19
年
度
か
ら
改
革
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

　
改
革
の
基
盤
は
、
組
織
改
革
だ
。「
普
通
科
特
進

コ
ー
ス
」「
普
通
科
総
合
探
究
コ
ー
ス
」「
商
業
科
」

の
独
自
性
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
科
の
教
師
が
主
体
的
に

打
ち
出
せ
る
よ
う
、
独
立
し
た
事
業
部
に
位
置
づ
け

た（
図
１
）。
全
校
で
推
進
す
る
取
り
組
み
も
あ
る
が
、

基
本
的
に
は
、
各
科
・
各
コ
ー
ス
の
教
育
内
容
や
テ

ス
ト
の
実
施
時
期
、
修
学
旅
行
な
ど
の
学
校
行
事
の

内
容
や
実
施
時
期
な
ど
を
、
事
業
部
ご
と
に
検
討
・

実
施
で
き
る
よ
う
、
各
事
業
部
に
決
定
権
を
持
た
せ

た
。
商
業
事
業
部
長
の
髙
山
五
月
先
生
は
、
次
の
よ

う
に
述
べ
る
。

　「
学
校
行
事
な
ど
は
か
つ
て
、
生
徒
数
の
多
い
普
通

科
に
日
程
や
内
容
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
多
く
、
学
科

や
コ
ー
ス
の
独
自
性
を
発
揮
し
に
く
い
部
分
が
あ
り

ま
し
た
。
各
事
業
部
に
決
定
権
が
あ
る
こ
と
で
、
例

え
ば
、
資
格
・
検
定
試
験
の
日
を
考
慮
し
て
学
校
行

事
の
日
程
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
教
育
活
動
を
柔
軟
に
組
め
る
よ
う
に
な
り
、

学
科
・
コ
ー
ス
の
特
色
を
出
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
」

　
22
年
度
の
各
学
科
・
各
コ
ー
ス
の
年
間
計
画
は
、

事
業
部
ご
と
に
策
定
。
将
来
的
に
は
、
事
業
部
長
に

教
頭
並
み
の
権
限
を
持
た
せ
て
、
入
学
式
・
卒
業
式

以
外
の
学
校
行
事
は
事
業
部
ご
と
に
行
い
、
生
徒
募

集
や
予
算
編
成
な
ど
で
も
権
限
委
譲
す
る
こ
と
を
検

討
し
て
い
る
。

◎事業部制の導入
学科・コース別に３つの事業部を設置し、
教育活動の決定権を持たせる。

◎担任グループ制の導入
クラス担任を固定せず、事業部に所属する教師が輪
番で、事業部内のクラスのホームルームを担当。生
徒は希望する教師と二者・三者面談ができる。

◎全学科で資格・検定試験の受験を支援
全学科の生徒を対象に、放課後や土曜日に資格・検
定試験の対策講座を実施。

◎定期考査を廃止し、モジュールテストを導入
定期考査を廃止し、各教科が設定した単元ごとにモ
ジュールテストを実施し、学習評価の材料にする。

◎県内の12大学・短期大学と連携
大学・短期大学と連携した探究学習を実施。単位互
換制度や、入学金が免除となる指定校制の学校推薦
型選抜の制度を設ける。

特進国大（Ｓ）コース

ビジネス探究コース

総合探究コース
•進学・グローバル系
•こども保育系
•アート・デザイン系
•医療・福祉系
•調理・パティシエ系
•ＩＴ・プログラミング系

普通科
特進事業部

商業事業部

普通科
総合事業部

特進アドバンス（Ａ）コース

ビジネス創造コース

進学チャレンジコース

全
学
科
で
定
期
考
査
を
廃
止
し
、

モ
ジ
ュ
ー
ル
テ
ス
ト
を
導
入

図１	「倉敷クエスト」での主な改革

※学校資料を基に編集部で作成。
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開
し
て
い
る
（
図
２
）。
普
通
科
特
進
事
業
部
長
の

古
市
展の

り

久ひ
さ

先
生
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　「
Ｕ
＆
Ｍ
で
は
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
到
達
度
を
こ

ま
め
に
確
認
す
る
の
で
、
つ
ま
ず
き
を
早
期
に
発
見

し
、
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
習

熟
度
別
ク
ラ
ス
も
柔
軟
に
編
成
し
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
授
業
計
画
を
公
表
す
る
こ
と
で
、
教
科
を
超
え

た
情
報
共
有
と
相
互
理
解
が
進
ん
で
い
ま
す
。
各
教

科
の
進
度
や
到
達
度
を
見
な
が
ら
、『
今
の
進
度
で
、

次
の
模
擬
試
験
に
間
に
合
う
の
か
』『
こ
の
科
目
の
到

達
度
を
上
げ
る
た
め
に
、
補
習
を
し
た
方
が
よ
い
の

で
は
な
い
か
』な
ど
と
、教
科
を
超
え
て
踏
み
込
ん
だ

話
を
し
、
そ
れ
が
授
業
改
善
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
」

　
Ｕ
＆
Ｍ
で
は
、
直
前
の
単
元
で
学
習
し
た
内
容
が

テ
ス
ト
の
出
題
範
囲
と
な
る
の
で
、
生
徒
は
学
習
が

し
や
す
く
な
っ
た
。
中
学
校
時
代
は
、
定
期
考
査

に
向
け
て
ど
こ
か
ら
学
習
す
れ
ば
よ
い
の
か
分
か
ら

な
か
っ
た
と
い
う
生
徒
が
、
モ
ジ
ュ
ー
ル
テ
ス
ト
で

少
し
で
も
高
得
点
を
取
り
た
い
と
学
習
に
励
ん
だ
結

果
、
学
力
が
上
が
っ
た
。

　「
学
習
が
苦
手
だ
っ
た
生
徒
が
、
主
体
的
に
学
習

を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
大
き
な
一
歩
で
す
。
テ

ス
ト
の
点
数
が
上
が
る
こ
と
で
、
や
れ
ば
で
き
る
と

い
う
自
己
肯
定
感
に
つ
な
が
り
、
学
び
続
け
る
意
欲

を
生
ん
で
い
ま
す
」（
髙
山
先
生
）

　
運
営
上
の
課
題
は
、
作
問
の
効
率
化
だ
。
教
科
に

よ
っ
て
は
、
年
間
の
テ
ス
ト
回
数
が
20
～
30
回
に
な
る

上
、
テ
ス
ト
は
授
業
中
に
行
う
た
め
、
複
数
の
ク
ラ
ス

を
受
け
持
つ
教
師
は
、
テ
ス
ト
が
生
徒
間
で
広
ま
る
こ

と
を
想
定
し
て
、
同
じ
単
元
の
テ
ス
ト
を
複
数
パ
タ
ー

ン
作
成
す
る
必
要
が
あ
る
。
作
問
の
負
担
軽
減
を
図

る
た
め
、
事
業
部
制
の
利
点
を
生
か
し
、
科
や
コ
ー

高
大
接
続
担
当

清
水
俊
和　
し
み
ず
・
と
し
か
ず

教
職
歴
24
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
24
年
目
。

理
科
。

普
通
科
総
合
事
業
部
長

浅
井
克
憲　
あ
さ
い
・
か
つ
の
り

教
職
歴
20
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
５
年
目
。

地
理
歴
史
・
公
民
科
。

普
通
科
特
進
事
業
部
長

古
市
展
久　
ふ
る
い
ち
・
の
り
ひ
さ

教
職
歴
16
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。

英
語
科
。

ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
事
業
部
長

井
上
茂
彦　
い
の
う
え
・
し
げ
ひ
こ

教
職
歴
14
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
６
年
目
。

英
語
科
。

商
業
事
業
部
長

髙
山
五
月　
た
か
や
ま
・
さ
つ
き

教
職
歴
36
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
28
年
目
。

商
業
科
。

短
期
ス
パ
ン
の
モ
ジ
ュ
ー
ル
テ
ス
ト
が

生
徒
の
学
習
意
欲
を
高
め
る

図2	 2020 年度　商業科　１学年「数学Ⅰ」授業計画（抜粋）

学
期

単元
取扱内容 時

数
総
時
数

内容 習得目標

内容 題材 例題 Ⅰ（概ね評定３） Ⅱ（概ね評定４） Ⅲ（概ね評定５）

２
学
期

第
１
章
　
数
と
式
　
第
２
章
　
集
合
と
命
題

第
１
節
　
数
と
式
　
第
２
節
　
一
次
不
等
式

１　因数分解
•第１学期の復習
　（課題テスト）	
•たすきがけによる
　因数分解
•いろいろな因数
分解

３ ３

内容

•因数分解の基本
①中学校レベルの内容
②公式の理解
→意味の理解と基本的な計
算ができる

•基礎力の確認
①高校レベルの内容
②やや難しい因数分解
→意味の理解と計算ができる

•発展内容とその応用
→派生的な内容の理解、入試
レベル。

例題

（１）2xy-2yを因数分解しな
さい。（中学校レベル）
（２）因数分解の公式を書きな
さい。（P21-23の公式）

（１）置き換えの工夫の問題　
P24・練 22
（２）項の組み合わせの工夫　
P24	・練 23

（１）１つの文字に着目して解く
問題　P25・練 24、25
（２）センター試験　基本レベ
ル（別途問題準備）

問題	 •教科書の問題が解ける •教科書の問題が解ける •発展内容の問題が解ける

２　実数
・実数の種類

３ ６ 内容
•実数の意味の理解
①自然数と整数　②有理数

•実数と数直線の理解
①実数のすべての区分ができ

•発展内容とその応用・平方
根の計算

※学校資料を基に編集部で作成。
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ス
ご
と
に
テ
ス
ト
週
間
を
設
け
る
こ
と
を
検
討
中
だ
。

　
モ
ジ
ュ
ー
ル
テ
ス
ト
に
対
す
る
教
師
の
意
識
の
差

も
課
題
だ
と
、
普
通
科
総
合
事
業
部
長
の
浅
井
克
憲

先
生
は
語
る
。

　「
Ｕ
＆
Ｍ
は
、
家
庭
学
習
時
間
の
増
加
や
学
習
習

慣
の
定
着
に
つ
な
げ
る
こ
と
も
目
的
の
１
つ
で
す
。

し
か
し
、
定
期
考
査
を
行
っ
て
い
た
時
の
よ
う
に
、

授
業
中
に
プ
リ
ン
ト
を
配
布
し
て
テ
ス
ト
対
策
を
す

る
教
師
も
い
ま
す
。
Ｕ
＆
Ｍ
と
モ
ジ
ュ
ー
ル
テ
ス
ト

の
目
的
を
い
ま
一
度
共
有
す
る
こ
と
で
、
意
識
の
差

を
解
消
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　「
高
大
接
続
３
＋
４
」（
高
校
３
年
間
＋
大
学
４
年

間
）
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
大
学
と
の
学
び
の
連
続
性

を
担
保
す
る
仕
組
み
づ
く
り
も
進
め
て
い
る
。
既
に
、

県
内
の
12
大
学
・
短
期
大
学
と
連
携
し
、
単
位
互
換

制
度
や
、
入
学
金
が
免
除
と
な
る
指
定
校
制
の
学
校

推
薦
型
選
抜
の
制
度
を
設
け
た
。

　
普
通
科
の
総
合
探
究
コ
ー
ス
で
は
、
連
携
す
る
大

学
・
短
期
大
学
の
協
力
の
下
、
１・２
年
次
に
「
Ｉ
Ｑ

ゼ
ミ
」
を
実
施
し
て
い
る
。
１
年
次
は
、
連
携
先
の

大
学
・
短
期
大
学
の
大
学
説
明
会
な
ど
に
参
加
し
て
、

進
路
意
識
を
高
め
る
と
と
も
に
、
各
大
学
・
短
期
大

学
で
学
べ
る
こ
と
や
卒
業
後
の
進
路
に
つ
い
て
知
る

こ
と
で
、
自
分
の
進
路
を
広
い
視
野
か
ら
考
え
、
２

年
生
に
進
級
す
る
前
に
、
希
望
進
路
に
適
し
た
系
列

を
選
択
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　
２
年
次
は
、
各
系
列
の
中
で
少
人
数
の
グ
ル
ー
プ

を
作
り
、
生
徒
自
身
が
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
探
究
学

習
を
行
う
。
そ
の
過
程
で
、
連
携
先
の
大
学
・
短
期

大
学
の
教
員
か
ら
指
導
を
受
け
る
こ
と
も
可
能
に
し

た
。
生
徒
か
ら
「
Ａ
大
学
の
Ｂ
先
生
に
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
た
い
」
と
い
っ
た
要
望
を
受
け
て
、
連
携
先

と
調
整
を
図
っ
て
い
る
。

　
３
年
次
に
は
、
生
徒
の
希
望
進
路
に
よ
り
直
結
す

る
活
動
を
行
う
。
例
え
ば
、
ア
ー
ト
・
デ
ザ
イ
ン
系

で
は
、
倉
敷
芸
術
科
学
大
学
か
ら
、
同
校
で
行
う
卒

業
作
品
の
制
作
・
展
示
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
た
り
、
こ
ど
も
保
育
系
で
は
、
生
徒
が
中
国
学
園

大
学
附
属
の
認
定
こ
ど
も
園
を
訪
問
し
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
劇
を
披
露
し
た
り
し
た
。
各
大
学
が
実
施
す
る
高

校
生
対
象
の
講
座
の
受
講
を
推
奨
す
る
ほ
か
、
進
学

が
決
ま
っ
た
大
学
の
科
目
を
受
講
し
て
単
位
の
先
取

り
を
行
う
生
徒
も
い
る
。

　「
将
来
の
夢
や
志
望
が
明
確
に
な
れ
ば
、
生
徒
は

お
の
ず
と
学
び
に
向
か
い
ま
す
。
生
徒
の
心
に
火
を

つ
け
る
の
が
、
教
師
の
仕
事
の
１
つ
で
す
。
高
校
３

年
間
で
で
き
る
だ
け
、
生
徒
が
学
校
外
の
人
と
触
れ

合
い
、
活
動
し
て
、
刺
激
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
大
学
や
社
会
で
経
験
を
積
む
う
ち
に
、
花

開
く
も
の
が
あ
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
」（
浅
井
先
生
）

　「
倉
敷
ク
エ
ス
ト
」
が
始
動
し
て
約
３
年
。
生
徒
は

主
体
的
に
進
路
を
考
え
、
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

「
国
公
立
大
学
の
個
別
学
力
検
査
の
対
策
を
し
て
ほ

し
い
」と
、特
進
コ
ー
ス
の
生
徒
か
ら
声
が
上
が
っ
た

こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
放
課
後
補
習
で
対
策
講
座
を

実
施
。生
徒
は
、友
人
と
協
力
し
な
が
ら
難
問
に
取
り

組
ん
だ
。
商
業
科
で
は
、
資
格
・
検
定
試
験
を
積
極

的
に
受
験
し
、
取
得
し
た
資
格
を
生
か
し
て
国
公
立

大
学
に
合
格
す
る
生
徒
が
増
え
て
い
る
。

　
授
業
計
画
を
公
表
し
て
教
育
の
透
明
性
を
高
め
た

こ
と
や
、
学
校
に
満
足
し
て
い
る
子
ど
も
の
姿
か
ら
、

保
護
者
の
学
校
へ
の
信
頼
感
も
高
ま
っ
た
。
Ｐ
Ｔ
Ａ

が
学
校
説
明
会
に
参
加
し
、
中
学
生
の
保
護
者
に
同

校
の
よ
さ
を
伝
え
る
姿
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　「
倉
敷
で
生
ま
れ
、
育
ち
、
学
び
、
地
域
に
貢
献

す
る
人
づ
く
り
を
す
る
こ
と
が
、
私
た
ち
の
最
大
の

目
標
で
す
。
本
校
で
は
そ
れ
を
、『
学
び
の
地
産
地
消
』

と
呼
ん
で
い
ま
す
。
本
校
が
地
域
の
人
々
を
つ
な
ぐ

役
割
を
果
た
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
、
倉
敷
と
い
う
立
地
を
生
か
し
て
、
学
校

の
魅
力
を
高
め
る
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
、
生
徒
や

保
護
者
と
と
も
に
追
究
し
て
い
き
ま
す
」（
井
上
先
生
）

指導変革の 岡山県・私立倉敷高校軌跡

変
革
の
　
　
　
・

成
果

展
望

子
ど
も
の
成
長
を
実
感
し
た

保
護
者
が
、
学
校
の
応
援
団
に

県
内
の
12
大
学
・
短
期
大
学
と
連
携
し
、

「
高
大
接
続
３
＋
４
」
を
推
進

お
勧
め
の
分
掌
▼

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

学
年
団

担
任
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コロナ禍で孤立した生徒たちを
学年団一丸となったきめ細かな面談で支える

沖縄県立開邦高校　２学年団

校訓「開邦雄飛」は、「邦を開き世界に羽ば
たく人材を育成する」の理念の下、生徒が県
内のみならず、国内外で活躍することを願い、
創立 20 年目の2005年に制定した。2016
年度には、これまでの理数科・英語科をさら
に発展させるべく、生徒が主体的に探究しな
がら論理的思考力や表現力を高める専門学科「学術探究科」を設置。同科
では、２年次に学術文科または学術理科のいずれかの学科を選択する。芸
術科は、音楽コースと美術コースを設置。また、16年には開邦中学校が
設置され、併設型中高一貫校となった。

臨時休業下に入学し、高校生
としての学習スタイルの定着
や、生徒同士の人間関係の
構築が十分にできないまま高
校生活をスタートさせた生徒
たちを、学年団の教師たちは、
きめ細かな面談で支えていく
ことを決意した。

設立　1986（昭和61）年
形態　全日制／学術探究科、芸術科／共学
生徒数　１学年約 240人
2021年度入試合格実績（現浪計）　国公立大は、東京藝術大、東京工業大、
東京大、京都大、神戸大、九州大、琉球大などに128人が合格。私立大は、
慶應義塾大、東京理科大、早稲田大などに延べ72人が合格。

学校概要◎コロナ禍による臨時休業下に入学

した生徒たちは、同級生とのコミュ

ニケーションの機会を失ったこと

で、学習上の悩みを他者に共有でき

ず、不安を増大させてしまうケース

が多く見られた。

◎成績上位者であっても、自己肯定

感が低い傾向にあり、高い目標に向

き合い続けるための支援が必要で

あった。

直面した課題

輝く
学年団を訪ねて
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
受
け
て
、

臨
時
休
業
の
中
で
２
０
２
０
年
度
を
迎
え
た
沖
縄
県

立
開
邦
高
校
。
１
学
年
団
は
、
課
題
の
配
信
な
ど
で

生
徒
の
学
習
支
援
を
行
っ
た
が
、
学
習
の
状
況
は
生

徒
に
よ
っ
て
違
い
が
見
ら
れ
た
。
だ
が
、
１
学
年
主

任
の
玉た

ま

那な

覇は

峻
先
生
が
、
学
習
習
慣
以
上
に
問
題
視

し
た
の
は
、
生
徒
の
メ
ン
タ
ル
面
だ
っ
た
。

　「
本
校
に
は
、
各
中
学
校
の
ト
ッ
プ
層
が
全
県
か

ら
集
ま
る
た
め
、
定
期
考
査
な
ど
で
初
め
て
中
下
位

の
成
績
を
経
験
し
、
落
ち
込
む
生
徒
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
例
年
で
あ
れ
ば
そ
う
し
た
生
徒
た
ち
も
、

同
級
生
に
学
習
上
の
悩
み
を
打
ち
明
け
合
う
こ
と
で

次
第
に
立
ち
直
り
、
前
向
き
に
学
習
に
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
20
年

度
の
1
学
年
は
、
臨
時
休
業
下
で
の
ス
タ
ー
ト
と
な

り
、
さ
ら
に
は
学
校
行
事
も
次
々
と
中
止
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
た
め
、
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
間
で
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
十
分
に
図
る
こ
と
が
で
き
ず
、
生
徒

は
1
人
で
不
安
を
抱
え
込
む
日
々
が
続
い
た
の
で
す
」

（
玉
那
覇
先
生
）

　
担
任
の
1
人
で
あ
る
小
野
真
太
朗
先
生
は
、「
４

月
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
多
く
の
生
徒
か
ら

不
安
の
声
が
上
が
っ
た
」
と
振
り
返
る
。

　「
成
績
が
良
好
な
の
に
、『
授
業
に
つ
い
て
い
け
て

い
な
い
気
が
す
る
』『
不
安
で
苦
し
い
』
と
い
っ
た
、

見
過
ご
せ
な
い
よ
う
な
言
葉
を
書
く
生
徒
も
い
ま
し

た
。
継
続
的
に
、
そ
し
て
丁
寧
に
生
徒
を
見
て
い
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
強
く
思
い
ま
し
た
」

　
玉
那
覇
先
生
は
、
面
談
な
ど
を
通
じ
て
、
例
年
以

上
に
生
徒
と
密
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
と

と
も
に
、
学
校
生
活
の
不
安
や
自
己
肯
定
感
に
つ
い

て
継
続
的
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
図
）
を
行
っ
て
い

き
た
い
と
、
学
年
団
メ
ン
バ
ー
に
伝
え
た
。

　
生
徒
の
不
安
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
る
べ
き

か
、
学
年
団
で
話
し
合
う
中
で
、
主
導
的
な
役
割
を

果
た
し
た
の
が
宮み

や

城ぎ

靖
先
生
だ
。
前
任
校
で
進
路
指

導
主
任
を
務
め
、指
導
経
験
が
豊
か
な
宮
城
先
生
は
、

図　１年生４月から継続するアンケート調査

ど
の
よ
う
な
チ
ー
ム
を
目
指
し
ま
し
た
か
？

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
心
が
け
て
い
る
こ
と
は
？

学
年
団
と
し
て
の
「
成
功
」
は
？

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
自
覚
す
る

長
所
は
何
で
す
か
？

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
自
覚
す
る

短
所
は
何
で
す
か
？

担
任
の
経
験
の
違
い
に
よ
っ
て
生
徒
へ
の
指
導

に
差
が
生
ま
れ
な
い
チ
ー
ム
を
目
指
し
ま
し
た
。

必
要
な
情
報
を
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
担
任
・
副

担
任
に
共
有
す
る
こ
と
。
そ
し
て
、
進
路
指
導
部

を
始
め
と
す
る
各
分
掌
と
先
生
方
を
し
っ
か
り
つ

な
い
で
い
く
こ
と
で
す
。

生
徒
が
楽
し
そ
う
な
表
情
を
し
て
い
る
の
を
見
る

と
、
う
ま
く
い
っ
て
い
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
軽
さ
で
す
。
新
し
い
こ
と
を
始

め
る
の
は
大
変
で
す
が
、
生
徒
に
必
要
だ
と
思
っ

た
ら
、
躊
躇
せ
ず
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

新
し
い
こ
と
を
始
め
る
時
に
、
業
務
を
抱
え
込
ん

で
し
ま
い
が
ち
で
す
。
学
年
団
の
先
生
方
は
皆
、

忙
し
い
と
分
か
っ
て
い
る
の
で
、
ま
ず
は
自
分
で

や
っ
て
み
て
、
成
果
や
課
題
を
確
認
し
て
か
ら
分

担
し
よ
う
と
い
う
考
え
に
な
り
が
ち
で
す
。
最
初

の
一
歩
か
ら
、
ほ
か
の
先
生
方
と
取
り
組
む
こ
と

も
、
時
に
は
必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

ま
す
。

QQQQQ AAAAA

１
人
で
不
安
を
抱
え
込
む
生
徒
を

学
年
団
全
員
で
支
え
た
い

リ
ー
ダ
ー
に
聞
く！

5
つ
の

Q
&
A

学
年
団
総
が
か
り
の
面
談
で

生
徒
の
声
を
拾
い
、
共
有
す
る

生徒の不安と、自己肯定感の変化を把握するた
め、学年集会などの機会を使って、アンケート
調査を継続的に行っている。
※学校資料をそのまま掲載。

お
勧
め
の
分
掌
▼

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

学
年
団

担
任
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面
談
時
の
具
体
的
な
声
か
け
の
仕
方
な
ど
の
支
援
ポ

イ
ン
ト
を
、
学
年
団
で
共
有
し
た
。

　「
不
安
を
吐
露
し
た
生
徒
に
対
す
る
支
援
の
ス
タ

ン
ス
が
、
担
任
に
よ
っ
て
異
な
る
よ
う
な
こ
と
も
避

け
た
か
っ
た
の
で
、
二
者
面
談
で
の
や
り
取
り
を
、

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
ー
を
交
え
な
が
ら
学
年
団
で
確
認

し
ま
し
た
。
例
え
ば
、
成
績
が
下
降
し
て
い
る
生
徒

に
、『
頑
張
れ
』『
最
初
か
ら
や
り
直
せ
ば
よ
い
』
と

い
っ
た
声
か
け
を
し
て
し
ま
う
と
、
か
え
っ
て
生
徒

を
追
い
詰
め
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
生

徒
に
は
、『
不
安
に
思
っ
て
い
る
こ
と
を
教
え
て
』と

聞
き
、
生
徒
自
身
に
自
分
の
課
題
を
考
え
さ
せ
る
こ

と
が
大
切
だ
と
先
生
方
に
伝
え
ま
し
た
」（
宮
城
先
生
）

　
玉
那
覇
先
生
は
、
担
任
に
面
談
の
負
担
が
集
中
し

て
必
要
な
支
援
が
遅
く
な
っ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
、

生
徒
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
内
容
に
応
じ
て
、
面
談

担
当
者
を
担
任
、
学
年
主
任
、
教
育
相
談
担
当
に
振

り
分
け
る
こ
と
に
し
た
。
本
心
を
打
ち
明
け
て
く
れ

た
生
徒
に
素
早
く
対
応
す
る
こ
と
で
、
生
徒
は
学
校

を
信
頼
し
て
く
れ
る
と
考
え
た
の
だ
。

　
学
校
と
し
て
計
画
し
て
い
た
面
談
に
加
え
、
学
年

独
自
で
の
面
談
も
実
施
し
、
１
年
次
は
例
年
の
２
倍

以
上
の
面
談
を
実
施
し
た
。

　「
担
任
の
面
談
を
待
つ
間
に
、
教
科
担
当
の
教
師

が
ミ
ニ
面
談
を
行
う
な
ど
、
１
学
年
に
か
か
わ
る
教

師
が
総
出
で
面
談
を
重
ね
ま
し
た
。『Classi

』（
＊
１
）

上
で
も
生
徒
の
学
習
へ
の
不
安
な
ど
に
耳
を
傾
け
、

夜
中
に
送
信
さ
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
重
要
な
内
容
に

　
21
年
度
に
開
邦
高
校
に
赴
任
し
、
２
学
年
団
に
担

任
と
し
て
加
わ
っ
た
比ひ

嘉が

真
貴
子
先
生
も
、「
真
面

目
過
ぎ
る
く
ら
い
の
生
徒
に
こ
そ
、
で
き
た
こ
と
を

一
緒
に
喜
ぶ
教
師
の
存
在
が
必
要
」
と
考
え
る
。

　「
本
校
に
来
て
驚
い
た
の
は
、
模
擬
試
験
な
ど
で

一
定
の
成
果
を
上
げ
て
い
る
の
に
、
で
き
て
い
な
い

こ
と
ば
か
り
を
気
に
す
る
生
徒
が
多
い
こ
と
で
す
。

そ
う
し
た
生
徒
に
は
、
面
談
で
今
後
の
学
習
計
画
を

確
認
し
、
次
の
面
談
で
、
計
画
を
や
り
遂
げ
た
プ
ロ

セ
ス
を
結
果
以
上
に
評
価
し
て
あ
げ
る
こ
と
が
学
年

団
共
通
の
支
援
ス
タ
ン
ス
で
す
と
、
玉
那
覇
先
生
が

説
明
し
て
く
れ
ま
し
た
。
で
き
た
こ
と
を
具
体
的
に

確
認
し
、
目
の
前
で
褒
め
て
自
信
を
つ
け
て
あ
げ
る

教
師
の
存
在
は
、
ど
の
学
校
の
生
徒
に
も
必
要
な
こ

と
な
の
だ
と
思
い
ま
す
」

　
１
年
生
の
４
月
か
ら
行
っ
て
い
る
生
徒
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
は
、
２
年
生
に
な
っ
た
今
も
継
続
し
て

い
る
。
面
談
を
中
心
と
し
た
丁
寧
な
か
か
わ
り
、
さ

ら
に
は
ク
ラ
ス
を
超
え
て
同
じ
学
年
の
生
徒
が
交
流

で
き
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
（
写
真
）
な
ど
に

よ
り
、
生
徒
の
自
己
肯
定
感
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と

を
、
教
師
た
ち
は
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
感
じ
取
っ

て
い
る
。
ま
た
、
２
年
次
で
の
通
塾
率
が
例
年
よ
り

低
い
こ
と
が
分
か
っ
た
が
、
そ
れ
は
学
校
に
対
す
る

つ
い
て
は
、
す
ぐ
に
学
年
団
で
共
有
し
ま
し
た
。
そ

う
す
る
こ
と
で
生
徒
は
悩
み
を
吐
き
出
し
や
す
か
っ

た
で
し
ょ
う
し
、
担
任
と
し
て
は
生
徒
の
悩
み
を
１

人
で
抱
え
込
ま
ず
に
済
み
ま
し
た
」（
小
野
先
生
）

　
玉
那
覇
先
生
は
、「
本
校
の
生
徒
は
、
高
い
目
標

を
掲
げ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
少
し
つ
ま
ず
い
た
だ
け

で
、
ま
だ
頑
張
り
切
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と

自
分
を
責
め
て
し
ま
い
が
ち
」
と
話
す
。

　「
自
分
に
厳
し
い
こ
と
は
悪
い
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
自
己
肯
定
感
を
損
な
う
ま
で
の
厳
し
さ
は

過
剰
で
す
。
生
徒
に
は
、
自
己
肯
定
感
を
保
ち
な
が

ら
、
進
路
で
も
高
い
目
標
に
向
き
合
い
続
け
て
、
第

１
志
望
を
貫
い
て
ほ
し
い
の
で
す
」

＊1　株式会社ベネッセホールディングスとソフトバンク株式会社の合弁会社であるClassi株式会社が提供する、学校教育での ICT活用を総合的に支援するサービス。

写真　新型コロナウイルスの感染状況を見ながら、生徒が仲間と一体感を
味わえるよう、学年団が様々なワークショップを開催している。

互
い
に
高
め
合
う
経
験
が
、

生
徒
の
人
生
の
宝
に
な
る
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信
頼
感
の
証
し
だ
と
、学
年
団
は
受
け
止
め
て
い
る
。

　
生
徒
に
と
っ
て
学
校
が
安
心
・
安
全
な
場
で
あ
る

か
ら
こ
そ
、
学
力
層
別
の
指
導
の
充
実
を
図
る
こ
と

が
で
き
る
と
、
玉
那
覇
先
生
は
考
え
る
。

　「
医
学
部
医
学
科
志
望
、Ｇ
Ｔ
Ｚ（
＊
２
）の
Ｓ
ゾ
ー

ン
な
ど
、
属
性
別
の
集
会
を
開
い
て
生
徒
間
で
の
切

磋
琢
磨
を
促
す
こ
と
を
、
こ
の
学
年
団
で
は
重
視
し

　
２
年
次
の
３
学
期
、
そ
し
て
３
年
次
に
は
、
学
年

と
し
て
の
生
徒
の
一
体
感
を
さ
ら
に
高
め
た
い
と
、

玉
那
覇
先
生
は
展
望
を
語
る
。

　「
学
校
行
事
ご
と
に
生
徒
が
運
営
す
る
委
員
会
を

発
足
さ
せ
、
そ
こ
で
活
躍
し
た
生
徒
を
皆
で
た
た
え

る
こ
と
で
、
学
年
と
し
て
の
一
体
感
を
さ
ら
に
高
め

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
難
関
大
学
に
合
格
す
る
こ

と
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
人

生
の
宝
と
言
え
る
経
験
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
仲
間
と

互
い
の
長
所
と
短
所
を
共
有
し
、
高
め
合
う
中
で
、

志
望
を
実
現
し
て
ほ
し
い
の
で
す
。
豊
か
な
人
間
関

係
を
土
台
に
合
格
を
勝
ち
取
る
学
年
を
、
こ
れ
か
ら

も
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

て
い
ま
す
。
２
年
次
の
夏
季
休
業
前
の
成
績
上
位
者

の
集
会
で
は
、『
学
年
全
体
に
対
し
て
は
、
国
語
・
数

学
・
英
語
の
３
教
科
を
軸
に
学
習
す
る
よ
う
に
発
信

し
て
い
る
け
れ
ど
、
君
た
ち
は
理
科
、
地
理
歴
史
も

バ
ラ
ン
ス
よ
く
学
ん
で
い
く
よ
う
に
』
な
ど
と
、
高

い
目
標
の
実
現
を
見
据
え
た
声
か
け
を
行
い
ま
し
た
」

　
一
方
、
比
嘉
先
生
は
、「
先
日
の
学
年
会
議
で
は
、

成
績
下
降
気
味
の
生
徒
を
一
層
気
に
か
け
て
い
こ
う

と
、
目
線
合
わ
せ
を
し
た
ば
か
り
」
と
明
か
す
。

　「
成
績
や
生
活
習
慣
の
面
で
気
が
か
り
な
生
徒
の

リ
ス
ト
が
よ
く
共
有
さ
れ
る
の
で
、
目
を
か
け
る
べ

き
生
徒
を
見
逃
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め

私
も
、
成
績
が
下
降
し
て
し
ま
っ
た
生
徒
が
後
ろ
向

き
な
発
言
を
し
た
時
に
、
時
機
を
逃
さ
ず
『
次
は
ど

ん
な
計
画
で
挽
回
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
？
』
と
、

前
向
き
な
言
葉
を
か
け
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
」

　
進
路
指
導
部
主
任
の
知
念
真
紀
子
先
生
は
、「
２

学
年
団
は
、
個
々
の
生
徒
の
状
況
に
加
え
、
学
年
全

体
の
指
導
の
見
通
し
が
共
有
で
き
て
い
る
」と
話
す
。

　「
２
学
期
に
は
、
2
学
年
団
の
発
案
で
、
大
学
入

試
に
再
挑
戦
す
る
既
卒
生
を
招
い
た
進
路
講
話
を
、

本
校
で
初
め
て
実
施
し
ま
し
た
。
大
学
入
試
本
番
を

ど
ん
な
状
態
で
生
徒
に
迎
え
て
ほ
し
い
か
、
そ
の
た

め
に
、
目
の
前
の
生
徒
に
は
ど
ん
な
指
導
が
必
要

か
が
把
握
で
き
て
い
る
か
ら
こ
そ
、『
こ
の
時
期
に
、

こ
ん
な
行
事
を
開
催
し
た
い
』
と
、
進
路
指
導
部
に

具
体
的
な
相
談
が
で
き
る
の
だ
と
思
い
ま
す
」

＊ 2　ベネッセのアセスメントにおける共通の学力評価指標、「学習到達ゾーン」のこと。「S1」～「D3」の 15段階で評価される。

２
学
年
担
任

小
野
真
太
朗　
お
の
・
し
ん
た
ろ
う

教
職
歴
14
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
４
年
目
。

数
学
科
。

２
学
年
担
任

宮
城

　靖　
み
や
ぎ
・
や
す
し

教
職
歴
24
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
2
年
目
。

数
学
科
。

２
学
年
主
任

玉
那
覇
　峻　

た
ま
な
は
・
し
ゅ
ん

教
職
歴
13
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。

国
語
科
。

学年にかかわる教師が総出で面
談を重ね、生徒の不安に徹底的
に向き合い続けた

プロセス評価の重視など、生徒
の気質を踏まえた支援のスタン
スを定めた

学年団　輝きのポイント

輝く
学年団を訪ねて

２
学
年
担
任

比
嘉
真
貴
子　
ひ
が
・
ま
き
こ

教
職
歴
15
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
１
年
目
。

英
語
科
。

進
路
指
導
部
主
任

知
念
真
紀
子　
ち
ね
ん
・
ま
き
こ

教
職
歴
20
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
８
年
目
。

国
語
科
。

お
勧
め
の
分
掌
▼

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

学
年
団

担
任
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２
０
２
１
年
12
月
、
文
部
科
学
省
「
令
和
２
年
度
　

公
立
学
校
教
職
員
の
人
事
行
政
状
況
調
査
」
が
公
表

さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
懲
戒
処
分
や
訓
告

等
を
受
け
た
公
立
学
校
の
教
職
員
数
は
、
４
１
０
０

人
（
＊
１
）。
処
分
者
数
が
最
も
多
い
事
由
は
「
交

通
違
反・交
通
事
故
」
で
２
１
３
２
人
、次
い
で
「
体

罰
」
が
３
９
３
人
で
し
た
。
処
分
の
い
ず
れ
の
事
由
で

も
、
20
年
度
の
処
分
者
数
は
前
年
度
か
ら
減
少
し
ま

し
た
が
、
そ
れ
は
コ
ロ
ナ
禍
で
外
出
や
児
童
生
徒
と

の
接
触
が
減
っ
た
こ
と
が
大
き
い
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　
懲
戒
処
分
の
種
別
で
は
、「
性
犯
罪
・
性
暴
力
等
」

に
よ
る
免
職
者
数
が
多
く
、厳
罰
を
も
っ
て
臨
ん
で

い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す（
図
）。一
方
、生
徒
へ
の
暴

力
行
為
で
あ
る
「
体
罰
」
に
よ
る
免
職
者
数
は
１
人

で
、
処
分
の
多
く
は
訓
告
等
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
不
祥
事
の
中
で
も
、
防
止
策
が
よ
り
重
要
と
な
る

生
徒
に
対
す
る
事
案
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

　
教
師
の
体
罰
は
、
学
校
教
育
法
で
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。
保
護
者
に
よ
る
体
罰
も
、
20
年
４
月
施
行
の

「
児
童
虐
待
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
」（
＊
２
）
で

禁
止
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
保
護
者
は
子
へ
の
懲
戒

権
を
有
す
る
と
す
る
民
法
も
、
現
在
、
体
罰
の
禁
止

を
明
文
化
す
る
法
改
正
が
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
私
は
、
数
々
の
体
罰
事
案
に
対
応
し
て
き
た
経
験

か
ら
、「
生
徒
の
た
め
に
な
る
の
で
あ
れ
ば
、場
合
に

教職員の不祥事を未然に防ぐ

いかなる理由でも、「体罰は違法」であると周知徹底。

私用アカウントでの生徒とのやり取り、自家用車で
の生徒の同乗など、問題を誘発する要因を絶つ。

管理職は、教職員一人ひとりを丁寧に見取り、メン
タルヘルスに気を配る。

問題は、速やかに設置者に報告。当事者だけでなく、
関係者にも調査し、事実を明らかにする。

学校
危機管理
基 礎 講 座

教
職
員
の
不
祥
事

テーマ

学
校
で
起
こ
り
得
る
危
機
に
対
し
、
ど
の
よ
う
な
備
え
を
し
て
お
く
べ
き
か
。
事
故
や
災
害
な
ど
が
発
生
し
た
ら
、

被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
た
め
に
ど
う
対
応
す
れ
ば
よ
い
の
か
。学
校
の
危
機
管
理
に
つ
い
て
研
究
す
る
坂
田
仰た

か
し

教
授
が
解
説
す
る
本
コ
ー
ナ
ー
。第
６
回
は
、教
職
員
の
不
祥
事
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
。

性
犯
罪
・
性
暴
力
等
は
厳
格
に
処
分

体
罰
の
大
半
は
訓
告
等

日本女子大学
教職教育開発センター
教授　坂田 仰

たかし

大阪府の公立高校に勤務後、東
京大学大学院法学政治学研究科
公法専攻博士課程単位取得退
学。1996 年、日本女子大学に
赴任。専門は、憲法学、公教育
制度論。2021 年９月に『新訂
第４版 図解・表解教育法規』（共
著、教育開発研究所） を出版。

解説者

＊１　公立の小学校、中学校、義務教育学校、高校、中等教育学校、特別支援学校の合計。図中の数値も同様。　＊２　同法では、18 歳に満たない者を児童とし、保護者
が行う暴力行為等を児童虐待と定義している。　

「
体
罰
は
違
法
」と
い
う
認
識
の
周
知
徹
底
と
、

性
犯
罪
を
誘
発
す
る
要
因
の
根
絶
を
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お
勧
め
の
分
掌
▼

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

学
年
団

担
任

よ
っ
て
は
体
罰
は
や
む
を
得
な
い
」と
い
っ
た
意
識

が
、体
罰
を
生
む
主
因
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
感
じ
て
い
ま
す
。高
校
で
は
部
活
動
で
体
罰
が

起
き
る
こ
と
が
多
い
で
す
が
、体
罰
は
法
律
で
禁
止

さ
れ
て
お
り
、
暴
行
罪
や
傷
害
罪
に
匹
敵
し
ま
す
。

自
分
が
体
罰
を
し
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、全
教
師

が
そ
れ
を
認
識
し
、体
罰
を
許
さ
な
い
と
い
う
雰
囲

気
を
つ
く
る
こ
と
が
、体
罰
防
止
に
は
重
要
だ
と
考

え
ま
す
。

　
教
師
に
よ
る
性
犯
罪
・
性
暴
力
等
も
後
を
絶
ち
ま

せ
ん
。
同
事
由
に
よ
る
懲
戒
処
分
等
の
人
数
は
、
18

年
度
に
過
去
最
多
と
な
り
ま
し
た
。
免
職
の
理
由
が

性
犯
罪
で
あ
る
こ
と
を
隠
し
て
、
他
の
都
道
府
県
で

採
用
さ
れ
て
い
た
事
例
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
う
し
た
背
景
か
ら
、「
教
育
職
員
等
に
よ
る
児

童
生
徒
性
暴
力
等
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
」
が
、

21
年
６
月
に
公
布
さ
れ
ま
し
た
。
刑
事
罰
の
対
象
と

な
ら
な
い
行
為
も
含
め
、
同
意
や
暴
行
、
脅
迫
等
の

有
無
を
問
わ
ず
、
教
職
員
等
の
児
童
生
徒
へ
の
性
暴

力
等
は
禁
止
と
し
て
い
ま
す
。
児
童
生
徒
等
は
、
学

校
に
在
籍
す
る
幼
児
児
童
生
徒
と
、
18
歳
未
満
の
者

と
し
、18
歳
以
上
で
も
在
学
中
は
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
現
在
、同
法
の
施
行
に
向
け
て
規
定
を
検
討
中
で
、

国
が
性
犯
罪
・
性
暴
力
等
で
免
職
と
な
っ
た
者
の
氏

名
と
処
分
理
由
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
て
40
年
間
管

理
す
る
こ
と
や
、
教
員
免
許
の
再
交
付
を
受
け
に
く

く
な
る
よ
う
に
厳
格
な
ル
ー
ル
を
設
け
る
こ
と
な
ど

の
再
発
防
止
策
が
講
じ
ら
れ
る
見
通
し
で
す
。

　
高
校
で
起
こ
る
性
犯
罪
・
性
暴
力
に
は
３
つ
の
特

徴
が
あ
り
、
そ
の
誘
発
要
因
を
な
く
す
こ
と
が
予
防

策
の
１
つ
に
な
り
ま
す
。
１
つ
め
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
利

用
で
す
。
教
師
が
私
用
ア
カ
ウ
ン
ト
で
生
徒
と
や
り

取
り
し
、
学
校
外
で
会
っ
て
性
犯
罪
に
及
ぶ
事
例
が

増
え
て
い
ま
す
。
文
部
科
学
省
は
21
年
４
月
、
教
職

員
と
児
童
生
徒
と
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
の
私
的
な
や
り

取
り
を
禁
止
す
る
通
知
を
出
し
ま
し
た
。

　
２
つ
め
は
部
活
動
で
す
。
と
も
に
過
ご
す
時
間
が

長
く
、
教
師
と
生
徒
の
距
離
が
近
く
な
り
や
す
い
た

め
、
適
切
な
距
離
を
保
つ
意
識
が
必
要
で
す
。

　
３
つ
め
は
、
自
家
用
車
の
利
用
で
す
。
学
校
と
駅

の
間
や
部
活
動
で
の
送
迎
が
、
性
犯
罪
に
発
展
す
る

ケ
ー
ス
で
す
。
生
徒
を
自
家
用
車
に
同
乗
さ
せ
る
こ

と
を
禁
止
す
る
学
校
が
増
え
て
い
ま
す
が
、
例
外
を

認
め
ず
、
教
師
と
生
徒
が
２
人
き
り
に
な
ら
な
い
な

ど
、
ル
ー
ル
を
徹
底
さ
せ
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。

　
各
校
で
は
、
既
に
不
祥
事
防
止
に
関
す
る
教
員
研

修
を
実
施
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。一
度
き
り
で
は

な
く
、定
期
的
に
研
修
を
実
施
し
、注
意
を
促
す
こ

と
が
大
切
で
す
。ま
た
、部
活
動
指
導
員
な
ど
、教
師

以
外
に
生
徒
と
日
常
的
に
接
す
る
人
物
を
対
象
に
し

た
不
祥
事
防
止
の
研
修
も
検
討
す
べ
き
で
し
ょ
う
。

　
管
理
職
は
、「
こ
の
先
生
は
大
丈
夫
」と
思
い
込
ま

ず
、
教
師
一
人
ひ
と
り
を
日
頃
か
ら
見
取
り
、
適
宜

面
談
を
行
う
こ
と
が
、
異
変
の
察
知
に
つ
な
が
る
と

考
え
ま
す
。
疑
わ
し
き
事
案
が
報
告
さ
れ
た
ら
、
本

人
だ
け
で
な
く
、
生
徒
や
同
僚
教
師
に
も
話
を
聞
い

て
、事
態
を
客
観
的
に
把
握
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
残
念
な
が
ら
不
祥
事
が
起
き
た
場
合
は
、
速
や
か

に
設
置
者
に
報
告
し
、
当
事
者
・
関
係
者
を
調
査
し

て
、
事
実
の
解
明
に
努
め
ま
す
。
そ
れ
が
、
事
態
の

深
刻
化
を
防
ぎ
、適
切
な
対
応
策
に
つ
な
が
り
ま
す
。

教
師
一
人
ひ
と
り
を
丁
寧
に
見
取
り
、

異
変
を
察
知
す
る
感
度
を
上
げ
る

図　 公立学校教職員の懲戒処分の状況（2018〜20年度）

注１）太字の数値は、懲戒処分の合計人数。　注２）性犯罪・性暴力等の（　）内の数値は、
児童生徒等に対する件数で内数。2019 年度調査から示された。なお、性犯罪・性暴力
等は、2019 年度調査まで「わいせつ行為」という用語が使用されていた。　
※文部科学省「公立学校教職員の人事行政状況調査について（概要）」（2019 年度、
2020 年度）を基に編集部で作成。

■免職　■停職　■減給　■戒告
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データから考える！　指導のnext

＊１　「就労力」は、「社会に出た後、自らリニューアルと軌道修正を繰り返しながら、ステップアップを目指せる力」と定義。
＊２　【調査方法】ウェブ、【調査期間】2021 年 10 月、【有効回答数】6,103 件。

ピックアップデータ　ベネッセコーポレーション「『就労力（＊１）』調査」（＊2）

高校での学びや経験は、
社会に出てからどう役立つのか

　
社
会
と
学
校
と
の
つ
な
が
り
を
可
視
化
し
、
生
徒
の
学

び
の
意
欲
の
向
上
を
支
援
し
よ
う
と
、
ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
２
０
２
１
年
10
月
、
広
く
全
国
の
企
業

の
協
力
を
得
て
、
社
会
人
を
対
象
に
「『
就
労
力
』
調
査
」

を
実
施
し
た
。

　
上
記
の
デ
ー
タ
は
、高
校
時
代
に
学
ん
だ
教
科
の
う
ち
、

社
会
に
出
て
か
ら
最
も
役
立
っ
た
と
思
え
る
教
科
を
尋
ね

た
結
果
だ
。
全
般
的
に
「
国
語
」「
数
学
」「
専
門
科
目
」

の
割
合
が
高
い
が
、
業
種
別
の
特
徴
と
し
て
、「
理
美
容
」

「
飲
食
／
宿
泊
」
で
は
「
英
語
」
が
、「
公
務
員
」「
娯
楽
」

で
は
「
地
理
歴
史
・
公
民
」
の
割
合
が
、
他
業
種
と
比
べ

て
高
か
っ
た
。

　
具
体
的
に
役
立
っ
た
場
面
と
し
て
、「
海
外
か
ら
の
お

客
様
が
来
店
し
た
時
、
話
さ
れ
た
英
語
が
あ
る
程
度
分
か

り
、
会
話
が
で
き
た
。
お
客
様
も
安
心
し
て
く
だ
さ
り
、

高
校
時
代
に
英
語
を
勉
強
し
て
お
い
て
よ
か
っ
た
と
思
っ

た
」（
東
京
都
／
理
美
容
）、「
営
業
活
動
に
お
け
る
話
題

の
１
つ
と
し
て
、
歴
史
を
勉
強
し
て
お
い
た
こ
と
は
役
に

立
っ
た
。
ま
た
、
出
張
な
ど
で
地
方
に
行
く
際
、
地
理
の

知
識
が
交
通
経
路
を
考
え
る
の
に
役
立
っ
て
い
る
」（
栃

木
県
／
娯
楽
）
と
い
っ
た
回
答
が
あ
っ
た
。

　
高
校
生
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
と
し
て
は
、「
失
敗
を
恐
れ

て
や
ら
な
い
の
で
は
な
く
、
失
敗
す
る
可
能
性
が
あ
っ
て

も
積
極
的
に
挑
戦
し
て
ほ
し
い
。
経
験
し
て
初
め
て
分
か

る
こ
と
が
多
々
あ
る
。
い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
す
る
と
と
も

に
、
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
周
囲
に
相
談
し
て
解
決
す
る

こ
と
を
実
践
し
て
ほ
し
い
」（
三
重
県
／
製
造
／
管
理
職
）

な
ど
、
高
校
生
を
応
援
す
る
声
が
多
数
寄
せ
ら
れ
た
。

　
高
校
で
の
学
び
や
経
験
と
、
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
伝

え
る
こ
と
で
、生
徒
が
意
図
を
持
っ
て
毎
日
を
過
ご
し
、
そ

れ
が
さ
ら
な
る
成
長
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

高校時代に学んだ教科のうち、社会に出てから最も役立ったと思える教科（業種別）　データ

農林水産

公務員

娯楽

理美容

医療福祉

金融

飲食 /宿泊

卸売 /小売

運輸

情報通信

公務保安（電気 /ガス /水道等）

建設

製造

その他サービス

■国語　■数学　■専門科目　■英語　■地理歴史・公民　■情報　■理科　■芸術　■保健体育　■家庭　■その他　■特にない

24.5

18.6 16.5 13.9 8.2 4.6 3.1 7.2 3.6
0.0

3.1 5.2 16.0

22.6 15.3 9.2 10.0 10.4 3.4 4.1 1.2
0.70.2

1.0
21.8

17.5 15.9 6.8 11.7 12.6 4.9 2.3 4.5 2.62.9 1.6 16.8

17.1 8.9 12.6 19.3 2.6 5.6 2.62.62.2 7.8 2.6 16.0

19.5 11.0 13.4 9.1 4.1 5.2 3.9 2.8 6.1 2.4 21.6

23.2 15.0 11.7 9.6 5.9 5.9 3.1 2.9 20.7

20.1 12.7 9.9 14.7 5.4 3.6 2.6 6.2 2.6 19.5

18.6 15.9 10.4 7.7 5.4 5.6 2.12.13.3 3.7 23.8

15.7 16.1 13.2 8.5 7.4 2.9 3.1 2.7 3.5 25.6

19.8 20.0 7.0 9.2 3.5 12.5 2.2 2.3 21.1

17.6 18.8 21.4 6.3 5.3 3.5 5.8 2.3 16.6

15.1 23.8 18.7 5.8 1.6 4.6 2.4 3.2 21.0

17.0 19.5 12.5 8.9 2.7 4.4 3.7 2.3 3.3 23.6

11.5 11.7 8.6 6.1 3.9 3.3 2.7 24.3

0.9

0.61.0

1.8

1.4

0.8

0.4 1.2

0.8

0.6

0.8

1.00.3

1.01.0

1.70.4

1.61.4

0.4

1.3

0.4

2.0

（％）

注）最もあてはまるもの１つを選択。 　
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教務担当お勧めの分掌
▲

お勧めの分掌

▲

お勧めの分掌

▲

お勧めの分掌

▲

進路担当 担任

進路担当 担任

教務担当 担任管理職

担任

P. 58

P. 42

P. 50

P. 54

教師個々の教科指導・進路指導に
役立つ事例や情報を、
先生方の思いを乗せてお届けする

異年齢でのプロジェクト学習　
福岡県・私立北九州子どもの村小学校・中学校

目標3●すべての人に健康と福祉を

群馬大学　理工学部	 P.50

物質・環境類　応用化学プログラム　食品生物科学研究室	

目標 16●平和と公正をすべての人に	

上智大学　	 P.52

文学部　哲学科

生徒の将来に影響する社会の動きが「学ぶ」「働く」「暮らす」の視点で分かる

トレンド・ワード　デザイン思考

これから求められる学びとは？　
一歩先を行く授業を実践者が紹介

教科の見方・考え方を働かせる
問いや課題を通じて学びが深まる授業に迫る

持続可能な社会の実現に向けた
問題解決に取り組む大学の研究とは？

S D G s の
視 点 で 見 る

大学の学び

これからの
　　　　　　のための進 路 指 導

世の中　　　　　　　　　　解説

生物　宮城県古ふるかわれいめい川黎明高校　千葉美智雄	 P.42

精選した問いで生徒の思考を促し、
生命の本質に迫る関心を引き出す

英語　東京都立福ふっ生さ高校　内野良
よしあき

昭	 P.46

生徒の活動が主体の授業で、
英語の楽しさを体感させる

学齢の異なる子どもたちが協働し、
自ら設定した課題に主体的に取り組む

授 業 実 践

発問・課題設定をキーに見る

誌上で見学　　　　学びのnext
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1

4

主体的な学び
対話的な学び
深い学び

［
対
象
／
教
科
／
科
目
］３
年
生
／
理
科
／
生
物
［
分
野
・
単
元
］生
物
の
全
分
野
（
本
時
は
、
全
７
時
間
の
う
ち
の
４
・

５
時
間
目
。
Ｐ
．45
に
本
時
の
指
導
計
画
を
掲
載
）

［
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
］
技
能
、
思
考
力
、
表
現
力

［
学
習
内
容
］
光
学
顕
微
鏡
で
、
ブ
タ
（
生
ハ
ム
）・
ニ
ワ
ト
リ
（
サ
サ
ミ
）・
ホ
タ
テ
貝
柱
の
筋
繊
維
を
観
察
。
そ
の

観
察
を
基
に
、
横
紋
筋
を
構
成
す
る
タ
ン
パ
ク
質
で
あ
る
ミ
オ
シ
ン
の
働
き
や
進
化
の
過
程
な
ど
を
考
察
し
た
。
さ
ら

に
、
ヒ
ト
の
筋
肉
の
構
造
や
代
謝
に
つ
い
て
学
び
、
長
い
時
間
軸
の
中
で
の
生
命
の
進
化
に
つ
い
て
考
え
た
。

筋繊維を顕微鏡で観察

グループごとに、生ハム・ササミ・ホタテ貝柱のプレパラー
トを作成し、光学顕微鏡で観察した。千葉先生が「筋繊
維の構造を自分の言葉で説明してみよう」と促すと、生
徒は筋繊維のスケッチを見せながら、「どれも縞模様が見
られる」などと、グループのメンバーに説明した。

13:10
本時の概要

ちば・みちお　教職歴 26 年。同校に赴任して１年目。研究部長。理科（生物）。日
本生物教育学会で、主体的・対話的で深い学びについて研鑽を積むとともに、学会で
の大学入試センター試験問題検討委員会委員長を務めた。

学校概要
◎宮城県志田郡立古川高等女学校として設立。2005 年度、県立中学校を併設し、県
内初の男女共学中高一貫校となった。校訓に、「尚志」「至誠」「精励」を掲げる。
2019 年度に、文部科学省「スーパーサイエンスハイスクール」の２期目の指定を受
ける。その知見を地域に広げるため、2021 年度、大崎市教育委員会と「大崎学校教
育ＩＣＴ活用推進コンソーシアム」協定を結び、新たな取り組みをスタートさせた。

◎設立　 1920（大正９）年
◎形態　全日制／普通科／共学　◎生徒数　１学年約 240 人
◎2021年度入試合格実績（現役のみ）　国公立大は、北海道教育大、岩手大、東北
大、山形大、千葉大、東京学芸大、横浜国立大、宮城大などに 61 人が合格。私立大は、
東北医科薬科大、東北学院大、東北福祉大、中央大、早稲田大などに延べ 310 人が合格。

授 業 実 践

生
物

精
選
し
た
問
い
で
生
徒
の
思
考
を
促
し
、

生
命
の
本
質
に
迫
る
関
心
を
引
き
出
す

宮
城
県
古ふ

る
か
わ川

黎れ
い
め
い明

高
校

　千
葉
美
智
雄

発問・課題設定をキーに見る

筋肉の進化の過程を推論

生徒は、教科書や資料集で筋肉の進化について調べ、グルー
プで考えを出し合った。千葉先生は、「まず、何が言える
かを考えて」「間違えてもよいから、考えを表現してみよう」
と働きかけた。そして、多くの生徒が、「長い時間軸で考え
ると、植物や動物は共通の祖先から進化した」と推論した。

14:20
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生
物
を
暗
記
科
目
と
捉
え
て
い
る
生
徒

は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
対
し
て
、

以
前
は
、
生
徒
の
頭
の
中
で
断
片
化
さ
れ

た
知
識
が
つ
な
が
る
よ
う
、
教
科
書
に
書

か
れ
て
い
る
知
識
の
背
景
に
あ
る
概
念
を

専
門
書
な
ど
か
ら
引
用
し
、
丁
寧
に
解
説

し
て
い
ま
し
た
。
知
識
と
知
識
が
つ
な
が

れ
ば
、
思
考
が
深
ま
り
、
生
命
現
象
を
適

切
に
理
解
で
き
る
と
考
え
た
か
ら
で
す
。

　
し
か
し
、
生
徒
に
は
そ
も
そ
も
、
知
識

と
知
識
が
「
つ
な
が
る
」
と
い
う
意
識
が

な
く
、「
何
を
覚
え
れ
ば
よ
い
の
か
」
と

い
っ
た
こ
と
ば
か
り
に
関
心
が
向
い
て
い

ま
し
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
な
ど
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
機
器
が
教
室
に
配
備
さ
れ
、
資
料
の
提

示
が
容
易
に
な
る
と
、
授
業
で
示
す
情
報

が
ま
す
ま
す
多
く
な
り
、
生
徒
は
し
ば
し

ば
混
乱
し
た
様
子
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
教
師
が
説
明
す
る
の
で
は
な
く
、

生
徒
が
言
語
活
動
の
中
で
考
察
し
、
自
分

の
考
え
を
表
現
し
な
が
ら
、
知
識
と
知
識

の
つ
な
が
り
に
自
ら
気
づ
く
よ
う
な
授
業

を
目
指
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
の
授
業
で
は
、「
読
む
＝
教
科
書

や
資
料
を
基
に
知
識
を
確
認
」「
書
く
＝

3

5

2

6

本時のキー課題

●
私
が
目
指
す
授
業

言
語
活
動
の
中
で
考
え
、表
現
し
、

知
識
の「
つ
な
が
り
」を
獲
得
す
る

観察の振り返り

筋肉と代謝を結びつけて考察

千葉先生は、旧口動物と新口動物の両方に横紋筋が見られ
ることと、横紋筋を構成するタンパク質の１つであるミオシ
ンは筋繊維を持たない植物にもあることを説明。それらを
踏まえて、生徒は基本課題１「筋以外のどのような場面でミ
オシン分子が働くことが知られているか」に取り組んだ。

千葉先生は、ヒトの遅筋と速筋を比較し、骨格筋における
ＡＴＰ（アデノシン三リン酸）の再合成について、生徒に度々
問いかけ、思考を促しながら解説。生徒は、筋肉の構造や
遅筋と速筋のエネルギー変換効率についての理解を深めて
いった。

最初に観察したササミの筋繊維に関連する基本課題３「サ
サミの収縮特性について推定せよ」に取り組んだ。千葉先
生は、「ササミにグリコーゲンが多いということは、どのよ
うな収縮特性を持つと言えるのか」と問いかけた。生徒は
話し合いながら、「ササミは速筋である」と推定した。

13:50

14:3014:43

ミオシンの働きを考察

生徒は、ミオシンが「原形質流動」「細胞質分裂」「アメー
バ運動」で働くことを理解した上で、基本課題2「ミオシ
ン分子は、進化のどのような段階から獲得されたと考えら
れるか」に移った。千葉先生は、「動物も植物もミオシンを
持つことから、どんな推論ができる？」と問いかけた。

14:05

ヒトの遅筋と速筋を比較

F
o

r T
e

a
ch

e
r S

e
ctio

n

お
勧
め
の
分
掌
▼

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

学
年
団

担
任
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基
本
課
題
で
の
論
述
」「
話
す
＝
話
し
言

葉
や
身
ぶ
り
手
ぶ
り
で
表
現
」
の
３
つ
の

言
語
活
動
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。
言
葉

に
よ
る
イ
ン
プ
ッ
ト
や
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を

繰
り
返
す
中
で
、
単
な
る
知
識
の
丸
暗
記

か
ら
脱
却
し
、
つ
な
が
り
を
意
識
し
な
が

ら
知
識
を
獲
得
す
る
習
慣
が
身
に
つ
く
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

　
生
物
の
教
科
書
は
、
細
胞
学
や
遺
伝
学
、

発
生
学
、
生
理
学
、
生
態
学
な
ど
、
領
域

ご
と
に
体
系
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
来
、

各
領
域
は
重
な
り
合
っ
て
い
ま
す
が
、
理

解
の
し
や
す
さ
を
優
先
し
て
単
元
ご
と
に

明
確
に
分
け
ら
れ
て
お
り
、
か
え
っ
て
思

考
の
分
断
を
招
く
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
そ

こ
で
、
単
元
間
の
知
識
の
関
連
づ
け
や
意

味
づ
け
を
行
う
こ
と
で
、
生
命
に
つ
い
て

の
統
合
的
な
理
解
へ
と
導
く
こ
と
も
意
識

し
て
授
業
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。

　
３
年
生
の
12
月
は
、
教
科
書
の
学
習
を

終
え
、
演
習
問
題
に
取
り
組
む
時
期
で
す

が
、
次
の
２
つ
の
ね
ら
い
か
ら
、
生
物
の

全
分
野
を
横
断
的
に
つ
な
ぐ
学
習
内
容
と

し
ま
し
た
。
１
つ
は
、
各
単
元
で
学
ん
だ

知
識
を
結
び
つ
け
て
、
生
命
に
つ
い
て
の

込
み
可
」
と
し
て
い
ま
す
。
分
か
ら
な
い

こ
と
は
自
分
で
調
べ
な
が
ら
、
自
分
の
言

葉
で
書
い
て
答
え
る
経
験
を
通
じ
て
、
生

物
の
学
習
は
暗
記
で
は
な
く
、
自
分
の
頭

で
考
え
、
表
現
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
気

づ
い
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
授
業
形
態
に
し
て
か
ら
、
生
徒

か
ら
「
難
し
い
け
れ
ど
、楽
し
い
」
と
い
っ

た
声
が
多
く
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
生
命
現
象
に
つ
い
て
考
え
る
面
白
さ

統
合
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
せ
る
こ
と
で

す
。
生
物
が
大
学
入
試
の
受
験
科
目
で
な

く
て
も
、
教
養
と
し
て
身
に
つ
け
て
ほ
し

い
内
容
を
精
選
し
ま
し
た
。
も
う
１
つ
の

ね
ら
い
は
、
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
で
よ

く
出
題
さ
れ
る
、
各
分
野
を
関
連
づ
け
た

問
題
へ
の
対
応
力
を
育
成
す
る
こ
と
で
す
。

　
授
業
で
最
も
大
切
に
し
て
い
る
の
は
、

知
識
に
つ
な
が
り
を
持
た
せ
る
こ
と
を
意

図
し
た
発
問
で
す
。
授
業
の
展
開
と
生
徒

の
思
考
の
流
れ
を
想
定
し
た
上
で
、
発
問

を
入
念
に
検
討
し
、
授
業
中
の
生
徒
の
理

解
度
や
反
応
を
見
な
が
ら
、
こ
こ
ぞ
と
い

う
タ
イ
ミ
ン
グ
で
問
い
か
け
ま
す
。

　
以
前
の
解
説
中
心
の
授
業
で
は
、
生
徒

に
理
解
し
て
ほ
し
い
こ
と
を
す
べ
て
私
が

説
明
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
は
、
考
え
抜

い
た
発
問
で
生
徒
の
思
考
を
促
し
、
深
め

さ
せ
る
こ
と
で
、
自
分
が
学
び
の
ス
ト
ー

リ
ー
を
つ
く
り
出
し
た
と
い
っ
た
実
感
を

持
て
る
授
業
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
本
時
で
は
、
ミ
オ
シ
ン
は
動

物
の
筋
肉
を
構
成
す
る
だ
け
で
な
く
、
細

胞
質
分
裂
や
植
物
の
原
形
質
流
動
な
ど
に

も
関
与
す
る
こ
と
を
理
解
し
た
段
階
で
、

「
ミ
オ
シ
ン
分
子
は
、
進
化
の
ど
の
よ
う

な
段
階
か
ら
獲
得
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る

か
、
推
論
せ
よ
」
と
い
う
課
題
を
出
し
ま

し
た
。
そ
の
課
題
に
取
り
組
ま
せ
る
際
、

私
は
、「
動
物
も
植
物
も
ミ
オ
シ
ン
を
持

つ
こ
と
か
ら
、
ど
ん
な
推
論
が
で
き
る
？
」

と
問
い
か
け
ま
し
た
。
長
い
時
間
軸
の
中

で
生
命
の
進
化
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
考
察
で

き
る
よ
う
に
す
る
た
め
で
す
。

　
生
徒
の
多
く
は
、「
動
物
も
植
物
も
、

共
通
の
祖
先
か
ら
進
化
し
て
き
た
」
と
推

論
し
、
さ
ら
に
「
原
核
生
物
の
場
合
は
、

ど
う
な
の
だ
ろ
う
か
」
な
ど
と
、
私
が
想

定
し
て
い
た
以
上
に
思
考
が
広
が
っ
て
い

き
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
疑
問
は
、
生
命

の
進
化
や
適
応
を
解
き
明
か
し
た
い
と
い

う
、
生
命
の
本
質
に
迫
る
関
心
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
単
元
テ
ス
ト
で
は
、
教
科
書
や
資
料
集
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
、「
何
で
も
持
ち

図　本時の基本課題　

※学校資料を基に編集部で作成。

●
私
の
発
問
・
課
題
設
定
の
観
点

生
徒
が
自
ら
学
び
の
ス
ト
ー
リ
ー
を

つ
く
れ
る
よ
う
問
い
を
精
選
す
る

●
成
果
と
展
望

生
命
現
象
を
考
え
る
面
白
さ
を
知
り
、

自
ら
考
え
て
調
べ
る
よ
う
に

◉基本課題１
筋組織がないウメやシャジクモなど、植物や藻類
にもミオシン分子が見られる。筋以外のどのよう
な場面でミオシン分子が働くことが知られている
か、教科書、資料集で調べて記せ。

◉基本課題２
ミオシン分子は、進化のどのような段階から獲得
されたと考えられるか、推論せよ。

◉基本課題３
グリコーゲンは、ヨウ素溶液で赤褐色に染まる。
ニワトリのササミをヨウ素溶液に浸すと、筋繊維
が赤褐色に染まり、ニワトリのモモ肉の赤身の部
分はササミと比較して染まり方が薄かった。この
ことから、ササミの収縮特性について推定せよ。

◉基本課題４（次時）
速筋にミトコンドリアが少ない、もしくは存在し
ないことと、速く強い力で収縮できることを関連
づけて説明せよ。
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主体的・対話的で深い学び

に
気
づ
き
、
思
考
す
る
こ
と
自
体
に
喜
び

を
覚
え
た
経
験
は
、
他
教
科
の
学
習
や
日

常
生
活
に
も
生
か
さ
れ
る
は
ず
で
す
。
模

擬
試
験
の
成
績
も
向
上
し
て
お
り
、
思
考

主
体
の
学
び
を
通
じ
て
知
識
が
定
着
し
て

い
る
手
応
え
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　生
徒
の
思
考
を
重
視
す
る
授
業
を
つ
く

る
上
で
難
し
い
の
は
、
思
考
の
土
台
と
な

る
知
識
の
質
や
量
に
お
い
て
個
人
差
が
大

き
い
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
、
私
が
基
本
的

な
知
識
を
解
説
し
て
か
ら
、
私
の
発
問
に

対
し
て
ペ
ア
や
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
っ
て

考
え
を
述
べ
合
わ
せ
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
一
人
ひ
と
り
が

し
っ
か
り
と
根
拠
を
持
っ
て
考
え
ら
れ
る

よ
う
に
も
な
り
ま
す
。

　今
後
は
、
理
解
の
進
ん
だ
生
徒
に
向
け

た
発
展
的
な
課
題
を
設
定
す
る
な
ど
、
個

に
応
じ
た
学
び
も
一
層
充
実
さ
せ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　　　　　　　　　では、 
本時の授業の様子を

ダイジェスト動画で紹介！
＜２月21日公開予定＞

VIEW n-express 検索

単元の指導計画

授 業 実 践

【教科・科目】理科・生物　【分野・単元】生物の全分野　【テーマ・作品】観察と論証　【設定時数】全７時間（本時は４・５時
間目）　【単元目標】観察から得られる情報と複数の単元の内容を関連づけて、生物の進化的な意味を推論しながら表現すること
を通じて、統合的に生命現象を理解する。

時
数 学習内容 身につけさせたい

資質・能力 授業の流れ 教師の配慮 評価
方法

１

•校庭のシアノ
バクテリア、
コケ植物の観
察

観察から重要な要
素を抽出できる。
【技能】

①２～４人の班で、校庭からイシクラゲ、
ゼニゴケ、スギゴケを採取する。
②イシクラゲ、コケの胞子嚢を顕微鏡で観
察する。
③イシクラゲの窒素固定細胞を確認し、窒
素固定生物の生態系における役割を話し
言葉で説明し合う。
④コケ植物の生活環を、実物を見ながら、
説明し合う。

【主体的な学び】受動的な「見る」行為
から、能動的な「観る」行為への変容
を促す。
【対話的な学び】ささいなことでも気づ
いたことを述べ合えているか。
【深い学び】環境適応への共通点を考え
させる。代謝と環境適応の関連づけを
促す。コケ植物の世代交代と環境適応
の関連づけを促す。

観察から
の気づき
の記載

4

•ブ タ（ 生 ハ
ム）、ニワト
リ（ササミ）、
ホタテ貝柱の
筋繊維を観察

観察から重要な要
素を抽出できる。
【技能】

①生ハム、ササミ、ホタテ貝柱を顕微鏡で
観察。
②旧口動物と新口動物の筋を比較する。
③ミオシンの起源について、顕微鏡での観
察結果を踏まえて推定する。

【主体的な学び】他の生物の運動への関
心を喚起する。
【対話的な学び】班で協力して活動でき
ているか。
【深い学び】実験で助言、指導を行う。

観察から
の気づき
の記載

5
•筋の収縮特性
と代謝

観察事象を進化と
適応の視点で意味
づけできる。
【思考力】

①ヒトの遅筋と速筋を比較する。
②ミオシンの働きについて考察する。
③ササミの収縮特性について考察する。

【対話的な学び】意見をしっかり出し合
えているか。討議に参加できていない
生徒はいないか。
【深い学び】グリコーゲンの量と筋の収
縮特性の関連づけを促す。ＡＴＰの供給
速度とエネルギー変換効率の意味づけ
を促す。

根拠と論
拠を示し
た論証の
記載

6
•多様な生物に
おける「動き」
の共通性

生物の共通性と多
様性を進化の視
点で意味づけでき
る。
【表現力】

①エキスパート班に分かれて、細胞質分裂、
原形質流動、アメーバ運動について、提
示された情報に基づいて発表資料を作
る。
②各エキスパート班から１人ずつ集まって
クロストーク班を作り、発表し合う。
③振り返りを行う。

【対話的な学び】意見をしっかり出し合
えているか。討議に参加できていない
生徒はいないか。
【深い学び】生物の共通性と多様性の視
点で、新たな疑問や仮説を立てるよう
促す。 根拠と論

拠を示し
た論証の
記載

7
•問題演習・振
り返り

生物の共通性と多
様性を進化の視
点で意味づけでき
る。
【思考力】

①生殖及びモータータンパク質に関する問
題演習を行う。
②与えられた情報を模式化する。
③生物の共通性と多様性について振り返り
を行う。

【主体的な学び】他の生物の生殖及び運
動への関心を喚起する。
【対話的な学び】意見をしっかり出し合
えているか。討議に参加できていない
生徒はいないか。
【深い学び】各班が発表を終えた後、助
言、講評を行う。

※千葉先生作成の単元の指導計画を基に編集部で作成。単元の指導計画の全７時間分は、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイト（https://berd.
benesse.jp/）からダウンロードできます。「HOME →教育情報→高校向け」でご覧ください。
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1

4

主体的な学び
対話的な学び
深い学び

［
対
象
／
教
科
／
科
目
］
１
年
生
／
英
語
／
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅰ
　
［
分
野
・
単
元
］Lesson6 W

ashoku

（
和
食
）・
関
係
代
名
詞
（
本
時
は
、
全
９
時
間
の
う
ち
の
４
時
間
目
。
Ｐ
．49
に
本
時
の
指
導
計
画
を
掲
載
）

［
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
］
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
、
主
体
性
、
協
働
性

［
学
習
内
容
］
単
元
目
標
の
「
和
食
の
特
徴
を
英
語
で
説
明
す
る
」
の
到
達
に
向
け
て
、
前
時
に
続
き
、
和
食
の
特

徴
を
テ
ー
マ
に
し
た
素
材
文
の
読
解
を
、
新
出
単
語
の
復
習
、
素
材
文
の
音
読
や
和
訳
を
通
じ
て
行
っ
た
。
多
く
の

活
動
に
お
い
て
、
個
人
の
黙
読
や
音
読
、
ペ
ア
で
の
音
読
を
行
っ
た
。

ウォームアップ

４人１組になり、出題者役の１人が、内野先生が提示し
た単語について英語で説明し、解答者役の３人が何の単
語かをあてるゲームを、役割を変えて４回行った。次に、

“Your favorite food”をテーマに、１分間のチャット
をペアで行った。

9:45
本時の概要

うちの・よしあき　教職歴 26 年。同校に赴任して 4 年目。指導教諭。総務部主任。
英語科。大学卒業後、在外公館派遣員として在ボンベイ日本国総領事館に２年間勤務。
ワーキングホリデーでカナダに１年間滞在、社団法人勤務後、教職に就く。

学校概要
◎教育目標は「清純・友愛・誠実」。2019 年度、東京都教育委員会「進学アシスト校」「英
語教育推進校」の指定を受け、オンラインを活用した国語・数学・英語の受験対策講
習、1・2 年生全員を対象とした英語４技能検定試験の受験などを実施している。

◎設立　 1971（昭和 46）年
◎形態　全日制・定時制／普通科／共学　
◎生徒数　１学年約 240 人（全日制）
◎2021年度進路実績（現役のみ）　私立大は、駿河台大、獨協大、亜細亜大、嘉悦大、
杏林大、国立音楽大、工学院大、駒澤大、成蹊大、専修大、帝京大、東京経済大、東
京工科大、東洋大、日本大、日本体育大、武蔵野大、明星大、目白大などに延べ 108
人が合格。短大・専門学校進学 130 人。就職８人。公務員３人。

授 業 実 践

英
語

生
徒
の
活
動
が
主
体
の
授
業
で
、

英
語
の
楽
し
さ
を
体
感
さ
せ
る

東
京
都
立
福ふ

っ

生さ

高
校

　内
野
良よ

し
あ
き昭

発問・課題設定をキーに見る

キーセンテンスの練習

関係代名詞を使ったキーセンテンスを内野先生が解説。生
徒はそれを音読筆写した後、アイコンタクトを意識して言
えるかをペアでチェックした。内野先生とＪＥＴは、５秒
以内にその文が言えるか、１人ずつ確認。言えなかった生
徒は再び番が来るまで、できた生徒を相手に練習した。

10:10
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　私
は
か
つ
て
、「
分
か
る
授
業
」
こ
そ

が「
よ
い
授
業
」だ
と
考
え
、
文
法
事
項
を

し
っ
か
り
定
着
さ
せ
よ
う
と
意
気
込
ん
で

授
業
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、教
師

が
話
す
だ
け
の
授
業
は
、
大
学
進
学
が
目

標
で
は
な
い
生
徒
に
は
退
屈
そ
う
で
し
た
。

　特
に
初
任
校
で
は
、授
業
態
度
に
課
題

が
あ
る
生
徒
が
い
る
中
、授
業
が
成
り
立

た
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。そ
こ
で
、
始

業
の
号
令
時
、
生
徒
に
名
簿
順
に
教
壇
に

立
っ
て
も
ら
い
、私
の
代
わ
り
に
、

“
Stand 

u
p

, everyo
n

e. G
o

o
d

 m
o

rn
in

g
!”

と
言
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
し
た
の
で
す
。

す
る
と
、
ク
ラ
ス
の
雰
囲
気
が
明
る
く
な

り
、
ス
ム
ー
ズ
に
授
業
を
始
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
生
徒
が
主
体
的
に
な

る
た
め
に
は
、
生
徒
自
身
が「
動
く
」
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
実
感
し
ま
し
た
。

　生
徒
が
動
く
授
業
を
模
索
す
る
う
ち

に
、
希
望
進
路
に
か
か
わ
ら
ず
、
ど
の
生

徒
に
と
っ
て
も
「
楽
し
い
授
業
」
が
必
要

だ
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
楽
し

い
か
ら
授
業
に
前
向
き
に
取
り
組
み
、
分

か
る
こ
と
が
少
し
ず
つ
増
え
、
英
語
力
も

学
ぶ
意
欲
も
高
ま
っ
て
い
く
の
で
す
。

3

5

2

6

●
私
が
目
指
す
授
業

生
徒
が
楽
し
く
英
語
を
学
べ
る

授
業
を
試
行
錯
誤

新出単語の復習

定着の確認、本時の自己評価

前時に学んだ素材文の新出単語を、内野先生の音読に続き
全員で発音した後、左に英単語、右に日本語での意味が書
かれたプリントを２つ折りにし、交互に見ながら個人で練
習。次に、言われた日本語を英語で答える活動をペアで行い、
答えられなかった単語はその場で５回発音し、定着を図った。

左に意味の塊ごと短くした素材文、右に和訳が記されたプリ
ントで、ペアで音読練習をした。音読の際、生徒はなるべ
くアイコンタクトをして文字から目を離し、ペアの相手が復
唱できるよう大きな声で行った。その後、ペアで素材文を
速く音読する競争を２回行い、“Good job!”とたたえ合った。

ホワイトボードに映した素材文から消えた新出単語を先に
言う競争をペアで行った後、素材文が文頭から自動で消える
中、内容を意識しながら速度を上げて音読した。最後に、授
業冒頭と同様、１分間黙読し、自己の伸長を確認。先生は、音
読や音読筆写の継続で英語学習が楽になると、生徒に伝えた。

9:50

10:2210:30

本時の目標の提示と内容理解

内野先生は、本時の目標を「和食の特徴を英語で説明する」
と提示し、素材文には和食の特徴が４つ書かれていること
を説明。生徒は素材文を１分間黙読してから、読解したこ
とをペアで説明し合った。内野先生が素材文の解説をした
後、ＪＥＴ（＊１）の発音を手本に素材文の音読を繰り返した。

9:55

本時の素材文を習熟

本時のキー課題

＊１　JET プログラムの参加者として学校現場に赴任する ALT。JET と通称されている。都立高校のすべての学年で、日本人外国語担当教員の助手として外国
語授業に携わり、教材の準備や英語研究会のような課外活動などに従事している。JET プログラムは、総務省、外務省、文部科学省及び一般財団法人自治体国
際化協会（CLAIR）の協力の下、地方自治体が実施している「語学指導等を行う外国青年招致事業」（The Japan Exchange and Teaching Programme）の略称。
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私
が
考
え
る
「
楽
し
い
授
業
」
は
、
仲

間
と
英
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取

る
授
業
で
す
。
仲
間
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
は
、
学
校
で
学
ぶ
意
義
で
も
あ
り

ま
す
。
目
標
に
向
け
て
協
力
す
る
、
ゲ
ー

ム
感
覚
で
競
う
な
ど
、
生
徒
主
体
の
活
動

と
し
、
高
校
卒
業
後
に
社
会
で
求
め
ら
れ

る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て

の
英
語
力
の
育
成
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
将
来
ど
の
よ
う
な
職
業
に
就
く
と
し
て

も
必
要
と
な
る
の
は
、
目
標
に
向
か
っ
て

チ
ー
ム
で
協
働
す
る
力
で
す
。
そ
こ
で
授

業
で
は
、
英
語
４
技
能
を
楽
し
く
習
得
す

る
こ
と
に
加
え
て
、
協
働
の
大
切
さ
を
体

験
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
ウ
ォ
ー
ム
ア
ッ
プ
の
段
階
か
ら
ペ
ア
や

グ
ル
ー
プ
で
活
動
を
す
る
こ
と
で
、
他
者

の
英
語
を
聞
い
て
自
分
の
英
語
を
振
り

返
っ
た
り
、
分
か
ら
な
い
こ
と
を
教
え

合
っ
た
り
し
や
す
く
し
て
い
ま
す
。
入
学

直
後
は
、
多
く
の
生
徒
が
英
語
で
の
他
者

と
の
や
り
取
り
に
慣
れ
て
い
な
い
の
で
、

最
初
の
う
ち
は
、
私
と
Ｊ
Ｅ
Ｔ
が
手
本
を

見
せ
ま
す
。
や
り
取
り
の
方
法
が
分
か
れ

ば
、
生
徒
は
楽
し
ん
で
取
り
組
み
ま
す
。

る
活
動
で
す
。
最
初
は
ほ
と
ん
ど
英
語
を

言
え
な
か
っ
た
生
徒
が
、
練
習
を
重
ね
る

度
に
話
す
語
彙
数
が
増
え
て
い
き
ま
す
。

英
語
が
得
意
な
生
徒
は
、
話
す
ス
ピ
ー
ド

が
ど
ん
ど
ん
速
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。
こ

の
活
動
を
続
け
て
い
く
と
、
素
材
文
の
要

約
を
い
き
な
り
書
か
せ
て
も
、
あ
る
程
度
、

自
分
の
言
葉
で
書
け
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
そ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ
て
、
授
業
で

集
中
し
て
学
べ
ば
、
英
語
力
は
伸
び
る
こ

と
を
実
感
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
１
・
２
年
次
に
年
１
回
受
検
す
る
「
Ｇ

Ｔ
Ｅ
Ｃ
」
も
、
生
徒
に
英
語
力
の
伸
び
を

実
感
さ
せ
る
機
会
に
し
て
い
ま
す
。「
Ｇ

Ｔ
Ｅ
Ｃ
」
の
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
テ
ス
ト
の
過

去
問
題
を
参
考
に
作
問
し
た
文
章
題
を

　
文
法
の
指
導
で
も
、例
え
ば
、
２
つ
の
例

文
を
示
し
て
「
ど
こ
が
違
う
？
」
と
問
い

か
け
る
際
に
、
仲
間
と
一
緒
に
考
え
さ
せ

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と

で
、
文
法
が
苦
手
な
生
徒
が
学
習
に
前
向

き
に
な
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
生
徒
が
仲
間
と
楽
し
み
な
が
ら
取
り
組

め
る
課
題
と
し
て
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
テ

ス
ト
や
動
画
制
作
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
テ
ス
ト
で
は
、
例
え

ば
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
作
っ
た
ス
キ
ッ

ト
を
発
表
し
、
ク
ラ
ス
全
員
で
評
価
し
ま

す
。
登
場
人
物
の
人
間
関
係
や
会
話
の
Ｔ

Ｐ
Ｏ
を
考
え
て
ス
ト
ー
リ
ー
を
作
る
よ
う

に
伝
え
て
い
ま
す
。
英
語
が
苦
手
な
生
徒

も
、
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
や
小
道
具
を
工
夫
し

な
が
ら
、
生
き
生
き
と
発
表
し
て
い
ま
す
。

　
動
画
は
、
英
語
に
よ
る
コ
マ
ー
シ
ャ
ル

や
日
本
文
化
の
紹
介
な
ど
を
テ
ー
マ
に
、

グ
ル
ー
プ
で
制
作
し
て
い
ま
す
。
制
作
過

程
で
英
作
文
や
発
音
、
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
に

関
す
る
助
言
を
し
、
観
る
人
を
飽
き
さ
せ

な
い
工
夫
を
し
よ
う
と
伝
え
て
い
ま
す
。

　
授
業
時
間
内
に
動
画
を
完
成
さ
せ
る
こ

と
は
難
し
く
、
ど
の
グ
ル
ー
プ
も
、
放
課

後
や
週
末
に
録
画
や
編
集
作
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。
授
業
中
あ
ま
り
発
言
を
し
な
い

生
徒
が
、
動
画
の
中
で
は
笑
顔
で
活
発
に

英
語
を
話
し
て
い
た
り
、
編
集
作
業
で
思

わ
ぬ
才
能
を
発
揮
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
生
徒
が
動
き
、
楽
し
く
英
語
を

学
ぶ
学
習
活
動
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
生
徒
が
自
身
の
成
長
を
実
感
で
き
る
よ

う
に
す
る
こ
と
も
、
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
単
元
や
授
業
の
冒
頭
に
「
で
き

る
よ
う
に
な
り
た
い
こ
と
」
を
生
徒
と
共

有
し
ま
す
。
本
時
で
は
、「
和
食
の
特
徴
を

英
語
で
説
明
す
る
」
を
目
標
と
し
ま
し
た
。

素
材
文
を
初
め
て
読
む
時
に
そ
の
時
点
で

の
理
解
度
を
自
己
評
価
し
、
授
業
の
終
盤

に
同
様
に
素
材
文
を
読
ん
で
自
己
評
価
を

し
て
、
自
分
の
伸
び
を
自
覚
さ
せ
ま
す
。

　
イ
ン
プ
ッ
ト
を
十
分
に
行
っ
た
後
、
素

材
文
の
内
容
を
キ
ー
ワ
ー
ド
を
使
っ
て
再

現
す
る
ワ
ー
ド
カ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ
（
図
）

も
、
生
徒
が
英
語
力
の
伸
び
を
実
感
で
き

図　ワードカウント用のワークシート　

2016 年、全国英語教育研究団体連合会において西
にし

 巌
いつひろ

弘先生が発
表したワークシートを参考に、内野先生が作成。
※学校資料をそのまま掲載。

●
私
の
発
問
・
課
題
設
定
の
観
点

ペ
ア
や
グ
ル
ー
プ
で
活
動
し
、

楽
し
み
な
が
ら
協
働
性
を
育
成
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主体的・対話的で深い学び

定
期
考
査
で
出
題
し
た
り
、「
Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
」

を
初
め
て
受
検
す
る
１
年
生
に
は
、
ス

ピ
ー
キ
ン
グ
テ
ス
ト
を
受
検
し
て
い
る
先

輩
の
様
子
が
分
か
る
動
画
を
見
せ
た
り
し

て
、
受
検
へ
の
意
識
づ
け
を
し
て
い
ま
す
。

　
授
業
の
成
果
は
、「
Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
」
の
ス

コ
ア
の
伸
び
に
も
表
れ
て
い
ま
す
。
特
に

ス
ピ
ー
キ
ン
グ
は
、
Ｃ
Ｅ
Ｆ
Ｒ
（
＊
２
）

の
Ａ
２
に
達
す
る
生
徒
の
割
合
が
、
１
年

次
は
約
４
割
だ
っ
た
の
が
、
２
年
次
に
は

７
割
以
上
と
な
っ
た
学
年
も
あ
り
ま
す
。

生
徒
対
象
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
日
常
会
話

を
英
語
で
話
せ
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
答

え
る
生
徒
が
、
学
年
が
上
が
る
に
連
れ
て

増
え
て
い
る
の
も
う
れ
し
い
限
り
で
す
。

　
英
語
を
学
ぶ
こ
と
で
、
興
味
や
関
心
が

世
界
に
向
き
、
視
野
が
広
が
り
ま
す
。
た

と
え
外
国
に
行
か
な
く
て
も
、
日
々
の

生
活
は
外
国
と
深
く
か
か
わ
っ
て
い
ま

す
。
そ
う
し
た
時
代
を
生
き
る
子
ど
も
た

ち
が
、
世
界
の
人
々
と
協
働
す
る
た
め
の

ツ
ー
ル
と
し
て
の
英
語
を
ワ
ク
ワ
ク
し
な

が
ら
楽
し
く
学
べ
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も

尽
力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

●
成
果
と
展
望

日
常
会
話
を
英
語
で
話
せ
る
よ
う

に
な
り
た
い
と
思
う
生
徒
が
増
加

単元の指導計画

授 業 実 践

【教科・科目】英語・英語コミュニケーションⅠ　【分野・単元】Lesson6 Washoku・関係代名詞　【テーマ・作品】和食　【設定時数】
全９時間（本時は４時間目）　【単元目標】和食に関する知識を得て、それを自分の言葉（英語）で人に伝えることができる。

時
数 学習内容 身につけさせたい

資質・能力 授業の流れ 教師の配慮 評価
方法

１

• 世界の食文化に
ついて知る

• 関係代名詞主格
の理解

• ペアやグループの活動に積極的に参加している。
• 例文を参考にして文法の法則を導き出そうとし

ている。
• 仲間と協力して問題を解決しようとしている。

【思考力、判断力、表現力、主体性、協働性】

①ペア・グループでウォームアップ
②新出単語の復習
③新出文法事項の理解
④本文の理解度チェック

【主体的な学び】指
示された活動に、積
極的に取り組んでい
るか。授業の最初と
終わりで自分の伸び
を確認させる。

【対話的な学び】ペ
アやグループの活動
で積極的に自分の分
かったことや意見を
述べているか。

【深い学び】「分かる」
で満足せず、「でき
る」ようになるため
の活動に積極的に取
り組んでいるか。

自己
評価

２

• 世界の食文化に
ついて知る

• 教科書の内容を
アウトプットする

• ペアやグループの活動に積極的に参加している。
• 仲間と協力して問題を解決しようとしている。
• ヒントを基に自分の今の実力で英語を話す。

【判断力、表現力、主体性、協働性】

①ペア・グループでウォームアップ
②新出単語の復習
③本文の速読・速解の訓練
④本文の理解度チェック
⑤本文のアウトプットの練習

自己
評価

3

• 和食の特徴を知
る

• 関係代名詞目的
格の理解

• ペアやグループの活動に積極的に参加している。
• 例文を参考にして文法の法則を導き出そうとし

ている。
• 仲間と協力して問題を解決しようとしている。

【思考力、判断力、表現力、主体性、協働性】

①ペア・グループでウォームアップ
②新出単語の復習
③新出文法事項の理解
④本文の理解度チェック

自己
評価

4

• 和食の特徴を知
る

• 教科書の内容を
アウトプットする

• ペアやグループの活動に積極的に参加している。
• 仲間と協力して問題を解決しようとしている。
• ヒントを基に自分の今の実力で英語を話す。

【判断力、表現力、主体性、協働性】

①ペア・グループでウォームアップ
②新出単語の復習
③本文の速読・速解の訓練
④本文の理解度チェック
⑤本文のアウトプットの練習

自己
評価

5

• 日本食の材料が
どこから来てい
るのかを知る

• 関係代名詞 what
を理解する

• ペアやグループの活動に積極的に参加している。
• 例文を参考にして文法の法則を導き出そうとし

ている。
• 仲間と協力して問題を解決しようとしている。

【思考力、判断力、表現力、主体性、協働性】

①ペア・グループでウォームアップ
②新出単語の復習
③新出文法事項の理解
④本文の理解度チェック

自己
評価

8

• 食文化を守るた
めに行われてい
ることを知る

• 教科書の内容を
アウトプットする

• ペアやグループの活動に積極的に参加している。
• 仲間と協力して問題を解決しようとしている。
• ヒントを基に自分の今の実力で英語を話す。

【判断力、表現力、主体性、協働性】

①ペア・グループでウォームアップ
②新出単語の復習
③本文の速読・速解の訓練
④本文の理解度チェック
⑤本文のアウトプットの練習

自己
評価

9
• まとめ
• 文法事項の総復

習

• ペアやグループの活動に積極的に参加している。
• 仲間と協力して問題を解決しようとしている。

【思考力、主体性、協働性】

①ペア・グループでウォームアップ
②文法事項の復習
③練習問題

※内野先生作成の単元の指導計画を基に編集部で作成。単元の指導計画の全９時間分は、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイト（https://berd.
benesse.jp/）からダウンロードできます。「HOME →教育情報→高校向け」でご覧ください。

＊２　ヨーロッパ言語共通参照枠（Common European Framework of Reference for Languages）の略称。語学シラバスやカリキュラムの手引きの作成、学
習指導教材の編集、外国語運用能力の評価のために、透明性が高く、包括的な基盤を提供するものとして、2001年に欧州評議会が発表。Ａ（基礎段階の言語
使用者）、Ｂ（自立した言語使用者）、Ｃ（熟達した言語使用者）ごとに２レベル、計６レベルが設定されている。
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群
馬
大
学
理
工
学
部
物
質
・
環
境
類
応
用

化
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
化
学
と
生
物
を
融

合
さ
せ
た
幅
広
い
先
端
教
育
を
行
い
、
生
体

メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
な
ど
の
研
究
を
通
じ

て
、
新
物
質
・
新
材
料
の
創
製
と
開
発
、
医

学
・
薬
学
へ
の
応
用
を
目
指
し
て
い
る
。

　
同
大
学
大
学
院
理
工
学
府
物
質
・
生
命
理

工
学
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
博
士
前
期
（
修
士
）

課
程
１
年
の
堀
川
桃
佳
さ
ん
は
化
学
が
好
き

だ
っ
た
が
、
学
び
た
い
分
野
が
明
確
に
は
決

ま
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
幅
広
く
化
学
を

学
べ
る
同
類
の
前
身
で
あ
る
理
工
学
部
化

学
・
生
物
化
学
科
（
＊
１
）
に
入
学
し
た
。
　

　
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
博
士
前
期
（
修
士
）
課
程

１
年
の
岡
村
和い

泉ず
み

さ
ん
は
、
高
校
の
生
物
の

授
業
で
受
容
体
に
興
味
を
持
ち
、
そ
の
研
究

が
で
き
る
大
学
を
探
し
、
武
田
茂し

げ

樹き

教
授
の

食
品
生
物
科
学
研
究
室
に
た
ど
り
着
い
た
。

　「
受
容
体
は
、
細
胞
外
か
ら
の
何
ら
か
の

刺
激
を
受
け
取
る
機
能
を
持
つ
も
の
を
指

し
、
中
で
も
私
は
、
神
経
伝
達
物
質
や
ホ
ル

モ
ン
を
受
け
取
る
細
胞
の
受
容
体
に
着
目
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
受
容
体
は
創
薬
の
観

点
か
ら
も
注
目
さ
れ
て
い
る
の
で
、
受
容
体

の
仕
組
み
に
つ
い
て
知
り
た
い
と
思
い
ま
し

た
」（
岡
村
さ
ん
）

　
岡
村
さ
ん
と
堀
川
さ
ん
は
、
１
年
次
に
理

工
学
系
の
基
礎
と
な
る
科
目
を
履
修
、
２
年

次
か
ら
物
理
・
無
機
・
高
分
子
と
い
っ
た
様
々

な
化
学
を
学
び
、
自
分
の
専
門
を
考
え
始
め

た
（
＊
２
）。
堀
川
さ
ん
は
、
２
年
次
に
生

物
の
遺
伝
子
、
細
胞
、
代
謝
、
増
殖
、
分
化
、

生
殖
、
発
生
な
ど
を
学
ぶ
「
細
胞
生
物
学
」

を
履
修
し
た
こ
と
が
、
専
門
分
野
を
考
え
る

き
っ
か
け
に
な
っ
た
。

　「
人
間
の
体
で
は
、
自
分
が
考
え
て
い
る

以
上
に
様
々
な
生
命
現
象
が
起
き
て
い
る
こ

と
を
知
り
、
生
物
化
学
へ
の
関
心
が
高
ま
り

ま
し
た
。
２
年
次
の
夏
、
学
科
で
実
施
さ
れ

た
研
究
室
紹
介
で
、
食
品
生
物
科
学
研
究
室

で
蚕
を
使
っ
て
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
生
産
を
研

究
し
て
い
る
と
知
り
、
自
分
も
挑
戦
し
て
み

た
い
と
思
い
ま
し
た
」（
堀
川
さ
ん
）

　　
岡
村
さ
ん
と
堀
川
さ
ん
が
所
属
す
る
、「
目

標
３

　す
べ
て
の
人
に
健
康
と
福
祉
を
」
へ

の
貢
献
を
目
指
す
食
品
生
物
科
学
研
究
室
で

は
、
創
薬
に
つ
な
が
る
タ
ン
パ
ク
質
の
生
産

や
、
新
薬
候
補
の
化
合
物
の
同
定
な
ど
を
研

究
し
て
い
る
。

　
そ
の
中
で
、
堀
川
さ
ん
が
学
部
時
代
か
ら

取
り
組
む
の
が
、
遺
伝
子
組
換
え
蚕
を
用
い

た
が
ん
ワ
ク
チ
ン
（
＊
３
）
の
生
産
だ
。
現

在
医
療
現
場
で
は
、
感
染
症
や
、
が
ん
を
含

む
非
感
染
症
疾
患
対
策
の
た
め
に
、
ワ
ク
チ

ン
や
最
新
の
タ
ン
パ
ク
質
製
剤
が
求
め
ら
れ

＊１  理工学部には５学科が設置されていたが、2021 年度から物質・環境類と電子・機械類の２類 8 プログラムに再編された。＊２ 現在、物質・環境類では、2 年次後期か
ら、５つのうちいずれかのプログラム（応用化学、食品工学、材料科学、化学システム工学、土木環境）に所属し、専門性を深めていく。

化
学
と
生
物
が
融
合
し
た
学
び
で
、

生
体
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
を
研
究

１
年
次
に
理
工
学
系
の
基
礎
を

学
び
、
２
年
次
に
専
門
に
進
ん
だ

S D G s の
視 点 で 見 る

大学の学び

目標の解説は

WebでCheck!

または、
HOME ＞ 教育情報 ＞ 高校向け ＞ 
コーナー別 記事一覧からもお読み
いただけます。
https://berd.benesse.jp

群
馬
大
学
大
学
院
理
工
学
府

物
質･

生
命
理
工
学
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
　
博
士
前
期（
修
士
）

課
程
１
年

堀
川
桃
佳

ほ
り
か
わ
・
も
も
か

群
馬
大
学
大
学
院
理
工
学
府

物
質･

生
命
理
工
学
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
　
博
士
前
期（
修
士
）

課
程
１
年

岡
村
和
泉

お
か
む
ら
・
い
ず
み

埼
玉
県
立
本
庄
東
高
校
卒
業
。
群
馬
大
学
理
工
学
部
化

学･

生
物
化
学
科
卒
業
。

伊
勢
崎
市
立
四
ツ
葉
学
園
中
等
教
育
学
校
卒
業
。
群
馬

大
学
理
工
学
部
化
学･

生
物
化
学
科
卒
業
。

私
た
ち
が
紹
介
し
ま
す

遺
伝
子
組
換
え
蚕
を
用
い
た

が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
生
産
に
挑
む

遺
伝
子
組
換
え
蚕
を
用
い
て
、

世
界
中
で
安
全
か
つ
安
価
に
利
用
で
き
る

が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
生
産
を
目
指
す

　
　
　
　
　

群
馬
大
学 

理
工
学
部 

物
質
・
環
境
類 

応
用
化
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
　

食
品
生
物
科
学
研
究
室
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に
、
蚕
の
繭
か
ら
大
量
に
が
ん
ワ
ク
チ
ン
を

精
製
す
る
た
め
の
研
究
も
行
っ
て
い
る
。

　「研
究
室
の
実
験
規
模
で
は
、
わ
ず
か
数

ミ
リ
グ
ラ
ム
し
か
、
が
ん
ワ
ク
チ
ン
を
精
製

で
き
ま
せ
ん
。
多
く
の
人
の
治
療
に
使
え
る

よ
う
、
ど
う
す
れ
ば
効
率
よ
く
、
大
量
に
が

ん
ワ
ク
チ
ン
を
精
製
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

か
、
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
工
業
生
産
の
実
現
を

目
指
し
て
い
ま
す
（
目
標
９
）」
　

　研
究
で
は
、
学
部
時
代
の
実
験
経
験
が
生

き
て
い
る
と
、
岡
村
さ
ん
は
語
る
。

　「実
験
に
は
精
密
さ
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

学
部
時
代
の
受
容
体
の
研
究
で
、
ピ
ペ
ッ
ト

で
10
マ
イ
ク
ロ
リ
ッ
ト
ル
の
溶
液
を
正
確

に
測
れ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
練
習
し
た
こ
と

が
、
現
在
の
研
究
に
も
役
立
っ
て
い
ま
す
」

　岡
村
さ
ん
は
、
群
馬
県
蚕さ

ん

糸し

技
術
セ
ン

タ
ー
に
通
い
、
実
験
を
行
っ
て
い
る
。

　「蚕
に
は
、目
的
の
遺
伝
子
が
導
入
さ
れ
た

ら
眼
が
赤
く
光
る
よ
う
に
、遺
伝
子
が
組
み

込
ま
れ
て
い
ま
す
。蛍
光
顕
微
鏡
で
卵
を
確

認
し（
図
）、眼
が
光
っ
た
卵
を
飼
育
し
て
い

ま
す
。研
究
室
に
は
、虫
が
苦
手
な
学
生
も
い

ま
す
が
、社
会
貢
献
に
つ
な
が
る
研
究
の
た

め
、飼
育
も
研
究
の
一
部
だ
と
考
え
、皆
で
頑

張
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」（
岡
村
さ
ん
）

　大
学
院
卒
業
後
の
進
路
と
し
て
、
岡
村
さ

ん
は
、
食
品
や
製
薬
業
界
の
営
業
職
を
志
望

し
て
い
る
。
堀
川
さ
ん
は
、
製
薬
業
界
で
研

究
職
を
目
指
す
予
定
だ
。

て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
生
産
に
は
、

高
度
な
培
養
装
置
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
課

題
だ
。

　「が
ん
ワ
ク
チ
ン
を
生
産
す
る
よ
う
に
改

変
し
た
遺
伝
子
組
換
え
蚕
を
利
用
す
れ
ば
、

高
度
な
装
置
を
用
い
ず
に
、
が
ん
ワ
ク
チ
ン

が
生
産
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン
は
、
超
低
温
冷
凍
で

の
保
管
が
必
要
な
こ
と
が
課
題
に
な
り
ま
し

た
が
、
蚕
が
繭
に
生
産
し
た
が
ん
ワ
ク
チ
ン

は
、
常
温
で
も
繭
の
中
で
安
定
し
た
状
態
を

保
て
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
生
産
や
管
理

が
容
易
な
ワ
ク
チ
ン
が
で
き
れ
ば
、
発
展
途

上
国
な
ど
、
よ
り
多
く
の
人
が
利
用
可
能
に

な
る
と
考
え
て
い
ま
す
」（
堀
川
さ
ん
）

　学
部
時
代
は
、
が
ん
ワ
ク
チ
ン
を
繭
か
ら

取
り
出
す
手
順
を
研
究
し
た
。
現
在
は
、
蚕

か
ら
生
産
し
た
が
ん
ワ
ク
チ
ン
が
、
免
疫
細

胞
の
活
性
化
に
効
果
が
あ
る
の
か
を
、
実
際

に
が
ん
患
者
の
免
疫
細
胞
を
用
い
て
試
験
し

て
い
る
。

　「が
ん
ワ
ク
チ
ン
を
繭
か
ら
取
り
出
す
の

に
一
番
よ
い
条
件
を
見
つ
け
る
た
め
に
、
溶

液
の
水
素
イ
オ
ン
指
数
を
変
え
た
り
、
タ
ン

パ
ク
質
の
抽
出
方
法
を
変
え
た
り
と
、
試
行

錯
誤
し
た
結
果
、
効
率
の
よ
い
手
順
を
見
つ

け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
自
分
の
研
究
を

多
く
の
人
の
健
康
に
役
立
て
た
い
一
心
で
、

研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
（
目
標
３
、
写

真
）」（
堀
川
さ
ん
）

　岡
村
さ
ん
は
、
学
部
時
代
か
ら
、
創
薬
に

つ
な
が
る
受
容
体
の
研
究
を
す
る
と
と
も

　蚕
は
、
飼
育
が
容
易
で
、
有
用
な
タ
ン

パ
ク
質
を
安
定
的
に
生
産
で
き
る
と
い
う

特
長
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
蚕
を
用
い

れ
ば
、
こ
れ
ま
で
は
あ
ま
り
普
及
し
て
い

な
か
っ
た
が
ん
ワ
ク
チ
ン
を
、
安
く
、
大

量
に
、
簡
単
に
、
そ
し
て
、
人
体
に
有
害

な
成
分
の
混
入
を
少
な
く
生
産
で
き
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　私
た
ち
は
地
域
貢
献
の
た
め
に
、
群
馬

伝
統
の
養
蚕
業
か
ら
生
ま
れ
た
遺
伝
子
組

換
え
蚕
の
応
用
技
術
を
、
地
方
創
生
を
支

え
る
基
盤
技
術
に
育
て
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
農
山
村
の
活
性
化
、

地
域
の
人
材
育
成
（
目
標
８
）
に
つ
な
が

る
で
し
ょ
う
。

　蚕
由
来
の
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
研
究
は
、

世
界
で
誰
も
取
り
組
ん
で
い
な
い
新
し
い

研
究
で
す
。
大
学
で
の
生
物
の
研
究
に
は
、

高
校
で
学
習
す
る
化
学
、
物
理
、
数
学
な

ど
、
す
べ
て
の
教
科
・
科
目
の
知
識
が
必

要
で
す
。
ま
た
、
学
外
に
研
究
成
果
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
た
め
の
表
現
力
も
重
要
で

す
。
高
校
生
に
は
、
苦
手
科
目
も
し
っ
か

り
学
ん
で
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

群
馬
大
学

理
工
学
部

　

物
質
・
環
境
類

　教
授

武
田
茂
樹

た
け
だ
・
し
げ
き

蚕
由
来
の
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
生
産
を
、

地
方
創
生
を
支
え
る
技
術
に

工
業
生
産
の
実
現
を
目
指
し
て
、

が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
大
量
生
産
を
研
究

＊３ 発がんウイルスの感染阻止や、がんの治療目的で使用されるワクチンのこと。堀川さんは、遺伝子組換え蚕を用いて生産したがん細胞に特異的に発現しているが
ん抗原をがん患者の体内に投与し、免疫細胞を活性化することで、がんを攻撃して治療する方法の確立を目指している。

写真　
堀川さんは、が
んワクチンを取
り出す方法を検
証中だ。実験で
は、できるだけ
自分の思い込み
を排除し、前提
を疑いながら検
証するように努
めている。

がんワクチンの生産に用いる
遺伝子組換え蚕

図

蚕の卵にヒトの遺伝子を注射して、ヒトのがんワクチ
ンを生産する遺伝子組換え蚕を作っている。
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上
智
大
学
文
学
部
哲
学
科
で
は
、
古
代
ギ

リ
シ
ア
か
ら
中
世
キ
リ
ス
ト
教
、
近
現
代
に

至
る
哲
学
・
思
想
を
広
く
学
び
、
自
ら
の
力

で
考
え
、
表
現
す
る
能
力
を
養
う
こ
と
を
重

視
し
た
教
育
を
行
っ
て
い
る
。

　
上
智
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
哲
学
専
攻

博
士
前
期
課
程
１
年
の
小
久
保
天あ

ま

音ね

さ
ん

は
、
⾼
校
時
代
、
一
般
的
に
言
わ
れ
る
よ
う

な
、
熱
い
友
情
や
青
春
は
尊
い
と
い
っ
た
価

値
観
に
意
味
を
感
じ
ら
れ
な
く
な
り
、
虚
無

感
を
抱
い
て
い
た
。

　「
哲
学
を
学
べ
ば
、
虚
無
感
の
正
体
が
分

か
り
、
自
分
の
軸
に
な
る
も
の
を
見
つ
け
ら

れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
」

　
哲
学
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特
徴
は
、
３

つ
あ
る
。
１
つ
め
は
、
思
考
・
表
現
す
る
能

力
を
養
う
た
め
に
、
１
〜
４
年
次
ま
で
、
少

人
数
で
の
対
話
を
重
視
し
た
演
習
や
文
献
講

読
の
科
目
を
設
置
し
て
い
る
こ
と
だ
。
１
年

次
の「
哲
学
演
習
Ⅰ
」は
、プ
ラ
ト
ン
や
カ
ン

ト
な
ど
の
西
洋
哲
学
の
古
典
文
献
に
つ
い

て
、
20
人
程
度
の
ゼ
ミ
形
式
で
学
ぶ
。
中
国

の
大
学
を
卒
業
後
、哲
学
を
学
ぼ
う
と
考
え
、

同
大
学
に
入
学
し
た
同
専
攻
博
士
後
期
課
程

３
年
の
胡こ

婧せ
い

さ
ん
は
、
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
仲
間
と
の
対
話
を
通
し
て
、
同
じ
テ
ー

マ
で
も
、
他
者
が
自
分
と
は
全
く
異
な
る
視

点
で
考
え
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
衝
撃
を
受

け
ま
し
た
。
た
だ
、
皆
、
自
分
と
は
異
な
る

考
え
で
も
受
け
止
め
、
テ
ー
マ
を
深
め
合
う

こ
と
が
で
き
た
の
は
有
意
義
で
し
た
」

　
２
つ
め
は
、
哲
学
の
原
典
講
読
に
備
え
、

語
学
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
だ
。
全
学
共
通

科
目
の
英
語
の
ほ
か
に
、
学
科
必
修
科
目
と

し
て
、
第
１
外
国
語
（
＊
１
）
の
授
業
が
週

３
日
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　
３
つ
め
は
、
西
洋
の
哲
学
史
に
つ
い
て
、

古
代
か
ら
現
代
ま
で
、
十
分
な
時
間
を
か
け

て
学
ぶ
こ
と
だ
。
小
久
保
さ
ん
は
次
の
よ
う

に
話
す
。

　「
哲
学
者
は
、
前
の
時
代
や
同
時
代
の
思

想
と
深
く
関
係
し
た
思
想
を
紡
ぎ
ま
す
。
私

は
、
現
代
の
哲
学
者
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
思
想

に
沿
っ
て
研
究
を
し
て
い
ま
す
が
、
古
代
か

ら
現
代
ま
で
の
哲
学
史
を
学
ん
だ
こ
と
が
、

研
究
の
強
い
基
盤
に
な
っ
て
い
ま
す
」

　
２
年
次
か
ら
は
、
関
心
の
あ
る
分
野
に
応

じ
て
、
哲
学
思
想
・
倫
理
学
・
芸
術
文
化
の

３
つ
の
系
列
に
分
か
れ
る
。
３
年
次
の
終
わ

り
に
は
、
専
門
分
野
を
意
識
し
、
論
文
指
導

教
員
を
決
め
て
卒
業
論
文
の
執
筆
に
取
り
組

む
。小
久
保
さ
ん
と
胡
さ
ん
は
、近
現
代
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
哲
学
が
専
門
で
、「
目
標
16
　 

平
和

と
公
正
を
す
べ
て
の
人
に
」
や
目
標
４
・
10

に
貢
献
す
る
研
究
を
行
う
大
橋
容
一
郎
教
授

の
下
で
、
卒
業
論
文
を
執
筆
し
た
。

　
小
久
保
さ
ん
は
、
人
生
に
意
味
が
な
い
と

感
じ
る
「
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
」（
＊
2
）
を
乗
り

越
え
、
人
生
に
意
味
を
⾒
い
だ
せ
る
よ
う
に

＊１  ドイツ語・フランス語・英語の中から１つ選択。　＊２ 虚無主義。既存の価値体系や権威をすべて否定する思想や態度。ニーチェなどに代表される。

１
年
次
か
ら
、対
話
重
視
の
演
習
で

思
考
力
・
表
現
力
を
養
う

人
生
に
価
値
を
見
い
だ
す
研
究
で
、

社
会
問
題
の
見
方
が
変
わ
る

S D G s の
視 点 で 見 る

大学の学び

目標の解説は

WebでCheck!

または、
HOME ＞ 教育情報 ＞ 高校向け ＞ 
コーナー別 記事一覧からもお読み
いただけます。
https://berd.benesse.jp

古
代
か
ら
現
代
ま
で
幅
広
く
哲
学
を
学
び
、

現
代
の
諸
問
題
と
の
接
点
を
見
つ
け
る
こ
と
で
、

物
事
の
基
本
的
な
意
味
や
価
値
を
捉
え
直
す

上
智
大
学 

文
学
部 

哲
学
科

上
智
大
学
大
学
院 

文
学
研
究
科
哲
学
専
攻

博
士
前
期
課
程
１
年

小
久
保
天
音 

こ
く
ぼ
・
あ
ま
ね

上
智
大
学
大
学
院
　

文
学
研
究
科
哲
学
専
攻

博
士
後
期
課
程
３
年

胡 

婧
こ
・
せ
い

中
国
・
合
肥
市
第
四
十
中
学
卒
業
。
安
徽
大
学
日
本
語

教
育
専
攻
卒
業
。
上
智
大
学
文
学
部
哲
学
科
卒
業
。

東
京
都
立
西
高
校
卒
業
。上
智
大
学
文
学
部
哲
学
科
卒
業
。

私
た
ち
が
紹
介
し
ま
す
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胡
さ
ん
は
、
自
身
の
ル
ー
ツ
で
あ
る
中
国

の
思
想
を
テ
ー
マ
に
、
学
部
時
代
は
中
国
に

お
け
る
平
等
の
概
念
を
研
究
し
た
（
写
真
）。

そ
の
研
究
を
通
じ
て
、
西
洋
文
明
と
の
か
か

わ
り
の
中
で
変
容
し
て
き
た
平
等
の
概
念
を

新
た
な
視
点
か
ら
解
釈
し
た
。
さ
ら
に
、
西

洋
的
近
代
に
直
面
し
た
東
ア
ジ
ア
の
近
代
化

へ
の
模
索
は
、
現
代
世
界
に
も
大
き
な
示
唆

を
与
え
て
い
る
と
考
え
た
。

　
現
在
は
、
19
世
紀
末
か
ら
20
世
紀
中
頃
の

中
国
に
お
け
る
近
代
化
の
理
解
と
、
現
代
的

意
味
を
テ
ー
マ
と
し
て
研
究
を
行
っ
て
い

る
。
胡
さ
ん
は
、
そ
う
し
た
研
究
が
、
現
代

社
会
の
平
等
や
貧
困
問
題
を
考
え
る
上
で
重

要
だ
と
強
調
す
る
。

　「
産
業
革
命
に
よ
る
西
洋
的
近
代
化
に

よ
っ
て
、
現
代
社
会
は
物
質
的
な
豊
か
さ
を

手
に
入
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
自
立
的
な
精

神
を
育
て
な
い
限
り
、
本
当
の
意
味
で
の
貧

困
を
な
く
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
（
目
標

10
・
16
）。
人
間
精
神
に
価
値
性
を
見
い
だ

す
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
は
、
20
世
紀
の

中
国
で
も
議
論
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
一
人
ひ

と
り
の
人
生
を
よ
い
も
の
に
す
る
に
は
何
が

大
切
な
の
か
、学
術
的
な
価
値
だ
け
で
な
く
、

実
現
可
能
性
も
踏
ま
え
、
今
後
も
研
究
者
と

し
て
哲
学
を
追
求
し
て
い
き
ま
す
」

な
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
、
哲
学
的
に

考
え
、
研
究
を
行
っ
た
。 

　「
研
究
当
初
は
、
周
囲
の
価
値
観
に
違
和

感
を
覚
え
て
い
た
の
で
、
絶
対
的
な
も
の
を

探
そ
う
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
研

究
を
進
め
る
う
ち
に
、
人
生
に
は
絶
対
的
な

も
の
は
存
在
せ
ず
、
あ
り
も
し
な
い
理
念
に

し
が
み
つ
く
こ
と
は
、
さ
ら
に
『
ニ
ヒ
リ
ズ

ム
』
を
悪
化
さ
せ
る
恐
れ
が
あ
る
と
気
づ
き

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
学
士
論
文
で
は
、
ニ
ー

チ
ェ
の
思
想
『
力
へ
の
意
志
』
に
基
づ
き
、

自
分
に
と
っ
て
意
味
が
感
じ
ら
れ
る
価
値
を

定
立
し
て
い
く
こ
と
が
、
人
生
で
は
重
要
で

あ
る
と
結
論
づ
け
ま
し
た
」　

　
博
士
前
期
課
程
で
も
、
そ
の
研
究
を
続
け

る
う
ち
に
課
題
に
ぶ
つ
か
っ
た
。
自
分
で
価

値
観
を
生
み
出
し
続
け
る
の
に
は
限
界
が
あ

る
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　「
現
在
は
、
自
分
で
価
値
を
定
立
す
る
の

で
は
な
く
、
自
分
や
他
者
、
ま
た
世
界
の
根

源
に
立
ち
戻
っ
て
研
究
す
る
こ
と
が
ニ
ヒ
リ

ズ
ム
の
克
服
に
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。」

　
哲
学
の
研
究
を
通
し
て
、
社
会
問
題
の
見

方
も
変
わ
っ
た
と
、
小
久
保
さ
ん
は
話
す
。

　「
一
歩
日
常
の
外
に
出
て
、
方
法
論
的
に

問
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
哲
学
的
思
考

は
、
個
人
的
問
い
、
社
会
的
問
い
に
関
係
な

く
、
物
事
を
問
う
た
め
の
方
法
や
道
筋
を
与

え
て
く
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
世
界
規
模
で
環

境
や
貧
困
問
題
に
取
り
組
む
S
D
G
s
に

は
賛
同
し
て
い
ま
す
が
、
発
展
・
成
長
を
重

視
し
た
目
標
で
あ
る
こ
と
に
課
題
を
感
じ
て

い
ま
す
。
目
標
設
定
の
前
提
と
な
る
価
値
観

に
つ
い
て
、
若
い
世
代
の
視
点
も
踏
ま
え
、

検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す

（
目
標
16
）」（
図
）

　
私
は
、
哲
学
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
な
ど
の
社
会

問
題
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
研
究
し
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
指
導
す
る
学
生
の
多

く
は
、
古
典
的
な
純
哲
学
の
テ
キ
ス
ト
や

理
論
と
、
現
代
の
問
題
と
の
接
点
を
見
い

だ
そ
う
と
学
ん
で
い
ま
す
。

　
２
０
２
１
年
、
科
学
技
術
基
本
法
の
改

正
施
行
に
よ
っ
て
、
自
然
科
学
に
人
文
・

社
会
科
学
を
融
合
し
た
「
総
合
知
」
が
、

社
会
問
題
の
解
決
に
役
立
つ
と
さ
れ
ま
し

た
。
例
え
ば
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
各
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
は
数
値
目
標
が
あ
り
ま
す
が
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
が
重
視
す
る
「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
」

の
定
義
は
あ
い
ま
い
で
す
。
よ
く
生
き
る

と
は
、
ど
う
生
き
る
こ
と
な
の
か
。
よ
く

生
き
れ
ば
、
な
す
べ
き
こ
と
を
し
な
く
て

も
よ
い
の
か
。
そ
う
し
た
物
事
の
基
本
的

な
意
味
や
価
値
を
人
間
の
立
場
か
ら
考
え

て
い
く
こ
と
が
、
私
の
考
え
る
哲
学
で
す
。

　
そ
う
し
た
哲
学
の
研
究
を
し
て
い
く
た

め
に
は
、
心
身
と
も
に
健
康
で
、
自
分
自

身
を
見
つ
め
る
こ
と
や
、
他
者
と
真
面
目

な
話
題
で
対
話
す
る
こ
と
を
恐
れ
な
い
勇

気
を
持
つ
こ
と
が
重
要
で
す
。

上
智
大
学

　

文
学
部

　教
授

大
橋
容
一
郎

お
お
は
し
・
よ
う
い
ち
ろ
う

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
お
け
る

諸
問
題
の
解
決
に
不
可
欠
な
哲
学

小久保さんが考える
SDGsの課題

図

写真　2018 年、北京で開催された哲学系諸学会国
際連合総会及び第 24 回世界哲学大会に参加した胡
さん。近代中国の平等理論について発表した。

研究を踏まえ、SDGsを実質的なものにするために
は、⽬標設定の過程の透明性、特に、Ｚ世代の参
加の可能性を確保することが大事だと考えている。

中
国
に
お
け
る
平
等
や
近
代
化
の

思
想
変
容
の
研
究
を
行
う

学
び
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

F
o

r T
e

a
ch

e
r S

e
ctio

n

お
勧
め
の
分
掌
▼

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

学
年
団

担
任
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　「
デ
ザ
イ
ン
思
考
」
は
、
製
品
や
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
者
や
、
問
題
を
抱
え
る
当
事

者
の
立
場
か
ら
課
題
を
捉
え
、
利
用
者
の

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
開

発
し
た
り
、
問
題
の
最
適
な
解
決
策
を
見

い
だ
し
た
り
す
る
た
め
の
思
考
の
プ
ロ
セ

ス
だ
。
日
本
で
は
、「
デ
ザ
イ
ン
す
る
」
と

い
う
言
葉
は
、「
物
の
形
や
色
、
柄
な
ど

を
考
案
す
る
」
と
い
っ
た
意
味
で
捉
え
ら

れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
英
語
の
「design
」

に
は
、「
目
的
に
沿
っ
て
設
計
・
計
画
す
る
」

と
い
っ
た
意
味
が
含
ま
れ
る
。「
デ
ザ
イ

ン
思
考
」
の
「
デ
ザ
イ
ン
」
に
は
そ
の
意

味
が
あ
り
、「
デ
ザ
イ
ン
思
考
」
は
、
製

品
や
サ
ー
ビ
ス
以
外
に
も
、
そ
れ
ら
を
生

み
出
す
組
織
や
プ
ロ
セ
ス
な
ど
の
構
築
に

も
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　
京
都
大
学
の
塩
瀬
隆
之
准
教
授
は
、
デ

ザ
イ
ン
思
考
が
広
ま
っ
た
背
景
と
そ
の
過

程
を
、
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「
欧
米
で
は
、
利
用
者
の
視
点
を
第
一

に
物
事
を
捉
え
る
デ
ザ
イ
ン
思
考
が
、
問

題
解
決
の
手
法
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生

み
出
す
方
法
と
し
て
、
20
世
紀
の
終
わ
り

頃
か
ら
企
業
の
間
で
広
ま
っ
て
い
き
ま

し
た
。
日
本
で
は
、
そ
の
流
れ
を
受
け
、

２
０
１
３
年
頃
か
ら
、
経
済
産
業
省
な
ど

で
デ
ザ
イ
ン
思
考
に
関
す
る
研
究
が
始
ま

り
ま
し
た
。
政
府
は
、
も
の
づ
く
り
の
基

盤
技
術
と
し
て
、
デ
ザ
イ
ン
開
発
技
術
を

重
視
し
て
お
り
、
そ
の
研
究
の
た
め
の
支

援
事
業
も
行
っ
て
い
ま
す
。
長
ら
く
続
く

経
済
の
停
滞
を
打
破
す
る
た
め
、
新
た
な

開
発
の
枠
組
み
が
必
要
と
さ
れ
た
の
で

す
」

　
基
本
的
に
、
デ
ザ
イ
ン
思
考
は
「
気
づ

く
→
考
え
る
→
作
る
→
伝
え
る
」
の
４
つ

の
プ
ロ
セ
ス
か
ら
成
る
（
図
１
）。
観
察

京
都
大
学 

総
合
博
物
館 

准
教
授

塩
瀬
隆
之 

し
お
せ
・
た
か
ゆ
き

京
都
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
精
密

工
学
専
攻
修
了
。
博
士
（
シ
ス
テ
ム

工
学
）。
京
都
大
学
デ
ザ
イ
ン
学
ユ

ニ
ッ
ト
教
員
構
成
員
、
科
学
技
術
動

向
調
査
委
員
サ
ー
ビ
ス
デ
ザ
イ
ン
担

当
。
著
書
に
『
問
い
の
デ
ザ
イ
ン
　

創
造
的
対
話
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
』（
共
著
、
学
芸
出
版
社
）。

トレンド・ワード

デ
ザ
イ
ン
思
考

生
徒
の
学
び
や
進
路
選
択
、
そ
し
て
そ
の
後
の
人
生
に
影
響
を
与
え
る
よ
う
な
革
新
的
な
技
術
や
価
値
観
を
「
社
会
の
ト

レ
ン
ド
」
と
し
て
、「
学
ぶ
」「
働
く
」「
暮
ら
す
」
の
観
点
か
ら
解
説
す
る
本
コ
ー
ナ
ー
。
今
回
は
「
デ
ザ
イ
ン
思
考
」
を

取
り
上
げ
る
。「
デ
ザ
イ
ン
思
考
」
は
、
企
業
で
は
、
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
生
み
出
す
手
法
の
１

つ
と
し
て
活
用
さ
れ
、学
校
で
は
、探
究
学
習
を
行
う
際
の
課
題
発
見
の
手
法
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
、「
デ
ザ
イ
ン
思
考
」

と
は
、
ど
の
よ
う
な
思
考
を
意
味
し
、
な
ぜ
、
そ
う
し
た
思
考
が
必
要
と
さ
れ
る
の
か
。「
デ
ザ
イ
ン
思
考
」
を
実
践
す
る

際
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
に
つ
い
て
、「
デ
ザ
イ
ン
思
考
」
に
関
し
て
研
究
す
る
京
都
大
学
の
塩
瀬
隆た
か
ゆ
き之
准
教
授
に
話
を
聞
い
た
。

観
察
を
起
点
に
問
題
を
顕
在
化
さ
せ
、試
行
錯
誤
し
て
、

そ
の
解
決
の
手
法
か
ら
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
す

サマリー

これからの
　　　　　　のための進 路 指 導

解
説
者

世の中　　　　　　　　　　解説
製
品
や
組
織
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る

物
事
を
目
的
に
沿
っ
て
設
計
す
る

観
察
を
徹
底
的
に
行
い
、

潜
在
的
な
問
題
を
も
見
い
だ
す
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や
調
査
な
ど
を
行
い
、
表
面
化
し
て
い
な

い
も
の
も
含
め
て
、
問
題
や
ニ
ー
ズ
を
捉

え
、
課
題
を
浮
き
彫
り
に
し
（
気
づ
く
）、

そ
れ
を
達
成
す
る
た
め
の
ア
イ
デ
ア
を
発

想
す
る
（
考
え
る
）。
そ
し
て
、
試
行
錯

誤
し
て
ア
イ
デ
ア
を
具
体
化
し
（
作
る
）、

で
き
た
も
の
を
利
用
者
や
社
会
に
実
際
に

使
っ
て
も
ら
う
（
伝
え
る
）
と
い
う
流
れ

だ
。

　一
連
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
も
の
づ
く
り
の

基
本
的
な
工
程
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
も
企

業
で
行
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
企
業
が

持
つ
技
術
や
経
験
な
ど
が
優
先
さ
れ
、
必

ず
し
も
「
気
づ
く
」
を
徹
底
し
た
も
の
づ

く
り
が
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
面
も
あ
っ

た
。
例
え
ば
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

の
コ
ー
ヒ
ー
マ
シ
ン
に
は
、
店
員
が
貼
っ

た
と
思
わ
れ
る
、
操
作
方
法
を
説
明
す
る

シ
ー
ル
が
つ
い
て
い
る
こ
と
が
あ
る
が
、

そ
れ
は
、
利
用
者
の
視
点
に
立
っ
た
デ
ザ

イ
ン
が
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
典
型

的
な
例
だ
。

　一
方
で
、
問
題
解
決
の
た
め
の
デ
ザ
イ

ン
が
工
夫
さ
れ
た
例
に
は
、
駅
の
ゴ
ミ
箱

が
あ
る
（
写
真
）。
ゴ
ミ
の
投
入
口
を
斜

め
に
す
る
こ
と
で
、
通
路
の
真
ん
中
に
置

い
て
も
両
側
か
ら
ゴ
ミ
を
投
入
し
や
す
く

し
、
ゴ
ミ
箱
の
上
部
に
ゴ
ミ
が
置
か
れ
な

い
よ
う
に
し
て
い
る
。

　「デ
ザ
イ
ン
思
考
で
は
、
利
用
者
を
じ
っ

く
り
観
察
す
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
で

す
。
利
用
者
の
立
場
に
な
る
こ
と
で
問
題

に
気
づ
く
な
ど
、
自
分
の
中
に
問
い
を
生

み
出
す
き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。
人
は
、

ど
う
し
て
も
自
分
の
都
合
で
物
事
を
見
て

し
ま
い
が
ち
で
す
か
ら
、
先
入
観
を
い
か

に
な
く
し
て
、
ゼ
ロ
か
ら
観
察
で
き
る
か

が
大
切
で
す
。
起
点
と
な
る
問
題
が
ず
れ

て
い
て
は
、
問
題
を
基
に
仮
説
を
立
て
た

と
し
て
も
、
問
題
解
決
に
向
け
た
仮
説
に

な
ら
ず
、
そ
の
後
の
プ
ロ
セ
ス
も
間
違
っ

た
方
向
に
進
ん
で
し
ま
い
ま
す
」
　

　デ
ザ
イ
ン
思
考
と
似
た
思
考
法
に
、

●
次
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、「
学
ぶ
」「
働

く
」「
暮
ら
す
」の
３
つ
の
切
り
口
で
、

デ
ザ
イ
ン
思
考
に
よ
る
社
会
や
生
活

の
変
化
を
具
体
的
に
見
て
い
く
。

「
ア
ー
ト
思
考
」
が
あ
る
。

　「予
測
が
難
し
い
現
代
に
お
い
て
、
今

あ
る
物
事
を
起
点
と
し
た
発
想
だ
け
で

は
、
創
造
性
に
乏
し
く
、
非
凡
な
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
は
生
ま
れ
な
い
の
で
は
な
い

か
と
い
う
考
え
か
ら
、
芸
術
家
の
独
創
的

な
も
の
づ
く
り
の
プ
ロ
セ
ス
を
取
り
入
れ

る
『
ア
ー
ト
思
考
』
が
登
場
し
ま
し
た
」

　塩
瀬
准
教
授
が
対
談
を
し
た
美
学
の
専

門
家
は
、「
デ
ザ
イ
ン
思
考
が
手
す
り
の

あ
る
思
考
だ
と
す
る
と
、
ア
ー
ト
思
考
は

手
す
り
の
な
い
思
考
で
は
な
い
か
と
考
え

る
」
と
語
っ
た
と
言
う
。

　「デ
ザ
イ
ン
思
考
は
、
論
理
的
思
考
や

批
判
的
思
考
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
す
る
手

段
と
し
て
取
り
入
れ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

ア
ー
ト
思
考
も
同
様
に
、
現
状
を
打
破
す

る
た
め
に
登
場
し
て
き
ま
し
た
。
ど
の
よ

う
な
思
考
法
で
あ
れ
、
今
の
自
分
を
成
長

さ
せ
る
手
段
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
が
、

本
質
的
に
重
要
な
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
」

伝える作る考える

デザイン思考の４つのプロセス図１

※塩瀬准教授提供資料を基に編集部で作成。

自
分
を
成
長
さ
せ
る
手
段
と
し
て

思
考
法
を
活
用
す
る

写真　駅に設置されたゴミ箱。利
用者や清掃者の利便性を考慮した
デザインがされている。「日常生
活でよく使うものにも、デザイン
の工夫がされています。身の回り
のものを観察し、工夫を見つけ出
すことは、観察から問題点に気づ
く練習になるでしょう」（塩瀬准
教授）

気づく

販売、広告、
営業

視覚化、
具体化、製造

デザインとは、思いつきでとにかく作る、その後、奇麗
にしたり、格好よくしたりすることだと誤解している。

アイデア、発想
理解、観察、
調査

F
o

r T
e

a
ch

e
r S

e
ctio

n

お
勧
め
の
分
掌
▼

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

学
年
団

担
任
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大
学
で
学
ん
だ
専
門
知
識
・
技
能
を
生

か
し
、
社
会
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み

出
す
た
め
に
は
、
デ
ザ
イ
ン
思
考
を
体
系

的
に
学
ぶ
必
要
が
あ
る
と
し
て
、
ア
メ
リ

カ
の
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
や
ハ
ー
バ
ー

ド
大
学
、
日
本
で
も
東
京
大
学
、
京
都
大

学
な
ど
の
大
学
院
に
、
デ
ザ
イ
ン
学
や
そ

の
ス
キ
ル
を
学
ぶ
デ
ザ
イ
ン
ス
ク
ー
ル
が

設
置
さ
れ
て
い
る
。

　「
私
が
設
立
期
に
携
わ
っ
た
京
都
大
学

の
デ
ザ
イ
ン
ス
ク
ー
ル
は
、
異
な
る
領
域

の
専
門
家
と
協
働
し
て
社
会
シ
ス
テ
ム
を

構
築
し
、
そ
の
実
現
の
道
筋
を
構
想
し
て
、

実
行
す
る
力
を
持
つ
人
材
の
育
成
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
企
業
や
自
治
体
と

協
働
し
、
課
題
発
見
型
学
習
を
体
系
的
に

行
う
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
組
ん
で
い
ま
す
」

　
高
校
で
は
、「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」

な
ど
で
行
わ
れ
る
探
究
学
習
で
、
デ
ザ
イ

ン
思
考
の
活
用
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
探

究
学
習
の
プ
ロ
セ
ス
で
は
、
生
徒
が
自
ら

課
題
を
設
定
す
る
こ
と
が
重
要
だ
が
、
そ

れ
ま
で
の
学
習
に
お
い
て
、
自
ら
課
題
を

設
定
し
た
こ
と
の
あ
る
生
徒
は
多
く
な

い
。
そ
こ
で
、デ
ザ
イ
ン
思
考
の「
気
づ
く
」

か
ら
始
ま
る
プ
ロ
セ
ス
を
、
課
題
発
見
に

生
か
そ
う
と
い
う
わ
け
だ
。

　「
探
究
学
習
に
デ
ザ
イ
ン
思
考
を
取
り

入
れ
る
と
す
る
と
、
４
つ
の
プ
ロ
セ
ス
の

中
で
も
『
気
づ
く
』
が
最
も
重
要
で
、
と

り
わ
け
『
観
察
』
に
十
分
な
時
間
を
か
け

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
自
分
の
内
か
ら
湧

き
出
た
問
い
だ
か
ら
こ
そ
、
問
題
が
自
分

事
に
な
り
、
自
ら
問
題
解
決
へ
の
筋
道
を

考
え
、
行
動
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ

れ
は
、
探
究
学
習
で
本
来
育
み
た
い
試
行

錯
誤
す
る
力
や
自
分
で
物
事
を
進
め
る
力

の
育
成
に
つ
な
が
る
で
し
ょ
う
」

　
高
校
の
探
究
学
習
の
報
告
会
に
参
加
す

る
こ
と
も
あ
る
塩
瀬
准
教
授
は
、
デ
ザ
イ

ン
思
考
を
活
用
し
て
課
題
設
定
を
す
る
際

の
ポ
イ
ン
ト
を
２
つ
挙
げ
る
。

　
１
つ
は
、
報
告
会
の
実
施
が
あ
り
き
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
厳
密
に
組
ま
な
い
こ
と

だ
。
そ
う
し
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
組
ん
で

し
ま
う
と
、
生
徒
は
期
限
内
に
課
題
を
設

定
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
自
分
の
本
意
で

は
な
い
探
究
学
習
に
取
り
組
む
こ
と
に
な

り
か
ね
な
い
。

　「
成
果
の
発
表
は
大
切
で
す
が
、
そ
こ

に
至
る
ま
で
の
探
究
が
充
実
し
て
い
る
こ

と
の
方
が
重
要
で
す
。
成
果
物
の
な
い『
気

づ
き
』
は
評
価
し
に
く
い
で
す
が
、
例
え

ば
、
観
察
の
振
り
返
り
を
書
か
せ
て
内
面

を
言
語
化
す
る
な
ど
、
生
徒
個
々
の
『
気

づ
き
』
を
可
視
化
し
て
、
評
価
材
料
に
す

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
昨
日
の
自
分

と
比
べ
て
、
考
え
が
変
わ
っ
た
、
説
明
で

き
る
語
彙
が
増
え
た
な
ど
と
、
変
容
を
捉

え
て
認
め
る
こ
と
が
評
価
に
な
り
ま
す
」

　
２
つ
め
は
、「
問
題
」
と
「
課
題
」
を

区
別
す
る
こ
と
だ
。
問
題
と
は
、
目
標
は

あ
る
も
の
の
、
そ
れ
へ
の
到
達
の
方
法
や

道
筋
が
分
か
ら
ず
、
試
し
て
も
う
ま
く
い

か
な
い
状
況
を
指
す
。
課
題
と
は
、
関
係

の
あ
る
人
た
ち
の
間
で
「
解
決
す
べ
き
」

と
合
意
さ
れ
た
問
題
の
こ
と
だ
（
図
２
）。

そ
の
２
つ
を
混
同
し
て
い
る
た
め
に
、
課

題
設
定
が
う
ま
く
で
き
て
い
な
い
生
徒
が

少
な
く
な
い
と
、
塩
瀬
准
教
授
は
話
す
。

　「
デ
ザ
イ
ン
思
考
で
は
、『
問
題
』
を
発

見
し
た
後
、『
課
題
』
と
す
る
た
め
に
、

関
係
者
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ

て
、『
解
決
す
べ
き
』
問
題
だ
と
合
意
形

成
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
探

究
の
プ
ロ
セ
ス
を
１
回
だ
け
で
な
く
、
数

回
繰
り
返
す
こ
と
も
検
討
し
て
ほ
し
い
こ

と
で
す
。
最
初
は
身
近
な
課
題
で
小
さ
な

探
究
学
習
の
プ
ロ
セ
ス
を
回
し
て
慣
れ
さ

せ
、
そ
の
後
、
校
内
、
地
域
、
日
本
、
世

界
な
ど
と
、
観
察
の
対
象
を
広
げ
て
い
く

と
、
観
察
や
課
題
設
定
を
適
切
に
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
」

定義 解決例

問題

何かしらの目標へ
の到達方法が分か
らず、試みてもう
まくいかないこと

問
題
解
決
例

保護者：牛乳をこぼして床を汚させない
ためには、牛乳を飲ませなければよい
子ども：牛乳を飲むと叱られるので、親
に内緒で飲めばよい

課題
関係者がともに「解
決すべきだ」と合
意した問題のこと

課
題
解
決
例

親子：牛乳をこぼさずに飲めるように、
ストローを使ったり、万が一こぼれた時
の対策としてお盆を敷いたりして飲む

※塩瀬准教授提供資料を基に編集部で作成。

学
ぶ

十
分
な
観
察
で
、内
な
る
問
い
を
起
点
に
学
び
を
深
め
る

高
校
で
は
、デ
ザ
イ
ン
思
考
の
プ
ロ
セ
ス
を

探
究
学
習
に
活
用
す
る
こ
と
を
期
待

気
づ
き
や
問
い
を
言
語
化
さ
せ
、

そ
の
変
容
を
評
価
の
材
料
に

「問題」と「課題」の違い図２
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デ
ザ
イ
ン
思
考
は
、
仕
事
や
学
習
だ
け

で
な
く
、
日
常
生
活
に
も
活
用
で
き
る
。

例
え
ば
、
テ
レ
ビ
の
リ
モ
コ
ン
で
押
し
た

こ
と
が
な
い
ボ
タ
ン
を
全
部
押
し
て
み
た

り
、
冷
蔵
庫
の
棚
の
上
下
を
入
れ
替
え
て

み
た
り
す
る
。
す
る
と
、
あ
た
り
前
の
日

常
の
中
の
違
和
感
が
あ
ら
わ
に
な
り
、
そ

の
気
づ
き
か
ら
ア
イ
デ
ア
と
行
動
が
生
ま

れ
、
新
た
な
経
験
に
つ
な
が
る
。
デ
ザ
イ

ン
思
考
で
物
事
を
捉
え
る
こ
と
が
、
暮
ら

し
を
よ
り
豊
か
に
し
て
い
く
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、
デ
ザ
イ
ン
思
考
を
持
つ
こ
と
で
、

「
学
ぶ
」「
働
く
」「
暮
ら
す
」
が
１
つ
に
つ

な
が
っ
て
い
く
と
、
塩
瀬
准
教
授
は
語
る
。

　「
日
常
生
活
の
中
に
、
観
察
の
視
点
は

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
日
々
の
暮
ら
し
で

気
づ
い
た
こ
と
や
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
を

持
っ
て
学
ぶ
こ
と
が
、
知
識
を
教
わ
る
だ

け
の
受
け
身
的
な
学
び
で
は
な
く
、
主
体

的
な
学
び
に
つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
」

　
同
様
に
、
日
常
生
活
で
の
気
づ
き
や
疑

問
を
仕
事
に
も
生
か
す
こ
と
が
、
よ
り
よ

い
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
に
結
び
つ
い

て
い
く
だ
ろ
う
。

　「
暮
ら
し
と
つ
な
が
っ
た
学
び
の
体
験

を
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
積
み
重
ね
て
い
く
。

そ
う
す
れ
ば
、
学
校
を
卒
業
し
た
ら
学
ぶ

こ
と
は
終
わ
り
と
捉
え
ず
に
、
社
会
に
出

て
か
ら
も
、『
学
ぶ
』『
働
く
』『
暮
ら
す
』

を
結
び
つ
け
な
が
ら
、
自
身
を
成
長
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
」

　
停
滞
す
る
日
本
経
済
に
お
い
て
、
デ
ザ

イ
ン
思
考
は
、
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
開
発

ア
プ
ロ
ー
チ
を
大
き
く
変
え
る
も
の
と
し

て
期
待
さ
れ
て
い
る
（
図
３
）。

　「『
高
性
能
で
あ
れ
ば
売
れ
る
』『
見
栄

え
が
よ
け
れ
ば
売
れ
る
』
と
い
っ
た
、
開

発
者
優
先
の
も
の
づ
く
り
か
ら
脱
却
し
、

利
用
者
を
第
一
に
考
え
た
製
品
や
サ
ー
ビ

ス
を
開
発
す
る
手
段
と
し

て
、
観
察
や
調
査
を
起
点

と
す
る
デ
ザ
イ
ン
思
考

が
、
日
本
企
業
で
取
り
入

れ
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
」

　
製
品
開
発
の
ア
プ
ロ
ー

チ
で
は
、
こ
れ
ま
で
も

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
が
行
わ

れ
る
の
が
一
般
的
で
、
観

察
や
調
査
は
十
分
に
実
施

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え

る
。
し
か
し
、
先
入
観
な

く
観
察
し
て
い
る
か
、
調

査
結
果
を
フ
ラ
ッ
ト
に
分

析
で
き
て
い
る
か
を
常
に

問
い
直
し
た
い
と
、
塩
瀬

准
教
授
は
言
う
。

　「
利
用
者
へ
の
聞
き
取

り
調
査
や
消
費
者
動
向
の

分
析
な
ど
を
行
い
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
を

つ
か
ん
で
い
る
と
思
っ
て
い
て
も
、
調
査

対
象
が
固
定
化
し
て
特
定
の
意
見
し
か
聞

け
て
い
な
か
っ
た
り
、
専
門
性
を
強
く
持

ち
す
ぎ
て
、
新
た
な
視
点
を
阻
害
し
て
い

た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
問
題
に
気

づ
く
た
め
に
は
、
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
届

け
た
い
相
手
を
明
確
に
思
い
浮
か
べ
な
が

ら
観
察
す
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま

す
」

これからの
　　　　　　のための進 路 指 導

世の中　　　　　　　　　　解説

暮
ら
す

暮
ら
し
の
中
で
の
気
づ
き
が
、学
び
や
仕
事
を
豊
か
に
す
る

企業で活用されるデザイン思考のアプローチ図３

※経済産業省「国際協力強化のためのデザイン思考を活用した経営実態調査報告書」を基に
編集部で作成。

働
く

利
用
者
第
一
の
も
の
づ
く
り
に
デ
ザ
イ
ン
思
考
を
活
用

デザイン思考のアプローチ従来のアプローチ

観察・共感
Observe・
Empathy

定義
Define

発想
Ideation

実践・評価
Prototype・

Test

事業計画策定

市場・消費者
トレンド分析

強み・技術
棚卸

テーマ抽出と
優先順位づけ

事業計画策定

Subjective （主観）Objective （客観）

Empathy （共感）Logic （論理）

Prototyoe （実験）Plan （計画）
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１
　

授
業
の
内
容
は
？

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
本
校
の
核
と
な
る
教

育
活
動
で
す
。
小
学
校
で
は
週
約
14
時
間
、

中
学
校
で
は
週
約
11
時
間
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
時
間
で
す
。
異
年
齢
の
児
童
・
生
徒
で
グ

ル
ー
プ
を
構
成
し
、
活
動
内
容
は
み
ん
な
で

話
し
合
い
を
重
ね
て
決
定
し
ま
す
。

２
　

育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
は
？

知
識
や
技
術
を
駆
使
し
て
、
具
体
的
な
課
題
に

取
り
組
む
経
験
を
積
む
中
で
、
知
的
探
究
の
力

と
態
度
、
自
己
肯
定
感
、
社
会
性
を
育
み
ま
す
。

３
　

な
ぜ
、
こ
の
学
び
が
必
要
？

子
ど
も
同
士
で
話
し
合
い
、
協
働
す
る
中
で
、
深

い
学
び
を
経
験
し
、
感
情
的
に
も
知
的
に
も
社
会

的
に
も
自
由
な
子
ど
も
を
育
て
る
た
め
で
す
。

ど
ん
な
　
　
　
学
び
？

写真上／中学生の社会問題研究。教室に教師がいなくても、
自ら設定した課題に熱心に取り組む生徒たち。
写真下／小学校の劇づくりのプロジェクトでは、１年生か
ら６年生が車座になって、演目決定から話し合う。

異年齢でのプロジェクト学習
学齢の異なる子どもたちが協働し、
自ら設定した課題に主体的に取り組む
福岡県・私立北九州子どもの村小学校・中学校

誌上で見学　　　　学びのnext
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本
校
で
は
、
多
く
の
教
育
活
動
が
、
異

年
齢
の
児
童
・
生
徒
で
構
成
さ
れ
る
ク
ラ

ス
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
時
間
割
の
大
半

を
占
め
る
の
は
、
子
ど
も
主
体
の
活
動
で

あ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
（
図
）。
２
０
２
１

年
度
は
、
小
学
校
で
は
劇
づ
く
り
、
建
築
・

木
工
、
農
業
・
料
理
の
3
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、

中
学
校
で
は
劇
づ
く
り
、
地
域
研
究
、
社

会
問
題
研
究
の
3
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
分
か

れ
て
活
動
し
て
い
ま
す
（
写
真
）。

　
子
ど
も
た
ち
は
４
月
に
、
興
味
の
あ
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
１
つ
選
ん
で
、
そ
の
年

の
ク
ラ
ス
を
自
分
で
決
め
ま
す
。
ど
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
、
具
体
的
な
活
動
内
容
は
、

話
し
合
い
を
通
し
て
決
め
て
い
き
ま
す
。

中
学
校
の
劇
づ
く
り
で
あ
れ
ば
、
ど
ん
な

劇
を
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
な
工
程
で
つ
く

る
の
か
、
地
域
研
究
で
あ
れ
ば
、
地
域
の

ど
ん
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
研
究
す
る
の
か

を
、
子
ど
も
た
ち
自
身
で
考
え
ま
す
。
話

し
合
い
の
進
行
や
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
の

役
割
分
担
な
ど
も
、
自
分
た
ち
で
行
い
、

大
人
は
あ
く
ま
で
サ
ポ
ー
ト
役
で
す
。
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
丸
一
日
が
充
て
ら
れ
る
日

も
あ
り
ま
す
が
、
大
人
の
指
示
を
待
つ
こ

と
な
く
、
み
ん
な
で
協
力
し
て
そ
れ
ぞ
れ

の
活
動
に
取
り
組
み
、
う
ま
く
分
担
し
て

作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
中
学
生
の
社
会
問
題
研
究
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
、
学
校
で
出
る
ゴ
ミ
の
量
を
減
ら

そ
う
と
い
う
テ
ー
マ
で
活
動
を
始
め
ま
し

た
が
、
話
し
合
う
中
で
、
環
境
先
進
国
で

あ
る
ド
イ
ツ
在
住
の
方
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で

取
材
す
る
こ
と
に
し
た
そ
う
で
す
。

　
中
学
生
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
を

深
め
ら
れ
る
の
は
、
小
学
生
の
頃
か
ら
、

学
校
の
様
々
な
事
柄
に
つ
い
て
話
し
合
っ

て
き
た
か
ら
で
す
。
本
校
で
は
、
運
動
会

も
、
開
催
す
る
の
か
ど
う
か
、
開
催
す
る

の
な
ら
ど
の
よ
う
な
種
目
を
行
い
、
ど
ん

な
役
割
分
担
で
運
営
す
る
の
か
を
、
み
ん

な
で
話
し
合
い
ま
す
。
話
し
合
う
こ
と
で

よ
り
よ
い
考
え
が
生
ま
れ
る
こ
と
、
そ
し

て
話
し
合
っ
て
決
め
れ
ば
、
み
ん
な
が
納

得
し
て
取
り
組
め
る
こ
と
を
、
体
験
か
ら

学
ん
で
い
る
の
で
す
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る
力
は
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
だ
け
で
養
え
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
自
分
の
思
い
を
大
切
に
、
し
か

し
、
年
齢
や
立
場
に
と
ら
わ
れ
ず
に
互
い

を
尊
重
し
な
が
ら
、
学
校
を
自
分
た
ち
で

楽
し
い
場
所
に
し
て
い
く
中
で
育
ま
れ
る

力
だ
と
思
い
ま
す
。

中学３年生のある週の時間割図

月 火 水 木 金

１限
社会

英語
プロジェクト 自由選択

２限 数学

３限 自由
選択 英語

個別学習
プロジェクト 数学

４限 プロジェクト

５限
理科

個別学習
プロジェクト プロジェクト

国語

６限 全校ミーティング 個別学習

７限 国語 プロジェクト プロジェクト

中学生は、プロジェクトと特別活動が異年齢のクラスで行われ、小学生は、教
科学習を含むすべての教育活動が、異年齢のクラスで行われる。

写真／20年度の小学校の建築・木工のプロジェクトで製
作したツリーハウス。設計・施工は小学生。製作の過程
での体験を通じて、長さや面積などの知識を身につける。

子
ど
も
主
体
の
活
動
が

時
間
割
の
大
半
を
占
め
る

日
々
の
学
校
生
活
の
中
で
も

話
し
合
い
、自
分
た
ち
で
決
め
る

　　　　　　　　　では、 
「ウェブで見学　学びのnext」で、
主体的にプロジェクトを進める力を

子どもたちに育む学校生活の
詳細を紹介！〈２月28 日公開予定〉

VIEW n-express 検索

学
校
概
要

◎
学
校
法
人
き
の
く
に
子
ど
も
の
村
学
園
が
和
歌
山

県
に
「
き
の
く
に
子
ど
も
の
村
小
学
校
・
中
学
校
」

を
開
校
。
そ
の
後
、
福
井
県
、
山
梨
県
、
福
岡
県
、

長
崎
県
に
小
・
中
学
校
を
設
置
。
自
己
決
定
・
個
性
化
・

体
験
学
習
の
３
つ
を
教
育
の
原
則
と
し
て
、「
自
由
な

子
ど
も
」
を
育
て
る
た
め
の
教
育
活
動
を
展
開
す
る
。

◎
学
校
法
人
設
立
　 

１
９
９
２
（
平
成
４
）
年
　

◎
生
徒
数
　
各
学
年
定
員
12
人
（
北
九
州
子
ど
も
の
村

小
学
校
・
中
学
校
）

教
職
歴
35
年
。
公
立
の
小
・
中
学
校
に
、
数
学
科
の
教

師
と
し
て
９
年
間
勤
務
。
同
校
に
赴
任
し
て
16
年
目
。

北
九
州
子
ど
も
の
村
中
学
校

校
長高

木
秀
実
　

た
か
ぎ
・
ひ
で
み
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2021年12月号へのご意見

『VIEW next』高校版、『VIEW21』高校版
2020 年４月号以降の記事は、電子ブック
でご覧いただけます。ベネッセ教育総合
研究所のウェブサイトでご確認ください。
HOME→教育情報→高校向け→情報誌最
新号

　　　　
高校版は

電子ブックで閲覧可能です

地域連携の目的を「共有」していく
　12 月号の特集「地域連携のあり方を問う」は、なぜ地域連携を行うの
かを改めて考えさせられる内容だった。学校・生徒と地域社会をつなぐ
ために、我々教師がコーディネーターとして、前向きに地域連携に取り組
みたいと思った。連携の目的を、教師・生徒・地域で「そろえる」のでは
なく、「共有する」ことが大切だと感じた。 東京都立葛飾総合高校　川島健太郎

現場で学ぶ経験こそ、生徒にとって有益
　12 月号の特集「地域連携のあり方を問う」で紹介された熊本県立熊本
工業高校の記事を読み、将来社会に出る高校生にとって有益なのは、実
際の現場から学ぶ中で、自分が役に立てたという経験をすることだと思っ
た。また、「地域連携」を謳

うた
う学校は、学校教育の中に「地域を取り込む」

のではなく、「地域の中に取り込んでもらえる」学校を目指して、謙虚に、
丁寧に、そして率直な思いを伝えていくことで、地域と関係を結ぶこと
が必要だと改めて感じた。　　　　　　　　　和歌山県立橋本高校　寺田順子

過去の成功体験を手放し、目の前の生徒に向き合う
　12 月号の「未来を描く！ 創る！ イノベーティブな生徒たち」で紹介さ
れた静岡県・私立静岡聖光学院中学校・高校の高校ラグビー部監督であ
る奥村祥

しょう
平
へい

先生の、「自分の成功体験や価値観を手放すことも必要」とい
う言葉に共感した。私自身、進路指導について同様のことを痛感している。
自分の大学受験やこれまでの生徒への指導の経験は、今後の指導の基礎
にはなるが、決して判断基準にはせず、目の前の生徒は今までの生徒と
は全く異なるかもしれないという気持ちで、指導に臨むようにしている。

福岡県・私立大牟田高校　荒木信一

「情報」を軸に、学校の教育活動を展開する
　デジタル時代において、教科「情報」の授業で身につける力は、総合
的な探究の時間を始め、すべての教科の学びに生かすことができるとい
う意味で、「情報」を学ぶメリットは大きい。コロナ禍によって浸透した
オンライン授業や、ＧＩＧＡスクール構想による１人１台端末など、教育
のＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）の進展こそ、これからの
教育の中心になるだろう。12 月号の「新課程レポート」を読み、「情報」
を軸に学校の教育活動を展開するという考えに共感した。

徳島県　匿名希望

教師も、「学ぶ」「働く」「暮らす」をバランスよく行う
　12 月号の「これからの進路指導のための世の中トレンド解説」では、「学
ぶ」「働く」「暮らす」の視点で「心理的安全性」が取り上げられており、
大変参考になった。私は、以前自治会長を務めた際、近所の人々との交
流から多くを学び、「学ぶ」「暮らす」の必要性を実感したが、自分が住
む地域とかかわりを持っている教師はどれくらいいるだろうか。教師が

「学ぶ」「働く」「暮らす」のバランスをよくし、真の心理的安全性を考え
る必要があると思った。　　　　　　　　　　愛媛県立松山北高校　大谷修一

先生方からの
ご意見を
紹介します

4月15日発刊
（予定）

『VIEW next』高校版は
年６回の発刊です

高校版　2022年4月号

　今号の表紙を見て、お気づきになったで
しょうか。そう、「牛」です。今号は、富
山県立中央農業高校にご協力いただき、本
誌初（？）の「牛との共演」となりました。
33 万㎡にもわたる広大な同校の敷地には、
３つの牧場があり、その１つを撮影場所の
第１候補にしました。ところが、他の候補
場所での撮影を終えて、いざ牧場で撮影し
ようとした時には、牛ははるか遠くに。そ
こで、生徒たちの副担任で農業科の川口純
平先生（写真）が牛の元へ向かい、餌をま
きながら牛をちょうどよい位置に連れてき
てくださいました。大好きな牛に囲まれる
と、それまで緊張気味だった生徒たちはリ
ラックスモードに。その結果、笑顔が素敵
な表紙の写真を撮影することができました。
いまだ続くコロナ禍で油断のできない日々
が続いていますが、今号の表紙が、先生方
にとって癒しになればと思います。（渡邉）

https://berd.benesse.jp
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読者の先生方がご存知の「イノベーティブな生徒たち」をご推薦ください！
ご推薦いただける場合は、右の２次元コードをスマートフォン等で読み取っていただき、フォームに沿ってご推薦内容を
ご入力ください。

高校生だからこそできる
社会貢献活動は
何だろう？

隣
の
公
立
小
学
校
の
「
放
課
後
子

ど
も
教
室
」
に
参
加
し
、
勉
強
を

教
え
る
東
京
都
立
南
多
摩
中
等
教
育
学
校

の
チ
ー
ム
「
ｏ
ｎ
ｅ
ｓ
」。
チ
ー
ム
の
発

足
は
２
０
２
０
年
６
月
で
、
社
会
問
題
に

関
心
を
持
つ
当
時
4
年
生（
高
校
１
年
生
）

の
3
人
が
結
成
し
た
。
そ
の
う
ち
の
１
人

の
村
野
佑う

恭き
ょ
う

さ
ん
が
、「
高
校
生
に
な
っ

た
の
だ
か
ら
、
社
会
貢
献
に
つ
な
が
る
活

動
に
挑
戦
し
て
み
よ
う
」
と
同
級
生
に
声

を
か
け
た
の
が
始
ま
り
だ
。

　「
横
田（
蒼そ

う

太た

）く
ん
、渡
邉（
澄す

み

）さ
ん
、

そ
し
て
私
の
３
人
が
関
心
を
寄
せ
る
共
通

の
社
会
問
題
が
、子
ど
も
の
貧
困
で
し
た
。

貧
困
は
、
子
ど
も
本
人
に
原
因
は
な
い
の

に
、
子
ど
も
の
力
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な

い
問
題
で
す
。
２
人
と
一
緒
に
こ
の
難
題

に
取
り
組
ん
だ
ら
、
き
っ
と
や
り
が
い
が

あ
る
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
し
た
」

　
20
年
の
夏
季
休
業
中
に
、
３
人
は
地
元

の
八
王
子
市
役
所
を
訪
問
し
、
市
内
に
お

け
る
子
ど
も
の
貧
困
の
状
況
を
聞
い
た
。

さ
ら
に
、
経
済
的
に
苦
し
い
家
庭
の
中
高

生
の
た
め
に
無
料
の
学
習
支
援
を
行
う
Ｎ

Ｐ
Ｏ
団
体
を
訪
ね
、
教
育
の
重
要
性
に
つ

い
て
も
学
ん
だ
。
だ
が
、
子
ど
も
の
貧
困

と
い
う
大
き
な
問
題
に
対
し
て
、
具
体
的

に
何
を
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
ま
だ
３
人
に

近

「他者のために何かをしたい！」
たどり着いたのは、小学生への学習支援

oワ ン ズnes
村野佑

う

恭
きょう

さん・５年生／横田蒼
そ う

太
た

さん・５年生／渡邉　澄
す み

さん・５年生

中島紀穂さん・５年生／花田優太さん・５年生
東京都立南多摩中等教育学校

未来を描く！ 創る！

イノベーティブな
生徒たち

第5 回
写真右から花田さん、横田さん、村野さん、
中島さん、渡邉さん。

編集部からのお知らせ

今号の「発問・課題設定をキーに見る　主体的・対話的で深い学び　
授業実践」で紹介した、宮城県古

ふるかわ

川黎
れいめい

明高校・千葉美智雄先生の生物
の授業を、ダイジェスト動画でご覧いただけます。

I N F O R M A T I O N

「VIEW n-express」では、最新の教育現場の状況や取り組み、今求められている情報、
現場の教師や識者のオピニオンなどを「express ＝速達」でお伝えします。

誌面で紹介した授業が動画で見られる！

 のウェブサイトが、4月15日にオープン

ベネッセ教育総合研究所ウェブサイト内のコーナー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リリース

最新の教育情報や教育へのオピニオンを発信する のウェブサイトを新設します。
本サイトでは、 高校版のバックナンバーもご覧いただけます。

ニューコンテンツ、続々

千葉先生の授業では、各単元
で学んだ知識を結びつける発
問によって、生徒が生命につ
いて統合的にイメージしてい
く様子が分かります。

アクセスは
こちら！

開催日時 2022年3月26日（土）　
 13時00分〜15時00分

形式	 オンライン（ライブ配信）
	 ※お申し込みいただいた方に、
	 詳しい参加方法をご案内します。

参加申し込み方法

右の２次元コード、または下記URLから登録してください。
https://enquete.benesse.ne.jp/forms/o/we65f5fef6/form.php

参加申し込み締め切り　2022年３月21日（月）　
参加費	 無料

本誌をお送りした封書に、詳しいご案内を同封しております。
ご案内は右の２次元コード、または下記URLからもご確認いただけます。ぜひご覧ください。

https://berd.benesse.jp/magazine/express/images/express_20220215.pdf

勉
強
会
の
主
な
内
容

❶	基調講演 「マイグループワーク紹介」
	 ２人のゲスト講師と、企画者が、自身が実践するグループワークについて語ります。

❷	グループリフレクション 「こんなグループワークをやってみた＆やってみたい」
	 参加者が３人程度のグループに分かれて、「グループワーク」をテーマに語り合います。質問や悩みの相談もOK！

静岡県立小山高校  美
み な

那川
が わ

雄一
教職歴18年。地理歴史・公民科（世界史）。
論述を題材としたグループワークを実践。
（授業実践は、2020年10月号 P.12～14で紹介）

記事へのアクセスはこちら！

大分県立大分舞鶴高校  佐藤秀信
教職歴35年。国語科。
知識構成型ジグソー法を実践。
（授業実践は、2021年12月号P.44～47で紹介）

記事へのアクセスはこちら！
ゲ
ス
ト
講
師

「実践を聞き、語り、深め合う！　マイ・ベスト・グループワーク」
企画：山口県立山口高校　教諭　石田純一 	教職歴10年。理科（化学）。ICTを活用したグループワークを実践。

「若手教師・教育創造Ｍ
ミーティング

ＴＧ」メンバーが企画するオンライン勉強会です。
どなたでも参加できます。

若手教師が企画！ オンライン勉強会のご案内

第２弾
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生徒より

特
集  

授
業
が
進
化
！
　学
び
が
深
化
！
「
１
人
１
台
端
末
」最
前
線

自
分
の
力
で

自
信
を
持
っ
て

進
め
る
よ
う
に

卒
業
後
、生
徒
の
約
６
割
が
就
職
、約
４
割

が
大
学
や
専
門
学
校
に
進
学
す
る
本
校

で
は
、
希
望
者
の
み
が
模
擬
試
験
を
受
験
し
て

い
ま
し
た
が
、高
校
生
の
習
得
す
べ
き
学
力
を
測

る
た
め
、２
０
２
０
年
度
か
ら
全
員
で「
基
礎
力

診
断
テ
ス
ト
」を
受
験
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

教
務
担
当
と
し
て
、
生
徒
が
学
び
に
自
信
を
持

て
る
機
会
に
し
よ
う
と
、
全
国
の
実
践
事
例
を

参
考
に
、
事
前
教
材
の
取
り
組
み
状
況
や
試
験

の
点
数
な
ど
に
応
じ
て
付
与
す
る
ポ
イ
ン
ト
を

シ
ー
ル
に
し
て
、教
室
内
に
掲
示
す
る
こ
と
を
始

め
ま
し
た
。
生
徒
個
々
の
努
力
が
可
視
化
さ
れ

る
と
、教
師
が「
頑
張
っ
て
い
る
ね
」な
ど
と
声
を

か
け
る
こ
と
が
増
え
ま
し
た
。
生
徒
は
そ
れ
に

応
え
る
よ
う
に
さ
ら
に
頑
張
り
、そ
の
努
力
は
結

果
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
の
日
本
学

校
農
業
ク
ラ
ブ
の
全
国
大
会
に
は
８
人
の
生
徒

が
出
場
し
ま
し
た
が
、
日
々
の
活
動
を
通
じ
て

自
信
が
つ
い
た
か
ら
こ
そ
挑
戦

で
き
た
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
英
語
科
担
当
と
し
て
は
、
農

業
に
い
そ
し
む
生
徒
が
、
英
語

も
意
欲
的
に
学
ぶ
た
め
の
ヒ

ン
ト
が
得
ら
れ
れ
ば
と
、
２
年

前
、
海
外
農
業
研
修
の
引
率
教

員
に
応
募
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
の
農
業
現
場
で
感
じ
た
の

は
、
英
語
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ツ
ー
ル
で
あ
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
帰
国
後
は
活
動
中
心
の

授
業
に
転
換
し
、
自
分
の
思
い

を
他
者
に
伝
え
た
い
と
い
う
姿

勢
の
育
成
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。
将
来
海
外
の
人
と
の
対
話

が
必
要
に
な
っ
た
時
、
自
ら
英

語
を
話
そ
う
と
い
う
意
欲
に
つ

な
が
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
春
に
は
３
年
間
受
け
持
っ
た
生
徒
た
ち
が
卒

業
し
ま
す
。
全
員
が
自
分
で
や
り
た
い
こ
と
を

見
つ
け
、
就
職
活
動
や
入
試
を
頑
張
り
ま
し
た
。

自
分
の
力
で
前
に
進
ん
で
い
く
生
徒
た
ち
を
、

笑
顔
で
送
り
出
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

牛
の
世
話
に
比
べ
る
と
、
正
直

勉
強
は
苦
手
で
す
。で
も
、ポ

イ
ン
ト
シ
ー
ル
制
に
よ
っ
て
、自
分
で

目
標
を
設
定
し
や
す
く
な
り
、シ
ー

ル
が
貼
ら
れ
る
こ
と
や
先
生
方
か
ら

褒
め
ら
れ
る
こ
と
が
励
み
に
な
っ
て

い
ま
す
。
先
生
方
の
後
押
し
が
あ
っ

た
か
ら
、農
業
ク
ラ
ブ
の
全
国
大
会

も
全
力
を
出
し
切
れ
て
、第
１
志
望

の
帯
広
畜
産
大
学
に
合
格
で
き
ま
し

た
。「
社
会
で
は
信
用
が
第
一
」と
、提

出
日
や
ル
ー
ル
に
厳
し
い
千
田
先
生

で
す
が
、
悩
ん
だ
時
は
い
つ
も
そ
ば

で
励
ま
し
て
く
れ
ま
し
た
。卒
業
し

て
先
生
が
常
に
応
援
し
て
く
れ
る
環

境
で
な
く
な
っ
て
も
、
自
分
の
力
で

目
標
に
向
け
て
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

2022 
February

学校の今に寄り添い、先生方とともに未来を描く

［ビューネクスト］高校版

2
0
2
2
年

2
月
号2

新
課
程
に
向
け
て
描
く

 「
学
校
教
育
デ
ザ
イ
ン
」

静
岡
県
立
沼
津
工
業
高
校

発
問
・
課
題
設
定
を
キ
ー
に
見
る

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
授
業
実
践

英
語

東
京
都
立
福ふ

っ
生さ

高
校

内
野
良よ

し

あ

き昭

富
山
県
立

中
央
農
業
高
校

1KVOL6

せ
ん
だ
・
な
つ
き
　
教
職
歴
４
年
。
同
校
に
赴

任
し
て
５
年
目
。
教
務
部
。
英
語
科
。
３
学
年

担
任
。

富
山
県
立
中
央
農
業
高
校

　

全
日
制
／
生
物
生
産
科
・
園
芸
デ
ザ
イ
ン
科
・

バ
イ
オ
技
術
科
／
共
学
／
１
学
年
約
50
人
／

２
０
２
１
年
度
進
路
実
績
（
現
役
の
み
）
４

年
制
大
は
、
富
山
国
際
大
、
長
浜
バ
イ
オ
大
、

南
九
州
大
に
３
人
が
合
格
。
短
大
・
専
門
学

校
進
学
13
人
。
就
職
31
人
。

Senda N
atsuki

千
田
な
つ
紀
先
生

富
山
県
立
中
央
農
業
高
校

生
物

宮
城
県
古ふ

る
か
わ川
黎れ

い
め
い明
高
校

千
葉
美
智
雄

特
集

授
業
が
進
化
！
　

学
び
が
深
化
！

「
１
人
１
台
端
末
」

最
前
線
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